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₁ʵ₁　工事概要
建物を覆う素屋根をܰྔ鉄骨トラス組、折板屋根によ
って設置したɻ素屋根外壁面はシート養生を行い、素屋
根軒先には点検า廊としてブラケット足場を設けたɻ素
屋根内の建物周囲には軒足場やステーδ足場を設置したɻ
各工事の進ḿに合わせて、屋根面には屋根工事用の屋
根面足場、小屋組の解体・組立時には小屋組足場を設け
たɻ煙突や塔屋周囲には解体・組立時及び耐震補強工事
用の足場を設けたɻ庇の解体・組立時及び車寄の組立時
には周囲にそれͧれ庇足場、車寄足場を設けたɻ
内部は床面等に養生を施し、壁や天井の解体・復旧時
及び塗装・׭ࠨ工事用、耐震補強工事用に必要な内部足
場を設けたɻ
通仮設工事は、敷地周囲に仮囲いを設置して工事範ڞ
囲を区ըし、ಓ路に面した西面にはग़入口ゲートを₂箇
所設けたɻ工事車྆の通行路には砕石敷のうえ鉄板敷を
行い、空地に解体材保存兼工作小屋及び現場事຿所等を
設置したɻまた、仮設物の設置など工事の支障となる敷
地内の樹木の伐採・ࢬ෷いと仮移植・復旧の΄か、石֞
の一部解体を行ったɻ仮設物は工事ྃ׬時にす΂て撤去
し、後ย付け及び清掃を行ったɻ

₁ʵ₂　工事࣮施仕様
ᶃߏ　଄
素屋根の柱と梁、合掌はܰྔ鉄骨トラス、屋根は折板、
基礎は鉄筋コンクリート布基礎に敷鉄板のうえ、柱脚を
डける̝型鋼を溶接したɻ軒足場、ステーδ足場、シー
ト養生足場、ブラケット足場、屋根面足場、小屋組足場、
塔屋足場、煙突足場、庇足場、内部足場は、くさび緊結
式足場又は単管足場としたɻ
ᶄ仮設ࡐࢿ
仮設工事の主材は下記をඪ४としたɻ

仮設ࢿ材 規格・仕様等

ૉ屋根

柱 等 主 材
（ਂ田鉄工
᷃）

システムトラスφûÿõ6ʷ3õ2㎜、˘û50ʷû50
㎜（柱、合掌、ܨ材、接続金具΄か）、接合
部中ボルト.16、ブレースワイヤーφ20、テ
ンシϣンワイヤー、ターンバックル

屋根折板 ガルバリウム鋼板ɿ厚0õ6㎜、෯900㎜、'3P
೾板（明かり取り用）ɿ厚1õ5㎜、෯650㎜

第₄章　保存修理工事の内容

基　礎 捨コンクリートɿ強度1ÿN�Ὼ、基礎コンク
リートɿ強度2ûN�Ὼ、鉄筋ɿSD295A�D13ˏ
150ダブル、敷鉄板ɿ厚22㎜、1ó52ûʷ3ó0ûÿ
㎜΄か

脚部̝鋼 Hô150ʷ150ʷ⚗ʷ10㎜、敷鉄板に隅೑溶接、
脚長⚘㎜、長600㎜以上

ウェイト コンクリートブロック600㎜角、重ྔûÿ0LH�
鉄板厚22㎜、ݸ

あと施工ア
ンカー

金ଐ系あと施工アンカー、16ܘ㎜、長100㎜、
鉄板を基礎コンクリートに固定

ホイスト ホイストɿ1õ5U、30N（᷂Ωトー）
レールɿHô300ʷ150ʷ6õ5ʷ⚙㎜

設備΄か -ED౤ޫ器（照明）、コンセント、樋、ラッ
セルネット、਌ߝଞ

଍৔ɺγʔτཆੜ଍৔ɺখ屋૊଍৔ɺ屋根໘଍৔ɺ಺෦ݢ
଍৔΄͔

くさび緊結
式足場（৴
࿨᷂）

支柱ɿ外ܘûÿõ6ʷ長û50ʙ3ó600㎜、手摺ɿ外
û2õ7ʷ長200ʙ1óÿ00㎜、先行手摺ɿ長600ܘ
ʙ1óÿ00㎜、アϛ付踏板ɿ෯û00ʷ長600ʙ
1óÿ00㎜、筋ަɿ外27ܘõ2ʷ1óÿ00ʷ1óÿ00㎜、
δϟッΩϕースɿ外3ܘÿõ1ʷ長600㎜、張ग़
ブラケットɿ長200ʙû00㎜、鋼製階段、梁
枠ɿ長3ó600、5óû00㎜

単管足場 単管ɿ外ܘûÿõ6㎜ʷ内厚2õû㎜ʷ長1õ0ʙ5õ5
̼（S5,500）、直ަ・ࣗ在クランプ、固定
ϕース、単管δϣイント（S5,500用）、δ
ϟッΩϕース΄か

メッシュシ
ート

防Ԍメッシュシート₂類ˌ2039、1õÿʷ5õû̼、
ポリΤステル（基布）、ポリ塩化ビニル（樹脂）

足場板 ෯2û0ʷ厚35ʷ長2ó000ʙûó000㎜のਿ板、又
は足場用合板（+*S規格品）

鉄線、釘等 10ˌ、1ÿˌなまし鉄線

௨仮設෺ڞ

仮囲い 鋼板（アドフラットパネル）高3õ0̼

ゲート パネルゲート෯ûõ5ʷ高ûõ5̼、シートゲート
෯3õ6ʷ高ûõ5̼

敷鉄板 厚22㎜、1ó52ûʷ6ó096㎜΄か

解体材保存
兼工作小屋、
現場事຿所、
作ۀһܜٳ
所

構造ɿ折り৞み式ラーメンϢニット、基礎ɿ
コンクリートブロック、屋根・外装ɿѥԖメ
ッΩカラー鋼板、床ɿ塗装耐水合板、天井・
内壁ɿフッ素樹脂化粧合板、断೤材ɿߗ質ൃ
๐ポリウレタン

ᶅૉ屋根（設ஔؒظɿ45͔݄）
南面の一部を除いて、建物周囲に෯₂̼内外で素屋根
用の布基礎を鉄筋コンクリート造で設置したɻ基礎コン
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クリート上に̝型鋼を溶接した鉄板を敷ฒ΂、ζレ止め
のアングルをあと施工アンカーでコンクリート基礎に固
定したɻ柱脚と敷鉄板は、それͧれ̝型鋼に取り付けた
半ԁ形のプレート同士を合わせて̢3ÿボルトで固定し、
ϐン接合としたɻ素屋根の柱・梁は、Ϣニット化された
トラス支柱を組み合わせて໳型に地組みし、60̓ラフタ
ークレーンで吊ってॱ࣍組み立てたɻ接合部は̢16ボル
トで緊結し、各スパンをブレースワイヤーにて補強したɻ
素屋根脚部にはウェイトとして、コンクリートブロッ
ク及び敷鉄板を各スパンに所定数ࡌせ、素屋根の浮き上
がり及び׈動防止を図ったɻ合掌には、฼屋材としてࢅ
木を取付けた単管を固定し、฼屋材にガルバリウム鋼板
をビス止めして折板屋根を葺いたɻ屋根には、採ޫ用に
一定間ִで'3P材の折板を࢖用し、南面軒先には、軒樋
及びઇ止め金物を設置したɻ
素屋根の南北面の軒先には、折板屋根の解体・組立時
及び点検用にブラケット足場を単管下地に足場板敷で設
置し、落下防止水平ネット張り、単管手摺を設けたɻ
なお、耐震補強工事における煙突ステンレス筋ૠ入時、
アースアンカー機材搬入時、鉄骨フレーム建方時には折
板屋根の一部を一旦解体して、各工事ྃ׬後に復旧したɻ
素屋根の解体は、組み立てとٯの手ॱで、屋根の折板、
฼屋材を解体し、続いて合掌、柱・梁トラス部材の解体
とウェイト部材の撤去を行ったɻ脚部までの解体後、̝
形鋼と敷鉄板を撤去し、コンクリート基礎を破砕解体し
て搬ग़したɻ
ᶆݢ଍৔・εςʔδ଍৔（設ஔؒظɿ43͔݄）
建物周囲に軒足場を設置したɻ敷板の上にδϟッΩϕ
ースをࡌせて釘止めし、建地を外壁面より30㎝以内に建
て、踏板とย側には先行手摺と筋違を取り付けて所定の
高さまで組み上げたɻ各段、各ྻڞにग़入りやෆ陸など
が生͡͵ように組み立て、手摺を二段と෯木を取付けたɻ
要所にঢ߱路として階段枠を設置し、足場の周囲は素屋
根支柱から߇えを取るなど補強を図ったɻ
建物の南面中央と南西側の軒高さに解体材の保管や作
用に足場板を敷き詰めたステーδ足場を設置したɻ南ۀ
面中央のステーδ足場にはՙ揚げ、ՙ下Ζしができるよ
うホイストレールの直下に։口（1õÿʷ3õ6̼）を設けたɻ
ᶇγʔτཆੜ଍৔・ਨ௚ཆੜ（設ஔؒظɿ43͔݄）
素屋根トラス支柱の外側に単管で下地を組み、素屋根
外壁面に垂直養生としてメッシュシートを伱間、எみな
く張り、下地に結ଋඥで結びͭけたɻ
ᶈ屋根໘଍৔
屋根葺材の解体と組立時に屋根面足場を設置したɻ屋
根面にδϟッΩϕースを据え、くさび緊結式足場で屋根

ޯ配と平行にॎ໿1õ35̼間ִ、ԣ໿1õÿ̼間ִで足場を
設置し、軒先側では軒足場と緊結したɻ
ᶉౝ屋଍৔ɺԎಥ଍৔
塔屋周囲には、屋根や木部などの解体・組立時にくさ
び緊結式足場を設置したɻ同様に煙突周囲には、煉瓦や
木部などの解体・組立時及び耐震補強工事時にくさび緊
結式足場を設置したɻ
ᶊ൳଍৔ɺंد଍৔
庇と北面二箇所の庇の解体・組立にあたり、周囲ؔݰ
三方にくさび緊結式足場を設置したɻ同様にਖ਼面二箇所
の車寄の組立時に周囲にくさび緊結式足場を設置したɻ
ᶋ಺෦ཆੜ
内部足場などの設置に先立ち、床面や造作材などの木
部に対してハードボードやラワン合板、養生マット、Τ
アーΩϟップなどを用いて養生を施したɻ小屋組の足場
設置範囲には、陸梁上端面に鋼製足場板や合板敷きによ
る養生を施したɻ各養生材は足場解体後に撤去したɻ
ᶌখ屋૊଍৔
陸梁の養生上に小屋組の解体・組立用に小屋組足場を
設置したɻくさび緊結式足場でトラスの各間に設けたɻ
ᶍ಺෦଍৔
建物内部の₁、₂階に木部の解体・組立時や׭ࠨ、塗
装、耐震補強などの各工事に合わせて内部足場を設置し
たɻくさび緊結式足場又は脚立足場で、天井下の所定の
高さまで組立てたɻ
ᶎ΍Γ͔ͨ
解体する庇や石階段などの周囲には、解体前に通りਊ
と高さを設定するため、隅やりかたと平やりかたを設置
したɻ
ᶏ૔ݿఫڈ
素屋根の設置に支障となる建物北側のプレハブ૔庫を
解体・撤去したɻ
ᶐ仮ғ͍（設ஔؒظɿ61͔݄）
工事区域内΁ୈ三ऀが立ち入ら͵よう、ಓ路に面する
西面及びྡ地境ք際の南面、東面に仮囲いを設置したɻ
転倒を防止するため建地の単管は地中΁े分に打ち込み、
各建地には߇えの筋違を設けて壁面には単管を下地に成
型鋼板を固定したɻ
ᶑύωϧήʔτɺγʔτήʔτ（設ஔؒظɿ61͔݄）
敷地西側の仮設通路のग़入口に、パネルゲートを設置
し、同͡く敷地西側の南寄りにはシートゲートを設置し
たɻ各ゲートの྆࿬は仮囲いに接続し、必要に応͡て転
倒防止用の߇えや基礎を設けたɻ
ᶒ解体ࡐอଘ݉工࡞খ屋（設ஔؒظɿ56͔݄）
解体部材の格納と、木工事などの工作場とするため、
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Ϣニットハウス（₁階7ó020ʷ15ó2û0㎜、2ó350ʷ3ó920
㎜、₂階ûó670ʷ15ó2û0㎜）を敷地南東に設置したɻ内
部の壁際には解体した古材の格納用に୨を設けたɻ
ᶓ仮設௨࿏ཆੜɺమ൘ෑ（設ஔؒظɿ61͔݄）
工事中のࢿ材搬ग़入や車྆の通行のため、建物南側の
仮設通路となる部分には、既存の敷石等の養生としてシ
ート養生と砕石敷を行い、その上に鉄板を敷き詰めたɻ
ᶔࢧো木െ࠾౳
素屋根や解体材保存兼工作小屋、現場事຿所の設置に
先立ち、支障となる樹木の伐採、ࢬ෷いや仮移植を行い、
仮移植したものは工事ྃ׬時に復旧したɻ
ᶕੴ֞解体
仮設通路の設置に支障となるため、敷地中央付近に東
西にԆびる石֞の一部を解体した（Ḽ₁）ɻ
ᶖ༠ಋܯ備һ
素屋根の建設・解体時、ࢿ材の搬ग़入時など、クレー
ンや大型トラックがग़入りする際は、誘導ܯ備һを配置

し、現場周囲の通行人や車྆΁の安全を確保したɻ
ᾛॾ設備
素屋根の内部には、要所に工事用のコンセントと照明
を設置した΄か、ܻ行方向の₂箇所にホイストクレーン
を設置したɻまた、工事期間中は目立ͭ位置に消火設備
を備え、場内にその配置図をࣔܝしたɻ
ᾦ֐ة防ࢭ
工事࣮施にあたり、法཯上必要な֐ة防止及びӴ生上
のことにؔしては、ద当な施設を設けかͭ防火対策をߨ
͡たɻまた、す΂ての仮設物は工事期間を通して、強度
上必要な補修や補強を行い、安全を確保したɻ

Ḽ

₁ɽ保存修理工事࣮施中に保存活用ܭըを策定し、敷地内の整備

、ըを立てたとこΖ、石֞の復旧がෆ要となったɻそのためܭ

本工事では支障となる石֞の解体を行い、復旧は行わなかっ

たɻ

ਤ4ô1ô1　仮設配置ਤ
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ਤ4ô1ô6　素屋根の柱٭と基礎ਤ4ô1ô5　素屋根建設中

ਤ4ô1ô2　素屋根正面ਤ

ਤ4ô1ô3　素屋根梁間断面ਤ ਤ4ô1ô4　軒足場立面ਤ
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ୈ 2અ　解 体 工 事

₂ʵ₁　工事概要
本屋屋根のスレート葺及び棟包、谷樋、蛇腹包などの
鉄板葺は、下葺を含めす΂て解体したɻ塔屋屋根の鉄板
葺、庇の瓦棒鉄板葺もす΂て解体したɻ樋は、軒樋、竪
樋、ݺ樋の΄か、金物類をす΂て解体したɻ
木部の屋根下地は、垂木まです΂て解体し、本屋の小
屋組は、雨漏りによって破損した໿半分を解体したɻ
外壁と軸部材は、竪樋からの漏水や雨漏りなどによっ
て破損した箇所を部分తに解体し、それらに൐い外部の
水切板金を一部解体したɻ内部造作は、耐震補強工事に
ؔ࿈する床、天井、෯木などと、軸部解体に൐って必要
な腰見切、額ԑ、壁木摺などを解体したɻ
内部漆喰壁は、剥離やͻび割れがある部分を上塗から
下塗まで解体し、シϛやカビが著しい箇所を上塗から中
塗まで解体したɻ活用上ެ։しない部屋では、ൺֱతԚ
損が目立たない漆喰壁を保存のため現状のまま残したɻ
煙突煉瓦は、天端の破損した煉瓦と壁内の腐蝕した木
煉瓦を解体し、煙突外部のモルタル塗は、剥離箇所を部
分తに解体したɻタイルは、₂階உ子便所の床と客室ᶺ
17，ᶺ1ÿ前室の暖࿍࿍ԑ内の床を全面解体したɻそのଞ
の便所・ཋ室と暖࿍࿍ԑ内では、剥離や割れがみられる
床や腰壁のタイルを解体したɻ
敷物は、₁、₂階の廊下リノリウムをす΂て解体し、
₂階の客室のうち、暖࿍のある部屋は、耐震補強工事を
行うため、重ね張りになっていたリノリウム、リノタイ
ルをす΂て解体したɻそのଞの₂階客室は、上張りのリ
ノリウムを解体し、中張りのリノタイル、下張りのリノ
リウムは存置したɻ₂階உ子便所の床タイル下のリノリ
ウム、ロビーとライブラリーの床塩ビシート、主階段の
フェルトカーペット、各室のカーテンはす΂て解体したɻ
石階段は、北側と東側の一部を解体し、竪樋周囲の雨
落石はす΂て解体したɻਖ਼面中央ؔݰの柱礎石とモルタ
ル土間は、下地を含めて解体したɻ
各部位の主な解体範囲は下記のとおりɻなお、内外部
の建具は建具工事で取り外したɻ

෦　Ґ　ʗ　解体ൣғ

屋　根　ʗ　શ解体　

本屋スレート葺、本屋・塔屋・庇ルーフィング葺
本屋鉄板葺（大棟・隅棟・フィニアル包、谷樋、破風笠
木・蛇腹包、煙突周囲包、煙突ઇ割り）
塔屋鉄板葺（一文字葺、隅棟・水切・フィニアル包）
庇瓦棒鉄板葺、本屋・塔屋・庇樋及び樋金物

屋根Լ஍　ʗ　શ解体　

本屋大棟・隅棟・破風上蛇腹・フィニアル・煙突の各下地、
本屋野地板・化粧裏板・垂木
塔屋隅棟・フィニアルの各下地・野地板・化粧裏板
庇瓦棒下地、庇化粧裏板・垂木、ਖ਼面庇柱・ܻ

খ屋૊　ʗ　෦෼解体　（ഁଛՕॴɺ耐震補強Օॴ）

本屋棟木・฼屋・隅木、本屋トラス15組（陸梁、合掌、ଋ、
方伺、᭔梁、筋違）、塔屋登梁・陸梁

࣠　෦　ʗ　෦෼解体　（ഁଛՕॴ）

軸部₄間（通し柱、間柱、胴差、㤸、筋違、窓枠）、
ਖ਼面ؔݰ通し柱₂本（継手補修箇所で切断）

֎෦木෦　ʗ　෦෼解体　（ഁଛՕॴɺݱঢ়มߋՕॴ）

本屋登蛇腹・ඓ隠板・破風板・見切・ग़ܻ・軒下持ૹ・胴
蛇腹・ນ板・付柱・付土台・下見板・竪板・窓台・竪枠・
敷ډ・水切・小壁木摺
塔屋ඓ隠板・小壁板・ガラリ・下見板

಺෦木෦　ʗ　෦෼解体　（ഁଛՕॴɺ耐震補強Օॴ）

₁・₂階床板（上張り板・下張り板）、₁・₂階෯木、₁
階根太・大Ҿ、₁・₂階天井板・ࢅ・格ԑ、マントルϐー
ス（1û箇所）、カーテンロッド（36箇所）、腰見切、෯木、
額ԑ（⚘箇所）、ロビーカーテンボックス（₂箇所）、サン
ルーム竪板壁、ؔݰ਌柱・笠木・地覆・手摺子、壁木摺、
コート掛け、リビングルームֆը

֎෦ਫ੾൘ۚ　ʗ　෦෼解体　（ഁଛ・木෦解体Օॴ）

付土台上水切、₁・₂階窓台上水切、腰蛇腹上水切、₁階
窓蛇腹上水切、胴蛇腹上水切

࣫ᷰน　ʗ　෦෼解体　（ഁଛՕॴɺ࣠෦解体Օॴ）

内部₁・₂階漆喰壁、外部漆喰壁

ԎಥẂנ　ʗ　෦෼解体　（ഁଛՕॴɺ耐震補強Օॴ）

煙突天端煉瓦、煙突壁面木煉瓦、煙突外部モルタル塗

λΠϧ　ʗ　෦෼解体　（ഁଛՕॴ）

₂階உ子便所床タイル全面、ࠨ記以外の便所・ཋ室タイル
の破損部、暖࿍床タイルの破損部

ෑ෺　ʗ　෦෼解体　（ݱঢ়มߋՕॴɺ耐震補強Օॴ）

₁・₂階リノリウム（廊下リノリウムԡえ金物₂、ڞ階一
部客室の中・下張りを除く）、ロビー・ライブラリー塩ビ
シート、主階段カーペット（ԡえ金物ڞ）

Χʔςϯ　ʗ　શ解体　

客室、ロビー、廊下、主階段གྷり場

Ṥडੴʗશ解体　（Օॴߋঢ়มݱ）౔ؒʗશ解体ؔݰ

モルタル土間、竪樋周囲雨落石（全19箇所）ؔݰ

ੴ֊ஈ　ʗ　෦෼解体　（ഁଛՕॴɺݱঢ়มߋՕॴ）

東側中央廊下前石階段（撤去）、北側東廊下前石階段、
北側ライブラリー前石階段天端鉄平石
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₂ʵ₂　工事࣮施仕様
ᶃ解体४備・൪෇ਤ
解体前に建物の柱位置をもとにした平面番付を定め、
解体するす΂ての部材に位置、໊শなどを記した番付を
付し必要な調査、࣮測、写真ࡱӨなどを࣮施したɻまた、
各部材の解体番付図を作成し、主೚ٕज़ऀにఏग़しঝ認
をडけた後に解体を行ったɻ
ᶄ൪෇ࡳ
解体する木材に大きさ30ʷ60ʷ₄㎜のシφϕニヤに所
定の番付を記した番付ࡳをࡉ釘で止付けたɻ煉瓦や石材、
タイルには、表面を清掃して番付を記した೪着テープを
貼り付け、金物には、番付を記したՙࡳを取り付けたɻ
ᶅ解体ॱং
素屋根の建設前に外部の庇や石階段、竪樋周囲雨落石
を解体したɻまた、本格తな解体に先立ち、電気設備や
ࣗ動火ࡂใ知設備、څഉ水設備など各छ設備と建具、カ
ーテンを取り外したɻ解体は、屋根、屋根下地、小屋組、
外壁、内部造作、軸部のॱংで行い、ؔ࿈する外部水切
板金や内部の敷物、タイルを上記に合わせて解体したɻ
漆喰壁の解体は、木部解体とฒ行して行ったɻ
ᶆ解体ٴͼ解体ௐࠪ
४備ྃ׬後、施工ܭըに基ͮいてॱংよくஸೡに各部
材を解体したɻ石綿の含有がٙわれる部材は、解体前に
含有の有無を調査した（Ḽ₁）ɻ解体にあたり各部材はஸ
ೡにѻい、解体作ۀ中の仕口の損傷、板材の割れ、工具
による損傷などが生͡͵よう注意し、止釘をൈく際など
は部材表面に傷をͭけ͵よう添板を施したɻ
解体を一工ఔ進める毎に、清掃・ย付けを行い、記࿥
写真のࡱӨを行い、必要な部材寸法、材छ、継手、仕口、
破損ఔ度、平面寸法、ۣܭ寸法、時୅区分、各部仕様、
痕跡、転用古材、๽ॻ、刻印などのॾ記࿥をとったɻ釘
等で接合されていた部材を解体した場合は、੺色チϣー
クで૒方の部材の釘݀に印をͭけ、現用されていない釘
݀は白色チϣークで印をͭけたɻ
ᶇཆ　ੜ
造作材や破損の著しい部材などӡ搬に際して破損の生
͡қい部材は、ΤアΩϟップの΄か、養生マット、布、
紙、コモ又は添板などで養生を施したɻ
ᶈӡൖٴͼࡐݹ੔ཧ
解体した部材は、ਖ・ᆍ等を清掃して釘仕෣のうえ、
再用、સい、取替༧定などに区分し、部材ごとに整理し
て損傷やԚ損などが生͡͵よう養生を施したɻ各古材の
取ѻいにはಛに注意し、解体材保存小屋や素屋根内の外
部足場΁ӡ搬して整理格納したɻ

ᶉ₁֊࣫ᷰࠊน解体（Լ஍Ϟϧλϧʹੴ໖ؚ༗）
ত࿨û9年（197û）に施工した₁階漆喰腰壁は、下地の
モルタルに石綿が含有していたため、解体箇所をビニー
ルシートで覆い、ෛ圧除ਖ装置を設置するなど、石綿の
飛散防止及び安全対策（レϕル₃）を行って解体した（Ḽ
₂）ɻ
ᶊൃੜࡐͷॲ෼౳
す΂ての調査がྃ׬してෆ用と൑断したഇغ材は、現
場で定めた場所にू積し、主೚ٕज़ऀが࠷ऴ確認を行っ
た後、ؔ࿈法ྩにैいۀ࢈ഇغ物として各処理施設でద
切に処分したɻࢿྉとして保存した部材は、主に小屋裏
と階段下の૔庫に保管したɻ
ᶋಛه事߲
木部、屋根、漆喰壁の解体工事にै事する主なٕ能ऀ
は、ࠃの選定保存ٕज़保持ऀ、選定保存ٕज़保存ஂ体に
ଐするऀもしくはࠃの選定保存ٕज़保存ஂ体が࣮施した
研修を修ྃしたऀをあてたɻ

Ḽ

₁ɽ石綿含有調査は、定性分ੳ（+*SçAç1ûÿ1ô1）としてภޫݦ

ඍ鏡を用いて൑定したɻ調査対৅は、屋根スレート及びルー

フィング（平成15年施工）、床リノリウム（ত࿨57年施工ଞ）、

内部漆喰下地モルタル（ত࿨û9年施工）、煙突外部モルタ

ル・塗ྉとし、それͧれࢼྉを採取して分ੳしたɻ結Ռは、

₁階内部の腰壁漆喰下地モルタルのみ検ग़（0õ3ˋ石綿含

有）され、そのଞは検ग़されなかったɻ

₂ɽ石綿が飛散しにくいよう෾ໄ器で࣪५養生を行い、ूਖ装置

付きのσィスクグラインダーで漆喰上塗からモルタル下塗、

石ߣボードまでを一体でブロック状（300ʷ300㎜ఔ度）に切

断しながら解体したɻ解体にै事するऀは、防ޢ෰と保ޢマ

スクを着用し、解体材はઐ用ାにࠝ包してۀ࢈ഇغ物処理を

行ったɻ

ਤ4ô2ô1　小屋組の解体完了
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ਤ4ô2ô2　฼屋・ඓ฼屋・棟木・隅木・合ঠの解体ൣ囲

ਤ4ô2ô3　陸梁・トラスの解体ൣ囲

ਤ4ô2ô4　₁階床等の解体ൣ囲
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ਤ4ô2ô5　₂階床等の解体ൣ囲

ਤ4ô2ô6　₁階天井の解体ൣ囲

ਤ4ô2ô7　₂階天井の解体ൣ囲
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ਤ4ô2ô8　外部木部・漆喰壁の解体ൣ囲
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ୈ 3અ　基 礎 工 事

₃ʵ₁　工事概要
基礎石は外表面の洗浄、欠損・亀裂部の補修、目地モ
ルタルの補修を行い、経年劣化とଽ類の付着を防͙ため
に表面強化処理と吸水防止処理を行ったɻ
എ面石階段のうち東端のものは積み直しを行い、中央
東寄りのものは石階段天端面の敷石の敷き直しを行ったɻ
建物周ลの水はけを良くし、屋根の雨水をडける雨落
ഉ水設備を建物周囲に新設したɻ
ਖ਼面の中央車寄及び東翼車寄の復原に൐い、耐震補強
工事で設置した耐圧版の周囲に見切石を据え、柱礎石は
石張りを行い、土間をモルタルで仕上げたɻ

₃ʵ₂　工事࣮施仕様
ᶃ基礎ੴੵΈ補म
イɽ概　要
基礎布石積の経年劣化による石材の欠損・破損部を調
色したモルタルで補修し、モルタル目地の欠損部にモル
タルを詰め直したɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

セメント ී通ポルトランドセメント

砂 ઒砂

亀裂補修材 すき間補修材（セメント系無収縮充填材）ʗ
サンホーム工᷂ۀ

セメント
着色剤

マインʗ᷂ヤブ原

石　　ค 安ؠࢁをค状からཻ状に砕いたもの

ハɽ工　法
基礎石の補修箇所のਖᆍ、Ԛれを除去し、セメントに
着色剤を添加したカラーセメントに石ค・水をࠞ࿉した
補修セメントを亀裂及び欠損箇所に᭳やϔラを࢖って塗
り付けたɻ欠損部は周囲の石材のԜತに合わせて整形し、
補修セメントのߗ化後、部分తに削って表面を仕上げたɻ
目地の補修は、セメントと砂を₁ɿ₂で調合して、水
を加えて࿅り合わせたモルタルを᭳やϔラを࢖って欠損
部に充填し、᭳でԡえて仕上げたɻなお、ࡉかい伱間は、
セメント系無収縮充填材で補修したɻ
ᶄ基礎ੴੵΈચড়・強Խॲཧ
イɽ概　要
基礎石表面に付着しているԚれ、カビ、ଽなどを除去
し、経年劣化とカビ、ଽ類の付着を防止するために、石
材表面を強化剤及び吸水防止剤でコーティングしたɻ

ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

性洗剤ࢎ パーフェクト・クリーφーçPô59ʗ᷂パ
ーフェクト・ウΥッシュ研ڀ所

石材強化剤
シリカ系ࠞ合物

パーフェクト・コートçP$ô10#ʗ᷂パー
フェクト・ウΥッシュ研ڀ所

石材吸水防止剤
シリカ系ࠞ合物

パーフェクト・コートçP$ô11ʗ᷂パー
フェクト・ウΥッシュ研ڀ所

ハɽ工　法
石材表面に࡮ໟや෾ໄ器で洗剤を塗布し、ブラシ等で
ってԚれ等を除去し、洗剤を洗いྲྀしたɻ洗浄後、乾ࡲ
燥期間を設けて、含水率が⚘ˋ以下であることを確認し、
石材強化剤を࡮ໟ又はローラー、஝圧式෾ໄ器で₂回塗
布したɻඪ४の塗布ྔは、0õ0ÿʙ0õ125Ὑʗᶷとしたɻ
໿₁か݄間の乾燥養生期間後、吸水防止剤を塗布したɻ
ᶅੴ֊ஈ補म・෮چ
解体工事で解体した北側東端の石階段は、砕石敷のう
え、既存のઙ間石を用いて積み直したɻ裏側には砕石や
割܀石を充填したɻ踏面は、在来に倣ってモルタルで仕
上げたɻ
ライブラリー北側の石階段は、解体した天端の鉄平石
を原位置に復旧したɻ敷きモルタル（༰積ൺ、セメント
₁ɿ砂₄）の上にセメントペースト（セメント₁ɿ水₂
もしくは₃）をۉ一に塗り、石材をΰムハンマー等でܰ
くୟきながら圧着させてෆ陸のないよう張り付けたɻな
お、割れや欠けのある石材は、新材に取替えたɻ
ᶆंد基礎設ஔ
イɽ概　要
復原した中央車寄と東翼車寄の基礎を新設したɻ土間
コンクリートの周囲に見切石を据え、柱礎石は耐震補強
工事で設置したコンクリート礎柱に石張りを行ったɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

補足石材 安ؠࢁ（ٱࠤ石、コブग़し）

吸水調整剤 NSハイフレックスʗ᷂೔本化成

セメント ී通ポルトランドセメント

砂 ઒砂（ཻ度0õ3ʙ1õ2㎜）

白՚防止剤 Τフロカットʗ᷂テクノクリーン

石材固定用
急結セメント

#DシスイΤースʗ᷂シンコー

太䈂ϐン ステンレスφ₄㎜

ΤポΩシ樹脂
接着剤

ボンドクイックメンダーʗコニシ᷂
ボンドE,270ʗコニシ᷂

ハɽ配合（༰積ൺ）
敷モルタルは、セメント₁ɿ砂₄、セメントペースト
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は、セメント₁ɿ水₂もしくは₃、見切石目地モルタル
は、セメント₁ɿ砂₂、張石目地モルタルは、セメント
₁ɿ砂0õ5ɻ
ニɽ工　法
石材は所定の寸法・形状・仕上げに加工したɻ
土間見切石は、設置前に下地面を清掃して๽ग़しを行
い、吸水調整剤（₂ഒرऍ）を塗布したɻ下地面に敷モ
ルタルを定規等でۉしながらムラなく敷き、石材を仮据
えしたɻ仮据えした石材を一本毎一旦取外して、敷モル
タルの上に白՚防止剤を加えたセメントペーストをۉ一
に塗布したɻ再度石材を据えて、ΰムハンマー等でୟき
ながら圧着し、ෆ陸、目違いのないように調整し、ߗ化
後にモルタルで目地詰めを行ったɻ
礎石の石張りは、石材裏面及びコンクリート礎柱に太
䈂݀（φ₅㎜、礎柱30㎜、石材15㎜）をあけて、礎柱に
は太䈂ϐンを差し込んだɻ下地面の清掃後、๽ग़しを行
い、྆面にセメントペーストを塗布し、石材にダボϐン
をૠし込んで接着剤及び急結セメントを用いて固定したɻ
化後にモルタルで目地詰めを行ったɻߗ
ᶇ屋֎ഉਫ設備੔備
イɽ概　要
軒樋上部は֖をして、軒樋・竪樋は形式のみの復旧と
したため、地中に屋根の雨水をडけるഉ水設備を新設し
たɻ雨水ྲྀྔ等に応͡て、プラスチック貯留槽又は塩ビ
多孔管と砕石を敷設した浸透トレンチを建物周囲に設置
したɻまた、ਖ਼面及び側面側には、屋根の雨落部分に玉
砂利を敷き詰め、見切りに擬石ブロックを廻らした（Ḽ₁）ɻ

ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

プラスチック
貯留材

クロスウェーブ$8ôNFʗ積水化ֶ工᷂ۀ

透水パイプ 質塩化ビニル多孔管、φ100㎜ʗ積水化ߗ
ֶ工᷂ۀ

透水シート アクスターʗ東レ᷂

擬石ブロック բ、三面化粧仕上げʗマチダコーポレーࠇ
シϣン᷂

玉砂利 ࣗ然石、φû0㎜内外

ਤ4ô3ô1　屋外排水設備設置ਤ

ਤ4ô3ô2　中央車寄の礎石ৄࡉਤ
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ハɽ工　法
プラスチック貯留材による浸透トレンチは、所定ਂさ
まで۷削し、床付け後、砕石を敷き込み転圧したɻ砂敷
き後、透水シートを敷き、プラスチック貯留材を一段毎
に90度回転させながらަޓに積層して組立て、࠷上段組
立て後にスペーサーを取付けたɻ貯留材の残りの₃面に
透水シートを巻き、砕石にて埋໭しを行ったɻまた、浸
透トレンチ間にメンテφンス用のू水ຟを設置したɻ
透水パイプによる浸透トレンチは、所定ਂさまで۷削
し、床付け後、砂敷きを行い、砕石を50㎜ఔ度敷き詰め
て、塩ビ多孔管を敷設し、砕石にて埋໭しを行ったɻ
എ面側と東面のഎ面寄りを除いて、擬石ブロックを建
物周囲に廻らして、その内側に玉砂利を敷き詰めたɻ
中央及び東翼車寄は、雨樋を新設したため、竪樋の直
下にू水ຟを設置したɻ

Ḽ

₁ɽഎ面側には࿈ܞする活用工事で、建物からྡ地境քの石֞際

まで砕石敷を行ったɻ

ୈ û અ　木　工　事

₄ʵ₁　工事概要　　
解体工事で解体した部材のうち、ಛに破損の度合いが
著しい部材は新材に取替え、補修を行い再用できると൑
断した部材は、継木や矧木、埋木などの補修を施したɻ
取替材の加工や補修がྃ׬した後、軸部、小屋組、野
地、床組、造作など、解体を行った各部位の組立を行っ
たɻ復原した中央と東翼車寄は、新補材で組立てたɻ修
理前に࢖用されていた既存の建築金物は原位置に復旧し、
欠失していたものは同͡形状の金物を新調して旧来の位
置΁復旧したɻ
木部の隠ṭ部分や屋外に面した部材で、腐朽や஬֐を
डけるڪれのある部分には、防腐防蟻処理剤を塗布したɻ

₄ʵ₂　工事࣮施仕様
ᶃࡐ　ྉ
イɽ再用材
当初材はক来の保存に支障のない限り౒めて再用し、
後補材も形状やٕ法などがෆἧいでないものは再用したɻ
ロɽ補足材
部材の取替えや補修のため、あるいは現状変更等の事
༝により新補する木材は、原ଇとして在来の材छや品質
と同等のものとし、े分にࣗ然乾燥したものを用いたɻ
補足木材の納入に際しては主೚ٕज़ऀが立ち合い、部
材寸法とһ数の確認、含水率の測定、品位や等級にؔわ
る各छの検査を行い、合格した材ྉのみをडけ入れたɻ
主な補足木材の仕様は以下のとおりɻ

部　位 仕　様

化粧材

付柱・付土台・蛇腹・窓枠、ඓ隠
板、持ૹり、ग़ܻ等

দ、੺਎、小અ

下見板、化粧裏板、床板等 দ、੺਎、小અ

天井板・格ԑ、額ԑ、敷ډ、方立、
窓台、෯木、腰見切等

দ、੺਎、上小અ

カーテンブラケット ᓏ、੺਎、小અ

床板（₁階ԑߕ板） ถদ、܀、੺਎、小અ

床板（₂階ԑߕ板） ਿ、੺਎、小અ

野物材

土台 ᐻ、܀、੺਎、一等

柱、胴差、陸梁、合掌等 দ、੺਎、一等、৺持

大Ҿ、根太、垂木、棟下地等 দ、੺਎、一等

野地板 দ、੺਎উ、一等

木摺板 দ、一等、白太ਤ4ô3ô3　ਁಁトレンνৄࡉਤ
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ハɽ復原材
現状変更等の事༝により新補する木材のうち、中央車
寄の材छは、耐ٱ性の向上と୸ࢎѥԖ含৵強化処理を行
うため全てᐻとし、ロビーの竪子の材छは、天井のൽ付
き丸太に倣って、リϣウブ、ϛζφラ、ウワρϛβクラ、
ヤマβグラとし、それ以外は、原ଇとして在来の材छや
品質と同等のものとしたɻ
ᶄۚଐࡐࢿ
イɽ釘　　類
見え掛かり及び見え隠れに࢖用する釘類は、す΂て
+*S規格品などの既製品を用いたɻ
ロɽ補強金物
部分తな補強に൐い補足する建築金物は、+*S規格品
や̯規格品などの既製品を用い、取り付け位置は見え隠
れとしたɻ柱と胴差の接合部は、部分తな解体のため、
旧規の仕口に復旧することが೉しく、ಛに強度が必要と
される部分には、既製品やಛ注品の୹࡭金物やかね折り
金物等を製作して取付けたɻ
ᶅ઀ணࡎ
補修箇所のうち、構造తに強度が必要とされる部分や
雨水と࣪気のӨڹをडけやすい部分には、ΤポΩシ樹脂
系接着剤のアルテコΤポΩシ（᷂アルテコ）を用い、そ
の΄かの部分には、ਣࢎビニル樹脂系Τマルδϣン接着
剤のボンド木工用（コニシ᷂）を࢖用したɻ
ᶆࡐݹસ͍
腐朽や割損などの破損箇所、部材に残るෆ用な݀（古
い釘݀や仕口݀）などは、す΂て埋木や矧木、継木など
でસったɻસいに際しては、構造上の強度を損なわ͵よ
う注意し、見え掛かりに取り付ける補足材は、既存の古
材と木目が合うように加工したɻ
ᶇ৽ࡐՃ工
継手や仕口、曲線などは、在来材の形状に倣い加工を
施したɻ現状変更等による新補材は、復原年୅と同時୅
の残存ࢿྉをߟࢀにして加工したɻ化粧部分は在来の表
面加工に倣い、造作材も可能な限り同様の加工としたɻ
ᶈমҹԡ͠
取替及び新補材は、す΂て見え隠れ部分に修理年߸を
刻したম印をԡしたɻ
ᶉ૊ཱٴͼ補強
当初及び大ਖ਼຤ࠒの仕様によりॱ࣍軸部より組み上げ
たが、当初材の柱石口等、ಛに建物の基װ寸法の要点と
なる箇所は切削等を行わ͵ようे分に注意したɻ構造上
ෆ׬全と認められる部分には、添木、金物等の補強のા
置を͡ߨたɻ当初の垂木でノタ付きのものは、野地板の
接合面、釘打ち面としてෆ良となるため、新材の垂木を

古材に添えて追加したɻまた、リビングルームの大Ҿは、
࣪気や஬֐により表層が劣化していたため、₅本とも新
材の大Ҿ、床ଋを添えて補強したɻࣼ܏していた塔屋は、
建て起こしを行い、内部に筋違を入れて補強したɻ
ᶊ木෦防෗・防ٜॲཧ
イɽ概　要
防蟻を兼ねた防腐剤を木部に塗布したɻ
ロɽༀ　剤
Ωシラモントラッド（（ެࡒ）文化ࡒ஬֐ە研ڀ所認定
品、大ࡕガスケϛカル᷂）
ハɽ施工範囲
₁階床組部材、野地面の補足木材及び既存部材の施工
可能な見え隠れ部分全面ɻなお、₁階便所の床は解体し
ていないため、施工対৅外としたɻ
ニɽ工　法
ༀ剤は原ӷのまま₁ᶷ（表面積）あたりに0õ2ᶩ以上
をඪ४とし、࡮ໟもしくは෾ໄ器により₂回以上の塗
布・ਧ付を行ったɻ
ᶋ୸ࢎѥԖؚ৵強Խॲཧ
イɽ概　要
中央車寄の雨掛かりとなる部材は、木材の耐ٱ性向上
のため、୸ࢎѥԖ含৵処理を行ったɻ木材は処理前に各
部材形状に加工し、処理後にࡉ部の加工や調整を行ったɻ
ロɽ工　法
木材を含৵ӷ（୸ࢎѥԖ、添加剤）に浸し、処理層に
入れて0õ0ÿ.QBから0õ5.QBに加圧し（10時間ఔ度）、そ
の後0õ5.QBから1õ2.QBに加圧した（₂時間ఔ度）ɻ
0õ0ÿ.QBにݮ圧後、加೤༼に入れて75ʙÿ0ˆでৠ気加೤
し、木材のࡉ๔壁に୸ࢎѥԖを定着させたɻ処理後、含
水率が௿下するまで໿₃ϲ݄のࣗ然乾燥期間を設けたɻ
ᶌࢪ工্ͷ஫ҙ఺ͱٕೳऀ
木工事にै事する主なٕ能ऀは、ࠃの選定保存ٕज़保
持ऀ・選定保存ٕज़保存ஂ体にଐするऀもしくはࠃが定
める選定保存ٕज़の保持ஂ体が行った研修をडߨし、そ
の研修を修ྃ又はその研修の認定をडけたऀとしたɻ
この΄か、建物の基װ寸法が൑る部材、重要な๽ॻや
痕跡が確認された部材は、修理や組立に൐い、これらが
失われ͵ようे分に注意して作ۀを行ったɻ
ᶍࢿྉอଘࡐ
補強鉄骨の設置に൐い、旧来の位置に復旧ができなく
なった床板や天井板、根太は、新材に取替えて補強柱が
貫通する部分を切削して復旧したɻ古材は、各部材の旧
来の位置が൑るよう、番付ࡳを取り付けたままの状ଶで、
小屋裏や床下に保管したɻ現状変更によって撤去したਖ਼
面庇の主要部材や東翼車寄の旧柱も小屋裏に保管したɻ
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ਤ4ô4ô1　₁階床板（上張り板）取替え・補修ਤ

ਤ4ô4ô3　₂階床板取替え・補修ਤ

ਤ4ô4ô2　₁階床板（下張り板）取替え・補修ਤ
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ਤ4ô4ô4　₁階天井取替え・補修ਤ

ਤ4ô4ô6　軸部取替え・補修ਤ

ਤ4ô4ô5　₂階天井取替え・補修ਤ

ＮＮＮＮＮＮＮ

ＮＮＮＮＮＮＮ

【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】

天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分

格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分

補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨

天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）

補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨

格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分

天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分

【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】

天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）

ＮＮＮＮＮＮＮ

ＮＮＮＮＮＮＮ

【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】

天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分

格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分

補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨

天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）天井点検口部分（新設）

補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨補強鉄骨

格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分格縁の取替え部分

天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分天井板の補修・取替え部分

【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】【凡例】

天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）天井点検口部分（既存・新設）



64 ୈ₄ষ　保存修理工ࣄの内༰

ਤ4ô4ô7　垂木取替え・補修ਤ

ਤ4ô4ô9　陸梁・ܻ取替え・補修ਤ

ਤ4ô4ô8　฼屋・棟木・隅木΄か取替え・補修ਤ
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木෦工๏ද（Խহࡐ）
時୅区分　当・当初（明࣏3ÿ年）、̖・大ਖ਼15年（1926）、̗・ত࿨û9年（197û）、̘・ত࿨59年（19ÿû）、̙・平成1û年（2002）

区分 在　来　の　工　法 ࣮施の工法時୅ 材छ 継手 仕　口 表面加工 取合及び取付
֎෦଄࡞

下見板（₁階） 当 দ 突付 相欠き 台᭍、手ڒ 間柱に釘止め 在来通り
̗ ถদ 突付 相欠き 電気᭍、ଳڒ 間柱に釘止め 在来通り

下見板（₂階） 当 দ 突付 羽重ね削ぎ 台᭍、手ڒ 間柱に釘止め 在来通り

₁階付土台 当 দ 突付 突付留（入隅、ग़隅とも） 台᭍、手ڒ 大窓枠に突付 在来通り
̗ দ 突付 突付留（入隅、ग़隅とも） ଳڒ、電気᭍ 土台に釘止め 在来通り

₁階付土台（Ҿ違窓下） 当 দ ᴷ ྆端ᴷ目違䈂 台᭍、手ڒ Ҿ違窓枠に目違䈂差し 在来通り

付柱
当 দ

ᴷ
移築時の
切断箇所
は突付

下見板ႊり
水平材ႊり 台᭍、手ڒ 柱、間柱に釘止め 在来通り

̗ দ 突付 ᴷ 台᭍か 柱、間柱に釘止め 在来通り
̙ দ 突付 ᴷ 電気᭍、ଳڒ 柱、間柱に釘止め 在来通り

₁階腰長ԡ（東側）
当 দ 突付 突付、目違

窓台を挟む 台᭍、手ڒ 間柱に釘止め（煙突部は木煉瓦に釘止）
付柱に目違差 在来通り

̗ দ 突付 突付、目違
窓台を挟む 電気᭍、ଳڒ 同上 在来通り

₁階腰長ԡ（西側） 当 দ 突付 突付、目違
窓台をࡌせる 台᭍、手ڒ 同上 在来通り

₁階胴蛇腹下水平材 当 দ 突付 突付留、目違 台᭍、手ڒ 同上 在来通り
₂階付土台 当 দ 突付 突付、目違 台᭍、手ڒ 同上 在来通り
₂階腰長ԡ 当 দ ᴷ 突付、目違 台᭍、手ڒ 同上 在来通り

₂階内法長ԡ 当 দ ᴷ 突付、目違 台᭍、手ڒ
㤸、間柱に釘止め（煙突部は木煉瓦に
釘止）
付柱に目違差

在来通り

₂階軒下水平材 当 দ ᴷ 突付、目違 台᭍、手ڒ 敷ܻに釘止め
付柱に目違差 在来通り

腰蛇腹 当 দ 突付 突付留 台᭍、手ڒ 間柱に釘止め 在来通り
窓部腰蛇腹 当 দ ᴷ 突付留 台᭍、手ڒ に釘止めډי 在来通り

胴蛇腹（水切板） 当 দ 突付 突付留 手ڒ 胴蛇腹下地、胴蛇腹ນ板に೴天釘止め 在来通り
̙ দ 突付 突付留 ଳڒ 胴蛇腹下地、胴蛇腹ນ板に೴天釘止め 在来通り

胴蛇腹（ນ板） 当 দ 突付 突付留 台᭍、手ڒ 胴蛇腹下地に釘止め 在来通り
̘ ᐻ 突付 突付留 電気᭍、ଳڒ 胴蛇腹下地に釘止め 在来通り

胴蛇腹（水切板下܁型） 当 দ 突付 突付留 台᭍、手ڒ 胴蛇腹（ນ板）に釘止め 在来通り
̘ ᐻ 突付 電気᭍、ଳڒ 胴蛇腹（ນ板）に釘止め 在来通り

胴蛇腹（裏板） 当 দ 突付 突付留 台᭍、手ڒ ଞの胴蛇腹部材に釘止め 在来通り
胴蛇腹（裏板下܁型） 当 দ 突付 突付留 台᭍、手ڒ ଞの胴蛇腹部材に釘止め 在来通り
胴蛇腹（࠷下部܁型） 当 দ 突付 突付留 台᭍、手ڒ 胴蛇腹下水平材に釘止め 在来通り
建具㕩Γ
化粧窓台（屋外） 当 দ ᴷ 突付 台᭍、手ڒ 窓台に釘止め 在来通り
化粧窓台ड（屋外） 当 দ ᴷ 突付 台᭍、手ڒ 化粧窓台に釘止 在来通り
敷ډ（上下窓） 当 দ ᴷ ྆端ʵ目違䈂 台᭍、手ڒ 間柱に目違差し 在来通り
敷ډ（Ҿ違窓） 当 দ ᴷ ྆端ʵ目違䈂 台᭍、手ڒ 間柱に目違差し 在来通り
（上下窓）ډי 当 দ ᴷ ྆端ʵ目違䈂 台᭍、手ڒ 間柱に目違差し 在来通り
（Ҿ違窓）ډי 当 দ ᴷ ྆端ʵ目違䈂 台᭍、手ڒ 間柱に目違差し 在来通り
付柱
（上下窓、Ҿ違窓ڞ通） 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 間柱、方立に釘止め 在来通り

方立（上下窓） 当 দ ᴷ 上下端ʵ二枚䈂 台᭍、手ڒ 敷ډי、ډに二枚䈂差し割ᑹ締め 在来通り
方立（Ҿ違窓） 当 দ ᴷ 上下端ʵ二枚䈂 台᭍、手ڒ 敷ډי、ډに二枚䈂差し割ᑹ締め 在来通り

ཝ間額ԑ（東翼） 当 দ ᴷ 上端ʵ突付
下端ʵ目違䈂 台᭍、手ڒ ཝ間ډיに釘止め

腰蛇腹に目違差し 在来通り

ཝ間額ԑ（西翼） 当 দ ᴷ 突付 台᭍、手ڒ ཝ間ډיに釘止め 在来通り
Ωーストーン 当 দ ᴷ 下見板ႊり 台᭍、手ڒ ཝ間ډיに釘止め 在来通り
外部൶額ԑ 当 দ ᴷ 突付留 台᭍、手ڒ 間柱に釘止め 解体・組立無し
外部൶އ木 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 間柱と方立に釘止め 在来通り
外部൶額ԑ隅飾 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 㤸に釘止め 解体・組立無し
外部൶ډי 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ に釘止めかډי 解体・組立無し
外部൶敷ډ 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 方立に下面から釘止め 解体・組立無し

外部൶方立 当 দ ᴷ 下端ʵ目違䈂か 台᭍、手ڒ 間柱にܨぎ材で釘止め
敷ډに目違差しか 解体・組立無し

窓ཝ間ډי（東翼） 当 দ 頂点でԣ
目違継 上下端ʵ目違䈂 台᭍、手ڒ ཝ間ډי同士を目違䈂止め

ཝ間敷ډに目違差し 在来通り

窓ཝ間ډי（西翼） 当 দ ᴷ 上下端ʵ突付 台᭍、手ڒ、ᭀ ཝ間ډי同士を突付釘止め
ཝ間敷ډに釘止め 在来通り

窓ཝ間敷ډ 当 দ ᴷ ྆端ʵ目違差 台᭍、手ڒ 間柱に目違差し 在来通り
窓ཝ間ଋ 当 দ ᴷ ෆ明 塗装のためෆ明 敷ډとډיに取り付く 解体・組立無し
൶ཝ間竪枠
（ライブラリー） 当 দ ᴷ ෆ明 塗装のためෆ明 敷ډとډיに取り付く 解体・組立無し

外部൶水切り ̗ দ ᴷ なし 台᭍、ଳڒ 付土台に釘止め 解体・組立無し
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区分 在　来　の　工　法 ࣮施の工法時୅ 材छ 継手 仕　口 表面加工 取合及び取付

₁階窓竪板
当 দ ᴷ 化粧面取り相欠き 台᭍、手ڒ 下地に釘止め（目透張） 在来通り

̗ ถদ ᴷ 化粧面取り相欠き 台᭍ 下地に釘止め（目透張）
東翼車寄復原の
ため復旧せず
（ଞはະ解体）

₁階窓竪板枠（下以外）
当 দ ᴷ 突付留 台᭍ 下地に೴天釘止め 在来通り

̗ ถদ ᴷ 突付留 台᭍、ଳڒ 下地に೴天釘止め
東翼車寄復原の
ため復旧せず
（ଞはະ解体）

₁階窓竪板枠（下）
当 দ ᴷ ྆端ᴷ目違䈂 台᭍ 間柱または付け土台に釘止め

窓竪枠に目違差 在来通り

̗ ถদ ᴷ ྆端ᴷ目違䈂 台᭍ 間柱または付け土台に釘止め
窓竪枠に目違差

東翼車寄復原の
ため復旧せず
（ଞはະ解体）

窓下付柱 当 দ ᴷ 下見板ႊり 台᭍、手ڒ 下地に釘止め 在来通り

窓台下持ૹり 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 付柱に釘止め 在来通り
̙ দ ᴷ ᴷ 電気᭍ 付柱に釘止め 在来通り

腰蛇腹下持ૹり 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 付柱に釘止め 在来通り
㕩Γݢ

付ܻ（軒下） 当 দ 突付 ग़隅ʵ留め
入隅ʵ突付 台᭍、手ڒ、ᭀ ඓ฼屋に釘止め 在来通り

化粧裏板 当 দ ᴷ 玉ԑ相欠き 台᭍、手ڒ 垂木に釘止め 在来通り

ඓ隠板

当 দ 目違継ぎ ग़隅ʵ三枚組
入隅ʵ突付 台᭍、手ڒ ग़ܻに釘止め 在来通り

̗ ถদ 突付 ग़隅ʵ三枚組
入隅ʵ突付 電気᭍ ग़ܻに釘止め 在来通り

̙ দ 突付 突付 電気᭍ ग़ܻに釘止め 在来通り

ඓ隠܁形
当 দ 突付 ग़隅、入隅とも留突付 台᭍、手ڒ ඓ隠に釘೴天止め 在来通り
̗ ถদ 突付 ग़隅、入隅とも留突付 電気᭍ ඓ隠に釘೴天止め 在来通り
̙ দ 突付 ग़隅、入隅とも留突付 電気᭍ ඓ隠に釘೴天止め 在来通り

軒持ૹ（࿹木） 当 দ ᴷ ย端ʵ୹䈂 台᭍、手ڒ 付柱に୹䈂差しᑹ止め（一部釘止め） 在来通り
̗ ถদ ᴷ ย端ʵ୹䈂 電気᭍、ଳڒ 付柱に୹䈂差しᑹ止め（一部釘止め） 在来通り

軒持ૹ（付ଋ） 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 下の付柱に釘೴天止め 在来通り

軒持ૹ（持ૹ） 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 付ଋ、࿹木に釘೴天止め 在来通り
̗ ถদ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 付ଋ、࿹木に釘೴天止め 在来通り

ग़ܻ

当 দ
腰掛蟻継
（東半）
蟻落とし
（西半）

ग़隅ʵ留突付 手ڒ、台᭍
ᭀ、佁斫 軒持ૹ࿹木の欠込に৐せ釘止め 在来通り

̗ ถদ 相欠また
は突付 入隅ʵ留突付 ଳڒ、電気᭍ 軒持ૹ࿹木の欠込に৐せ釘止め 在来通り

̘また
は̙ দ 相欠また

は突付 入隅ʵ留相欠 ଳڒ、台᭍ 軒持ૹ࿹木の欠込に৐せ釘止め 在来通り

破風板 当 দ 突付 ഈ部ʵ隠目違䈂 台᭍、手ڒ ฼屋に釘止め 在来通り
登蛇腹 当 দ 突付 ഈ部ʵ隠目違䈂 台᭍、手ڒ 破風板に釘止め 在来通り
ౝ屋
下見板 当 দ ᴷ 羽重ね 台᭍、手ڒ 下地に釘止め 在来通り
下見板᝺子 当 দ ᴷ 下見板ႊり 台᭍、手ڒ 下地に釘止め 在来通り
蛇腹下水切 当 দ ᴷ 突付留 台᭍ 柱に釘止め 解体・組立無し
窓下蛇腹 当 দ ᴷ 突付留 台᭍ 柱に釘止め 解体・組立無し
窓下水切 当 দ ᴷ 突付留 台᭍ 窓台に釘止め 解体・組立無し
ガラリ敷ډי、ډ 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 窓台、㤸に釘止め 在来通り

ガラリ方立 当 দ ᴷ ྆端ʵ平䈂 台᭍、手ڒ 敷ډי、ډに䈂差と釘止め
柱に釘止め 在来通り

ガラリ板 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 方立に大入れ 在来通り
窓上水平材 当 দ ᴷ 突付 台᭍ 㤸に釘止め 解体・組立無し
小壁枠 当 দ ᴷ 半留め 台᭍、手ڒ 柱またはܻ、㤸に釘止め 在来通り

小壁板 当 দ ᴷ 突付 台᭍、手ڒ 小壁枠に裏から釘止め 在来通り
̙ দ ᴷ 突付 ଳڒ、電気᭍ 小壁枠に裏から釘止め 在来通り

付柱 当 দ ᴷ ग़隅ʵ留め突付 台᭍、手ڒ 柱に釘止め 在来通り
ඓ隠 当 দ ᴷ ग़隅ʵ三枚組 台᭍、手ڒ 小෣下地に釘止め޿ 在来通り
廻ԑ 当 দ ᴷ 突付留 台᭍ ܻに釘止め 解体・組立無し
廻ԑ下水平材 当 দ ᴷ 突付 台᭍ ܻに釘止め 解体・組立無し
化粧裏板 当 দ ᴷ 相欠き 台᭍、手ڒ 廻ԑに釘止め 在来通り
಺෦଄࡞

床板 当 দ 突付 本࣮、࣮ޏ 台᭍、手ڒ 根太に೴天止め 在来通り
̙ দ 突付 突付 ଳڒ 根太に೴天止め 在来通り

上張床板 ෆ明 ਿ 突付 本࣮ 台᭍ ࣮を下張床板に釘止め 在来通り
̗ ถদ 突付 本࣮ ଳڒ、電気᭍ ࣮を下張床板に釘止め 在来通り

෯木

当 দ 突付、目
違、相欠

入隅ʵ上端留と目違䈂
ग़隅ʵ突付留め 台᭍、手ڒ 柱、間柱に釘止め 在来通り

̖ দ ᴷ 突付 台᭍、手ڒ 柱、間柱に釘止め 在来通り

̗ ถদ
দ 突付 突付、上端留 台᭍、電気᭍、

ଳڒ 柱、間柱に釘止め 在来通り

腰見切 当 দ 突付 入隅ग़隅とも突付留 台᭍、手ڒ、ᭀ 木摺板、漆喰下塗りを挟んで柱、間柱
に釘止め 在来通り

̖ দ 突付 入隅ग़隅とも突付留 台᭍、手ڒ 柱、間柱に釘止め 在来通り
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区分 在　来　の　工　法 ࣮施の工法時୅ 材छ 継手 仕　口 表面加工 取合及び取付
内部൶敷ډ（։き戸） 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 方立に釘止め 在来通り

内部൶方立（։き戸） 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 敷ډに大入れし下から釘止め
間柱にܨ材で止める 解体・組立無し

内部൶ډי（։き戸） 当 দ ᴷ ෆ明 台᭍、手ڒ 㤸または方立に釘止めか 解体・組立無し
内部൶敷ډ（吊り戸） 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 柱に釘止め 解体・組立無し
内部൶ډי（吊り戸） 当 দ ᴷ ෆ明 台᭍、手ڒ 額ԑに釘止め 解体・組立無し
内部൶額ԑ 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 方立に釘止め 解体・組立無し
額ԑ隅飾り 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ に釘止めډי 解体・組立無し
内部൶އ木 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 間柱に釘止め 在来通り

窓額ԑ 当 দ ᴷ 下端ʵ୹䈂
ग़隅ʵ留突付 台᭍、手ڒ 木に୹䈂差しއ 在来通り

窓އ木 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 木と相欠きに釘止めۊ 在来通り
窓台܁型 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 窓台に釘止め 在来通り
ཝ間窓台܁型 当 দ ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ ཝ間敷ډに釘止め 在来通り

ཝ間額ԑ 当 দ ᴷ 頂点ʵ目違䈂 台᭍、手ڒ 額ԑ同士は目違䈂差し
ཝ間ډיに釘止め 在来通り

サンルーム境板壁 ̗ দ ᴷ ᴷ 台᭍、丸ڒ 下地に釘止め 在来通り
ಠ立柱（ロビー） 当 দ ᴷ 隅ʵ半留蟻落とし 台᭍、手ڒ 柱、床板に釘止め 在来通り
マントルϐース 当 ᓏ ᴷ 側板下端ʵ୹䈂 台᭍、手ڒ 側板をއ木に୹䈂差し 在来通り

カーテンボックス
（ロビー） 当

দ
ᓏ
（ூ
刻
部）

ᴷ ᴷ 台᭍、手ڒ 額ԑ側面にマイφスビス止め 在来通り

カーテンブラケット
当 ᓏ ᴷ ᴷ ᴷ 木摺板にビス止め 在来通り
̗か ᓏ ᴷ ᴷ ᴷ 木摺板にビス止め 在来通り
̘ ヒバ ᴷ ᴷ ᴷ 木摺板にビス止め 在来通り

カーテンロッド
当 ᓏ ᴷ ᴷ ᴷ ロッドとΩϟップΤンドは木太䈂で接

続 在来通り

̘ ヒバ ᴷ ᴷ ᴷ ロッドとΩϟップΤンドは木太䈂（周
囲ߔூ有り）で接続 在来通り

カーテンリング 当 ᓏ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ 在来通り
̘ ヒバ ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ 在来通り

天井格ԑ
当 দ ᴷ 蟻䈂 台᭍、手ڒ 廻りԑに蟻落とし 在来通り
当 দ ᴷ 下端留 台᭍、手ڒ 間柱に釘止め 解体・組立無し
当 ˞木ࡶ ᴷ 突付 ൽ付き丸太 廻りԑに大入れまたは蟻落とし 在来通り

天井板 当 দ ᴷ 玉ԑ相ႊり、または、
面取り相ႊり 台᭍、手ڒ 廻りԑまたはᑫԑに釘止め 在来通り

˞リϣウブ、オニグルϛ、ダケカンバ、ヤマβクラ、ウワρϛβクラなど

時୅区分　当・当初（明࣏3ÿ年）、̖・大ਖ਼15年（1926）、̗・ত࿨û9年（197û）、̘・ত࿨59年（19ÿû）、̙・平成1û年（2002）

区分 在　来　の　工　法 ࣮施の工法時୅ 材छ 継手 仕　口 表面加工 取合及び取付
࣠෦

土台

当 ܀
金輪継
（Sû9に解体後、栓
を復旧せず᭬止）

土台同士の直ަ部ᴷ蟻
落とし 手ڒ 基礎石とボルトで緊結 解体・組立無し

̗ ᐻ
栓無し追掛継
（外周部）
腰掛ח継（内部）

土台同士の直ަする接
続は突付か ଳڒ 基礎石とボルトで緊結 解体・組立無し

通柱 当 দ ᴷ
下端ʵ୹䈂（隅部はઔ
䈂）
上端ʵ平䈂差

手ڒ
佁
ᭀ

土台に୹䈂差し
敷ܻに平䈂差し

補修継手は原ଇ金輪継と
補強金物（ଞ部材との取
合いから一部ח継）

管柱 当 দ ᴷ 上下端ʵ୹䈂 手ڒ、佁 土台、胴差に୹䈂差し 解体・組立無し

間柱
当 দ ᴷ 上下端ʵ୹䈂 手ڒ

佁 上下水平材に୹䈂差し
在来通り
補修継手は金輪継（内部
₁階の切断されていたも
のは相欠き）

̗ দ 突付、釘止 上下端ʵ୹䈂 台᭍
見隠ᭀ 上下水平材に突付釘止め 同上

胴差 当 দ ᴷ

大入䈂差し込栓打ちま
たは大入؄車知継（場
所により上または下の
小根䈂、小胴付有りɻ
؄がޏの箇所も有り）

手ڒ
ᭀ

柱に大入䈂差込栓打ち（直ަ二
方差）、大入؄車知（対面二方
差）、大入小根䈂差込栓打割ᑹ
（三方差のうち対面がない方向）
隅はۣ折金物、平は୹࡭金物と
目釘で補強ٯ

在来通り
補修継手は原ଇ金輪継、
仕口は؄ޏ車知栓止（ଞ
部材とのؔ܎上、東翼西
面は腰掛、
中央階段北面は腰掛ח
継）

二階梁 当 দ ᴷ ྆端ʵד蟻落とし 手ڒ、ᭀ 胴差にד蟻落とし 在来通り

窓台 当 দ ᴷ ྆端ʵ܏大入平䈂 手ڒ、ᭀ 間柱に܏ぎ大入長䈂差ඓ栓止
（柱の場合は込栓止） 在来通り

㤸 当 দ ᴷ ྆端ʵ܏大入平䈂 手ڒ、ᭀ 同上 在来通り

敷ܻ（西半） 当 দ 腰掛蟻 蟻䈂または平䈂 手ڒ
佁

通柱に蟻䈂差
直ަ敷ܻに平䈂差

在来通り
補修継手は間柱の取付き
をྀߟし、腰掛ח継
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区分 在　来　の　工　法 ࣮施の工法時୅ 材छ 継手 仕　口 表面加工 取合及び取付

敷ܻ（東半） 当 দ 追掛大栓継
（丸₂本） 蟻䈂または平䈂 手ڒ

佁
通柱に蟻䈂
直ަ外周敷ܻに平䈂差
直ަ内部敷ܻに蟻䈂差

在来通り
補修継手は原ଇ金輪継、
ଞ部材との取付きにより
腰掛ח継

筋違（軸部） 当 দ 突付 ᴷ 手ڒ、ᭀ 土台、ܻ、間柱に釘止め 在来通り
補修継手は相欠き

胴蛇腹下地 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ 胴差に大入
水切板に釘止め 在来通り

壁下地
（下見板） 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ 柱、間柱に釘止め 在来通り

খ屋૊ࡐ
陸梁
（主に中央棟） 当 দ 追掛継（添板、ボ

ルトซ用） ᴷ 手ڒ、ᭀ
台᭍（先端化粧部） 敷ܻに渡ᡳ 在来通り

陸梁
（主に東翼） 当 দ 込栓有布継（添梁、

ボルトซ用） ᴷ 手ڒ、ᭀ
台᭍（先端化粧部） 敷ܻに渡ᡳ 在来通り

陸梁
（主に西翼） 当 দ 込栓無布継（添梁、

ボルトซ用） ᴷ 手ڒ、ᭀ
台᭍（先端化粧部） 敷ܻに渡ᡳ 在来通り

陸梁（୹、継
手なし） 当 দ ᴷ 端部ʵ୹䈂または蟻䈂 手ڒ、ᭀ

台᭍（先端化粧部）

直ަする陸梁に大入୹䈂差と羽
子板金物ボルト締め（建物西
半）
敷ܻに渡ᡳ

在来通り

隅陸梁 当 দ ᴷ 端部ʵ୹䈂または蟻䈂 手ڒ
佁

直ަする火打梁に大入୹䈂差、
又は大入蟻掛と羽子板金物ボル
ト締め
敷ܻに渡ᡳ

解体・組立無し

配付陸梁
（西翼） 当 দ ᴷ 端部ʵ蟻䈂 手ڒ

ᭀ
直ަする陸梁、隅陸梁に大入蟻
落としにボルト締め
敷ܻに渡ᡳ

解体・組立無し

配付陸梁
（東翼） 当 দ ᴷ 端部ʵ୹䈂 手ڒ

ᭀ
直ަする陸梁、隅陸梁に大入୹
䈂差にボルト締め
敷ܻに渡ᡳ

解体・組立無し

火打梁
（棟側） 当 দ ᴷ 端部ʵ蟻䈂 手ڒ

佁
直ަする陸梁に大入蟻落としと
ボルト締め 解体・組立無し

火打梁
（軒側） 当 দ ᴷ 端部ʵෆ明 手ڒ

佁
敷ܻに相欠きとボルト締めか
陸梁が渡ᡳか 解体・組立無し

合掌 当 দ ᴷ 上端ʵ܏大入୹䈂
下端ʵ輪ಽ込

手ڒ
佁

陸梁に輪ಽ込み
ଋに܏大入୹䈂差とボルト締め 在来通り

配付合掌
（長ʗ୹） 当 দ ᴷ

上端ʵ䈂（ະ解体のた
め䈂の形状はෆ明）
下端ʵ輪ಽ込

手ڒ
佁

地隅木に䈂差しとボルト締め
陸梁に܏胴付輪ಽ込 解体・組立無し

真ଋ
（中央棟） 当 দ ᴷ 下端ʵ平䈂 手ڒ

佁
陸梁に平䈂差
棟木を輪ಽ込 在来通り

真ଋ
（東西翼） 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ

佁 棟木を輪ಽ込む 在来通り

対ଋ 当 দ ᴷ 下端ʵ平䈂
上端ʵ܏䈂

手ڒ
佁

陸梁に平䈂差
合掌に܏平䈂差 在来通り

添梁
（対ଋ間） 当 দ ᴷ ྆端ʵ୹䈂 手ڒ

佁
対ଋに୹䈂差
陸梁にボルト締め 在来通り

方伺 当 দ ᴷ 下端ʵ܏大入୹䈂
上端ʵ୹䈂差

手ڒ
佁

真ଋまたは対ଋに܏大入୹䈂差
とボルト締め
合掌に܏䈂差

在来通り

։止（梁間） 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ
佁 ଋ、合掌にボルト締め 在来通り

ৼ止
（東翼ܻ行） 当 দ 追掛継（栓無し） ᴷ 手ڒ

佁
向合掌にボルト締め
梁間方向ৼ止に渡欠 在来通り

ৼ止
（西翼ܻ行） 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ

佁
真ଋに釘止め
梁間方向ৼ止に渡欠 在来通り

筋違 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ
ᭀ 小屋ଋにボルト締め 在来通り

฼屋 当 দ 腰掛ח継
端部ʵ平䈂
（地谷木との接合部の
み）

手ڒ
佁

合掌、地隅木に渡ᡳ
地谷木に平䈂差
（中央棟東側以外は継手位置が
Ҷ）

在来通り

転止 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ
ᭀ 合掌に釘೴天止め 在来通り

野垂木 当 দ 継、突付ࡴ ᴷ
手ڒ
ᭀ
台᭍（化粧部）

฼屋に೴天または側面から釘止
め
野棟木に大入釘止め
ग़ܻに大入釘止め

補修継手はॎ相欠き（ޏ
目違入）฼屋に೴天釘止
め
上端に丸みのあるものは
添え木を追加

ઇ割垂木 ̗ দ ᴷ ᴷ 丸ڒ ઇ割野棟木に釘止め 在来通り

野地板

当 দ ᴷ 相欠 手ڒ 垂木、谷木、隅木に೴天釘止め 在来通り

̗ ถদ ᴷ
突付（取替材として加
工した下見板や床板の
༨りも࢖用）

ଳڒ
電気᭍ 垂木、谷木、隅木に೴天釘止め 在来通り

ઇ割下野地板 ̗ দ
ถদ ᴷ 突付 ଳڒ ઇ割垂木に釘止め 在来通り

$かD 合板 ᴷ 突付 ᴷ ઇ割垂木に釘止め 在来通り
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ඓ฼屋 当 দ 追掛大栓継
（丸栓₂本）

ग़隅はね͡組（塔屋ീ
角形部のग़隅は蟻䈂）
入隅は蟻䈂

佁 陸梁に渡ᡳ
敷ܻにボルト締め

在来通り
補修継手は金輪継

地隅木（長）
（東翼南・北、
西翼南側）

当 দ ᴷ 下端ʵ܏大入୹䈂
上端ʵ܏平䈂

手ڒ
佁

隅陸梁に܏胴付輪ಽ込とボルト
締め
真ଋに܏平䈂差

解体・組立無し

地隅木（୹）
（西翼北側） 当 দ ᴷ

上端ʵ܏୹䈂
下端ʵ䈂（ະ解体のた
め䈂の形状はෆ明）

手ڒ
佁

真ଋに܏୹䈂差し
本屋真ଋに䈂差し 解体・組立無し

地隅木（୹）
（東翼北側） 当 দ ᴷ 上端ʵ蟻䈂 手ڒ

佁
東翼真ଋに蟻落とし
本屋真ଋに欠込みࡌせる 解体・組立無し

野隅木
（東翼） 当 দ 腰掛蟻 上端ʵ蟻䈂

手ڒ
佁
台᭍（化粧部）

棟木に蟻落とし
軒先はग़ܻ上端に釘止め 在来通り

野隅木
（西翼） 当 দ 腰掛蟻 ᴷ

手ڒ
佁
台᭍（化粧部）

棟木΁大入れ
軒先はग़ܻ上端に釘止め 在来通り

野隅木
（便所棟） 当 দ 腰掛蟻 ᴷ

手ڒ
佁
台᭍（化粧部）

上端は塔屋ܻに突付で釘止め
軒先はग़ܻ上端に釘止め 解体・組立無し

地谷木
（西翼）

当 দ 金輪継
（目違なし） ᴷ 手ڒ

佁
上端は真ଋ、棟木を欠込み釘止め
ඓ฼屋、付ܻを欠込みࡌせる
ग़ܻ上面に釘止め

在来通り

̗ ถদ 相欠 ᴷ ଳڒ
電気᭍

ඓ฼屋、付ܻ、ग़ܻを欠込みࡌ
せる
ग़ܻ上端または側面に釘止め

金輪継で復旧

̙ দ 相欠 ᴷ ଳڒ
電気᭍

下端はඓ฼屋、付ܻ、ग़ܻを欠
込みࡌせる
ग़ܻ上端または側面に釘止め

金輪継で復旧

地谷木
（東翼） 当 দ ᴷ 上端ʵ蟻䈂 手ڒ、佁

ༀ研ூのうちย面
は手ڒ、ย面はᭀ

棟木に蟻落とし
合掌、ඓ฼屋、付ܻを欠込みࡌ
せる
ग़ܻ上面に釘止め

金輪継で復旧

野谷木
（北面、東翼
切࠺）

当 দ ᴷ 上端ʵ蟻䈂 手ڒ、佁
ᭀ、台᭍

棟木に蟻落とし
฼屋、ඓ฼屋、ग़ܻ、付ܻを欠
込みࡌせる

在来通り

野谷木
（西翼切࠺） 当 দ ᴷ 突付 手ڒ、佁

ᭀ、台᭍
棟木に突付釘止め
฼屋、ඓ฼屋、付ܻ、ग़ܻを欠
込みࡌせる

在来通り

野谷木
（東・西翼、
北面切࠺）

̗ ถদ 相欠（上下） ᴷ 電気᭍ ฼屋、ඓ฼屋、付ܻ、ग़ܻを欠
込みࡌせる 在来通り

野谷木
（南面中央切
（࠺

当 দ 腰掛蟻継 上端ʵ蟻䈂 手ڒ、佁
ᭀ、台᭍

棟木に蟻落とし
฼屋、ඓ฼屋、ग़ܻ、付ܻを欠
込みࡌせる
ग़ܻ上端に釘止め

在来通り

フィニアル
（東西翼） 当 দ ᴷ ᴷ

（಄部と胴部は釘止め）
手ڒ、佁
ᭀ、台᭍

野地板に釘止め　真ଋと୹࡭金
物とٯ目釘で固定 在来通り

フィニアル
（切࠺部） ̗ ถদ ᴷ ᴷ

（胴部と܁型は釘止め）
ଳڒ
台᭍ 棟木、登蛇腹に釘止め 在来通り

煙突笠木
ෆ明 দ ᴷ 突付 ଳڒ、丸ڒ

台᭍
部材同士は突付留めに᭬止め　
煙突の煉瓦積みにࡌせ、煉瓦と
ボルトで固定

在来通り

̘ দ ᴷ 突付 ଳڒ
台᭍ 同上 在来通り（部材同士は目

違にボルト補強）
野棟木
（西翼） 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ

佁
真ଋに輪ಽ込（平、端とも）　
垂木を大入釘止め 在来通り

野棟木
（東翼） 当 দ 金輪継

（目違、栓無し） ྆端ʵ蟻䈂 手ڒ
佁

平の真ଋに輪ಽ込、端の真ଋに
大入蟻落とし
垂木を大入釘止め

在来通り

野棟木
（ਖ਼面中央切
（࠺

当 দ ᴷ 北端ʵ蟻䈂
南端ʵ୹䈂 手ڒ

本屋の棟木に大入蟻落とし
破風板に୹䈂差し、釘止め
部真ଋに輪ಽ込࠺
垂木を大入釘止め

解体・組立無し

野棟木
（東切࠺） 当 দ ᴷ 南端ʵ୹䈂 手ڒ

向合掌に太䈂止め
部真ଋに輪ಽ込࠺
垂木を大入釘止め
破風板に୹䈂差

解体・組立無し

野棟木
（西切࠺） 当 দ ᴷ 南端ʵ୹䈂 手ڒ

向合掌にボルト締め
部真ଋに輪ಽ込࠺
垂木を大入釘止め
破風板に୹䈂差

解体・組立無し

野棟木
（北切࠺） 当 দ ᴷ 南端ʵ୹䈂 手ڒ

佁

向合掌と太䈂止めか
谷木を側面に大入蟻落とし
部真ଋに輪ಽ込࠺
垂木は大入釘止め
破風板に୹䈂差

解体・組立無し

樋棟（大棟、
中央南切࠺） 当 দ 蟻落とし、突付 ย端ʵ平䈂 台᭍、手ڒ

樋棟ड釘止め
フィニアルに平䈂差込栓止め
（丸栓）

在来通り
補修継手は腰掛ח継
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樋棟
（切࠺棟） 当 দ 蟻落とし、突付 ย端ʵ୹䈂（現用され

ていない） 台᭍、手ڒ 樋棟डに釘止め
当初はフィニアルに୹䈂差か

在来通り
補修継手は腰掛ח継

樋棟 ̙ ᐻ、দ 突付 ᴷ 電気᭍、ଳڒ 樋棟डに釘止め
当初はフィニアルに୹䈂差か 在来通り

樋棟ड 当 দ 突付 ᴷ 手ڒ、台᭍ 障泥板上に釘止め 在来通り
障泥板上 当 দ 突付 ᴷ 手ڒ、台᭍ 障泥板に釘止め 在来通り

障泥板 当 দ 突付 ᴷ 手ڒ、台᭍ 障泥板下地に釘止め 在来通り
̙ ᐻ、দ 突付 ᴷ 電気᭍、ଳڒ 障泥板下地に釘止め 在来通り

障泥板下地 当 দ 突付 ᴷ 手ڒ、台᭍ 野地板に釘止め 在来通り
隅棟 当 দ 突付 ᴷ 手ڒ、ᭀ 野地板に೴天釘止め 在来通り
隅棟下地 当 দ 突付 ᴷ 手ڒ、ᭀ 野地板に೴天釘止め 在来通り
登蛇腹板金࠺
下地（上） 当 দ 突付 ᴷ 手ڒ

ᭀ 登蛇腹に釘止め 在来通り

登蛇腹板金࠺
下地（下） 当 দ 突付 ᴷ 手ڒ

ᭀ 登蛇腹に釘止め 在来通り

ౝ屋

柱土台 当 দ ᴷ ෆ明 手ڒ
土台同士は୹࡭金物とٯ目釘止
め
合掌に৐せて釘止め
合掌にボルトで固定

解体・組立無し

柱 当 দ ᴷ 上下端ʵ平䈂 佁
ᭀ

土台とܻに䈂差、୹࡭金物とٯ
目釘止め 解体・組立無し

ܻ 当 দ ᴷ ྆端ʵ蟻䈂 手ڒ
佁斫

ܻ同士は蟻落とし、ଳ金物とٯ
目釘止め 解体・組立無し

㤸 当 দ ᴷ ྆端ʵ܏大入小根䈂 手ڒ
ᭀ

柱に܏大入れ䈂差し込栓止め
（丸栓、ྡ合う䈂同士上下ずら
した小根䈂）

解体・組立無し

窓台 当 দ ᴷ ྆端ʵ܏大入小根䈂 手ڒ
ᭀ

柱に܏大入れ䈂差し込栓止め
（丸栓、ྡ合う䈂同士上下ずら
した小根䈂）

解体・組立無し

陸梁
（東西方向） 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ ܻに渡ᡳ、太䈂止め 在来通り

陸梁
（南北方向） 当 দ ᴷ ย端ʵ蟻䈂 手ڒ 東西方向陸梁に蟻落とし

ܻに渡ᡳ、太䈂止め 在来通り

陸梁（東西南
北以外） 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ

東西南北方向の陸梁の側面に大
入れボルト締め
ܻに渡欠き

在来通り

真ଋ ̗ ถদ ᴷ 下端ʵ平䈂 ଳڒ 陸梁に平䈂差 在来通り

フィニアル ̗ ถদ ᴷ ζレ止め ଳڒ、台᭍ 部材同士を釘止め、全体をボル
トで貫通し陸梁と固定 在来通り

登梁 当 দ ᴷ 下端ᴷ܏同付輪ಽ込
上端ᴷ܏䈂 手ڒ

陸梁に܏同付輪ಽ込とボルト締
め
真ଋに܏䈂差し

在来通り
補修継手は腰掛ח継

฼屋（上） 当 দ ᴷ 突付 手ڒ 登梁に釘止め 在来通り
฼屋（下） 当 দ ᴷ 突付 手ڒ 登梁に釘止め 在来通り
野地板 当 দ ᴷ 突付 手ڒ 下地に釘止め 在来通り
隅棟下地 当 দ ᴷ 突付 手ڒ 野地板に釘止め 在来通り
小෣ड޿ 当 দ ᴷ 留突付 手ڒ 陸梁に釘止め 在来通り
下見板下地 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ 柱に釘止め 解体・組立無し
চ૊

根太
当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ

佁
土台または胴差に大入れ釘止め
大Ҿまたは二階梁に渡ᡳと釘止

在来通り
補修継手は相欠き

̗ দ ᴷ ᴷ ଳڒ 土台に大入れ釘止め
大Ҿきに渡り欠と釘止

在来通り補修継手は相欠
き

大Ҿ 当 দ 腰掛け蟻継 ྆端ʵ平䈂
（大Ҿと接続する箇所
のみ）

丸太、手ڒ
佁、ᭀ 土台に平䈂差し 在来通り

̗ দ 相欠継 ଳڒ 土台に平䈂差し 在来通り

床ଋ
当 দ ᴷ

上端ʵ目違䈂
（移築時に目違を切断
し突付で納めている箇
所もある）

手ڒ
佁

礎石立
大Ҿに目違䈂差 在来通り

̗ দ ᴷ 突付 ଳڒ 礎石立
大Ҿに突付釘止め 在来通り

根᎕み 当 দ ᴷ ᴷ 手ڒ
佁 床ଋに釘೴天止 在来通り

̗ দ ᴷ ᴷ ଳڒ 床ଋに釘೴天止 在来通り
಺෦木෦

木摺り

当
দ
（白
太）

ᴷ ᴷ 手ڒ 柱、間柱に釘೴天止
（Ҷ目地） 在来通り

̖
দ
（白
太）

ᴷ ᴷ ଳڒ、丸ڒ 柱、間柱に釘೴天止 在来通り

天井吊木 当 দ ᴷ 下端ʵ寄蟻 手ڒ ؄ԑ、格ԑに寄蟻
陸梁やड材に釘止め 在来通り
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木෦工๏ද（中ԝंد） 木෦工๏ද（౦ཌྷंد）

区分 ࣮施の工法（復原）
材छ 仕　口 取合及び取付

Խহࡐ　֎෦଄࡞
柱、半柱 ᐻ 上端ʵ長䈂 ܻに䈂差し
付土台 ᐻ 突付留 柱ܨぎに釘止め

腰板壁 ᐻ 化粧面取り相ܾり 目透かし張り
構造用合板に釘止め

腰壁上水平材 ᐻ ྆端ʵ୹䈂 柱に䈂差し
腰蛇腹 ᐻ ྆端ʵ目違䈂 Ҿ違窓枠に目違䈂差し
持ૹ ᐻ ᴷ 柱に釘止め
持ૹ格子 ᐻ ྆端ʵ୹䈂 持ૹりとཝ間ډיに䈂差し

ཝ間板 ᐻ 四周ʵ目違䈂
目違䈂（継手）

柱、腰蛇腹下地、ཝ間ډיに目
違䈂差し

ཝ間格子 ᐻ ྆端ʵ୹䈂 ཝ間板に䈂差し
小壁敷ډ ᐻ ᴷ 柱、ཝ間ډיに釘止め
小壁枠 ᐻ 突付留 小壁敷ډ、ܻ、柱に釘止め
小壁板 ᐻ ᴷ 小壁枠に釘止め

化粧ଋ ᐻ 上端ʵ長䈂
下端ʵ୹䈂

ཝ間ډיに୹䈂差し
ܻに長䈂差し

小壁下蛇腹 ᐻ 突付留 ཝ間ډיに釘止め
ཝ間ډי ᐻ ྆端ʵ୹䈂 柱に䈂差し
天井ᑫԑ ᐻ ྆端ʵ蟻䈂 ܻに蟻落とし
天井板 ᐻ 玉ԑ相ܾり ᑫԑ、廻ԑに釘止め

ܻ（外周部） ᐻ 蟻䈂
またはᱻ太付蟻䈂 ܻ同士は蟻落とし

梁 ᐻ ྆端ᴷד蟻䈂 外周部ܻにד蟻落とし
Խহࡐ　खḡ
地覆 ᐻ 突付留 手摺土台に釘止め
਌柱 ᐻ ྆端ʵ長䈂 ܻ、柱上装飾に䈂差し
手摺ଋ ᐻ 下端ʵ長䈂 手摺土台に長䈂差し
笠木下地 ᐻ ྆端ʵ୹䈂 ਌柱、手摺ଋに䈂差し
笠木（上） ᐻ 大留（栓あり） ։止めのため込栓を設ける
笠木（下） ᐻ 突付留 笠木下地に釘止め
手摺子枠 ᐻ 突付留 ਌柱、手摺ଋに釘止め

手摺子 ᐻ ྆端ʵ୹䈂 手摺子、手摺子枠に䈂差し
下端は浸水防止のため突付

手摺上飾り ᐻ ᴷ ਌柱が䈂差し
໺෺ࡐ　খ屋૊
ܻ（上段） ᐻ 渡りᡳ 柱上ܻに渡りᡳまたは太栓止め
火打梁 ᐻ ᴷ 柱上ܻに大入れ、長ビス止め
小屋ଋ ᐻ 上下端ʵ୹䈂 ܻ、梁、฼屋、棟木に䈂差し
฼屋 ᐻ 上下端ʵ୹䈂 小屋ଋにࡌせる（䈂差し）
棟木 ᐻ 上下端ʵ୹䈂 上下水平材に୹䈂差し
隅木 ᐻ ᴷ 棟木と内樋側板に釘止め
垂木 ᐻ ᴷ 棟木、฼屋、内樋側板に釘止め

手摺土台 ᐻ ྆端ʵ୹䈂 既存胴差、਌柱に䈂差し
ܻと太䈂で固定

内樋ఈ板 ᐻ 突付 内樋側板に釘止め
内樋側板 ᐻ 突付留 垂木木口に釘止め

区分 ࣮施の工法（復原）
材छ 仕　口 取合及び取付

Խহࡐ　֎෦଄࡞

柱 দ 上端ʵ平䈂または
重䈂 ܻ、梁に䈂差し

半柱 দ 上端ʵ平䈂 ܻに䈂差し
階段踏板 দ ᴷ ᝺ܻ土台、᝺ܻに寄蟻
階段蹴込板 দ ᴷ 踏板に大入れ
腰壁上水平材 দ 突付留 補強用柱ܨぎに釘止め

腰壁枠 দ 突付留め 土台、柱、腰壁上水平材に釘止
め

腰板壁 দ 化粧面取り相ܾり 土台、腰壁枠に釘止め（目透張）
柱ܨぎ দ ྆端ʵ୹䈂 柱に䈂差し
ܻ দ 相欠 梁と相欠き
梁 দ 相欠 ܻと相欠き
天井板 দ 相ܾり 敷ډとډיに取り付く
ඓ隠板 দ 目違䈂（継手） 垂木木口に釘止め
小෣޿ দ 下端ʵ目違䈂 垂木、ඓ隠板に釘止め
化粧裏板 দ 相ܾり ܻに釘止め
面戸板 দ ᴷ 垂木に大入れ
垂木 দ ᴷ 棟木に大入れ
破風板 দ 突付 垂木に釘止め
壁࠺ দ 相ܾり 壁下地に釘止め࠺
໺෺ࡐ　֊ஈ㕩Γ
᝺ܻ土台 দ ย端ʵ蟻䈂 ᝺ܻ土台ܨぎに蟻落とし
᝺ܻ土台
ぎܨ দ ᴷ 下段踏板の吸࠷蟻䈂で階段のޏ

付ࢅを兼ねて固定

階段᝺ܻ দ 蟻䈂 ᝺ܻडに釘止め
踏板に寄蟻で吸付ࢅを兼ねる

᝺ܻडଋ দ 上端ʵ長䈂
下端ʵ୹䈂 ᝺ܻ土台、᝺ܻडに䈂差し

᝺ܻडけ দ 蟻䈂 踏板に寄蟻で吸付ࢅを兼ねる
໺෺ࡐ　খ屋૊
小屋裏梁 দ ᴷ 柱上ܻと太䈂で固定

小屋ଋ দ 上端ʵ長䈂
下端ʵ୹䈂

直ަする陸梁に大入蟻落としと
ボルト締め

฼屋 দ ย端ʵ୹䈂 破風板に䈂差し
棟木 দ ย端ʵ୹䈂 破風板に䈂差し
登蛇腹 দ 突付 破風板に釘止め
瓦棒 দ ᴷ 野地板に釘止め
障泥板 দ ᴷ 下地に釘止め
野棟木 দ ᴷ 障泥板に釘止め
棟飾 দ ᴷ 野地板に釘止め

ਤ4ô4ô10　中央車寄の໛式ਤ ਤ4ô4ô11　東翼車寄の໛式ਤ
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ୈ 5અ　屋 根 工 事

₅ʵ₁　工事概要
人工スレート葺であった本屋屋根を現状変更により、
天然スレート葺に葺き替えたɻ板金は全て新規に取替え、
棟、フィニアル、破風廻り、煙突廻り、塔屋屋根は、溶
༥ѥԖメッΩ鋼板を用いて復旧し、谷樋、庇屋根の板金
は、カラーガルバリウム鋼板を用いたɻなお、溶༥ѥԖ
メッΩ鋼板は、取付け前に塗装を行ったɻまた、復原し
た車寄屋根は、中央が溶༥ѥԖメッΩ鋼板を用いた一文
字鉄板葺、東翼がカラーガルバリウム鋼板を用いた瓦棒
鉄板葺としたɻ
屋根軒先の軒樋、竪樋も全て新規に取替え、破損して
いた樋金物は補修や新調して復旧したɻなお、軒樋は、
カラーガルバリウム鋼板で֖をして、屋根の雨水を軒先
から直接地中に新設した雨落ഉ水設備΁ྲྀ下させること
としたɻ

₅ʵ₂　工事࣮施仕様
ᶃԼ　෪
イɽ概　要
野地板の上に防水のため、改質アスファルトルーフィ
ングを全面敷き込んだɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

下葺ルーフ
ィング材

ニューライφールーフィング　厚0õÿ㎜ʗ田
ౡルーフィング᷂
中央車寄屋根・内樋ɿアンダーガムロン,�
厚₁㎜ʗ田ౡルーフィング᷂

ハɽ工　法
改質アスファルトルーフィングを材の継手部分での重
ね୅を上下方向では100㎜以上、ࠨӈ方向では200㎜以上
とし、ステープル釘を用いて؇み、ᚧが無いよう軒先か
ら棟΁ॱ࣍葺いたɻ谷部分などの要所には増張りを行っ
たɻ
ᶄຊ屋εϨʔτ෪
イɽ概　要
下葺ྃ׬後、本屋の屋根全面にスレート葺を行ったɻ
スレート材は天然スレート材とし、吸水率0õ6ˋ以下、
曲げ強さ29õûN�Ὼ以上を基४とし（Ḽ₁）、色が一様であ
って、ҟछ߭物を含まず、割れや欠けなどがない良質品
としたɻ納入にあたっては、事前に見本品を४備して、
文化ࡒ建造物保存修理主೚ٕज़ऀのঝ認をಘた後に材ྉ
のൃ注と納入を行い、डけ入れ時には、部材寸法、һ数、
外؍の目視検査とハンマーによる打音検査を行ったɻ

ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

天然スレート
෯197㎜（⚖寸₅分）、
長36û㎜（₁尺₂寸）、
厚⚖㎜以上、角形、ラ
フカット（Ḽ₂）

カφダݰ࢈ণ石ʗ(-END:NE
（グレンダインï加ð）
ণ石（Ḽ₃）ݰ࢈༤উࢢ石巻ݝ৓ٶ
ʗ༤উݛ生ൢ࢈ചڠ同組合

スレート落下防止裏貼
りテープ

ಛघෆ৫布ブチルΰム系ย面防水
テープSû011ʗ古౻工᷂ۀ

釘　13ʷ32㎜΄か ステンレススクリュー丸釘ʗԸஐ
製ම᷂

接着剤　シリコン系シ
ーリング材

アークシールSô100+ʗ᷂タイルメ
ント

高さ調整材（谷額葺） EPD.（合成ΰム）シーラーʗ大
進঎工᷂

捨て板金上部のルーフ
ィング材

೪着層付改質アスファルトルーフ
ィング　アンダーガムロン,厚₁
㎜ʗ田ౡルーフィング᷂

ハɽ工　法
軒先は₂枚重ねとして軒先からû5㎜（₁寸₅分）ఔ度
ग़した位置を軒先板の先端とし、新設した軒樋֖（ガル
バリウム鋼板）の上にࡌせ置いた（図ûô5ô1）ɻ
平葺は一文字葺とし、軒先から葺足を136㎜（₄寸₅
分）で葺き上げたɻ板傍は突き付け、各段とも通り良く
ෆ陸などが生͡ないよう注意し、留め釘にはステンレス
釘を用い、一枚あたり₂箇所でࣼめにずらした位置で৲
打ち留めとした（Ḽ₄）ɻ谷部分は、谷板金ٲ折りの内側
にԊって合成ΰムシーラーと捨てシーリング材を充填し、
板金のٲ折りが௵れて漏水しないようにしたɻ三角形に
加工したスレートは、谷板金の外側で釘₂本留めとし、
ॱ࣍捨てシーリング材を充填し、葺き上げたɻ
額葺は大棟、隅棟、中央の煙突際前面に施したɻ棟際
は障泥板の木下地際に額葺৲を納め、葺足91㎜（₃寸）
の傍羽重ねとし、見え隠れ₂点をステンレス釘留めとし
たɻ額葺の下には新規に額葺用の木下地を取付け、捨て
板（ѥԖ鉄板）に೪着層付改質アスファルトルーフィン
グを貼り付けたうえで、スレート葺を行ったɻまた、螻
羽や煙突側面の壁際では、スレート₁枚ごとに捨て板
（ѥԖ鉄板）をはさみ込み、スレート上から雨ԡえ鉄板
を被せたɻ
南面及び東面に葺くスレートは、割損によるスレート
先端部の落下防止のため、裏面に防水気ີテープを貼り
付けたɻまた、軒先₁枚目と額葺のスレート৲部には接
着剤を点付けしてスレート同士を接着し、強風による浮
き上がり対策を行ったɻࠓ後のҡ持修理の際に屋根面足
場を固定するためのステンレス線（線1ܘõ2㎜）を、あ
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らか͡めॎԣ1õÿ̼内外の間ִで野地に釘で固定し、屋
根面で丸めてׅりスレートの伱間に差し込んでおいたɻ
ᶅ補଍మ൘・Լ෪ࡐྉ（మ൘෪ɺమ൘แΈڞ௨）

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

金ଐ板 素地ѥԖメッΩ鋼板　厚0õ35㎜　91ûʷ
1ÿ30㎜ʗ᷂ཎ઒製鋼所
カラーガルバリウム鋼板厚0õ35㎜　91ûʷ
1ÿ30㎜ʗ+'E鋼板᷂

大棟・໾物部
下葺材

ニューライφールーフィング　厚0õÿ㎜ʗ
田ౡルーフィング᷂

隅棟・登り蛇
腹部下葺材

Pϕストフェルト20,ʗ田ౡルーフィング
᷂　

釘 Τアー用ステンレス釘2õ1ʷ19㎜ʗマΩタ
᷂

ᶆຊ屋౩・ొΓऄෲ・ϑΟχΞϧమ൘แΈ
屋根の鉄板包みは、ѥԖメッΩ鋼板で全てやり替えたɻ
各鉄板の復旧は原ଇとして在来の工法を踏ऻしたが、木
下地材に下葺き施工後、採寸・割付を行い、葺足やԣา
みをܾ定したɻ工場で切断加工した板金を吊子で釘止め
やリϕットで取付け、継手はᭉ掛けとしたɻᭉ折り෯は、
上板21㎜、下板1ÿ㎜とし、大棟上部の曲面では、ٲ折り
として50㎜の重ねを設けたɻ端部重ね部で切り合わせを
施す際は、半田付けで固定した（図ûô5ô2）ɻ
なお、登り蛇腹や煙突際のスレート葺との取り合い部
分には、スレート一枚ごとに捨て板金を差し込んだɻま

た、スレート側に鉄板が被さる端部は、強風による浮き
上がり対策として、要所にかぎ型の板金をスレート下に
差し込んで板金同士を半田付けして固定した（図ûô5ô3）ɻ
ᶇຊ屋୩෦మ൘෪
屋根の谷部は、下葺施工後にスレート葺に先行して、
カラーガルバリウム鋼板を要所で野地板に吊子止めしたɻ
端部は、雨水の৵入を防͙ため、ٲ折りとし、スレート
と板金の重なりを50㎜としたɻ
ᶈຊ屋ݢઌਫ੾൘ۚɺࣺͯுΓ൘ۚ
スレート葺に先行して、޿小෣上端に在来に倣ってѥ
ԖメッΩ鋼板を復旧し、その上に新設の軒樋水切り板金
を取付け、ルーフィング葺を行い、さらに板金上部にス
レートを釘留めする部分には増し張りを行ったɻ
ᶉԎಥ屋根మ൘แΈ・Ԏಥઇׂ୩మ൘෪
煙突屋根のѥԖメッΩ鋼板は、蛇腹部分を段差毎に₃
ͭに分けて加工して継手を立てᭉとし、リϕットで取付
けた（図ûô5ô6）ɻ天端は、下葺後に₄枚の板金を折り曲
げて立上げ、木下地に釘留めし、隅を切り合わせて半田
付けしたɻまた、鉄板屋根を貫通していた屋根固定用の
ボルトφットは鉄板との伱間から雨水が৵入しやすいた
め、上部にΩϟップを設けて半田で固定したɻなお、煙
ಓ部分の鉄板屋根は、既存のものを補修して再利用したɻ
ઇ割谷は、スレート葺をઇ割下まで葺き、木下地に下
葺施工後、ѥԖメッΩ鋼板を取付けたɻઇ割周囲のスレ

ਤ4ô5ô1　スレートの平葺と額葺のೲ·りਤ
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ートは、ઇ割の形状に合わせて三角形に加工して葺いたɻ
煙突壁際は、前面には捨て板を立上げて取付けたうえ
に壁際のスレートを葺き、側面ではスレート₁枚毎に捨
て板をはさみ込んで葺いたɻスレート葺後、എ面を除く
三方にスレート上から雨ԡえ鉄板を被せ、壁面に合わせ
て立上げて、伱間には一部シーリングを行ったɻ
ᶊౝ屋屋根మ൘෪
塔屋の鉄板葺は、在来の工法に倣って平葺、隅棟のॱ
に全て葺き直したɻリϕットで取付けて、継手はᭉ掛け
とし、端部重ね部分で切り合わせを施した場合は、半田
付けしたɻなお、塔屋屋根の塗装は鉄板葺後に施したɻ
ᶋ中ԝंد屋根మ൘෪
中央車寄の鉄板葺は、ѥԖメッΩ鋼板一文字葺としたɻ
下葺を重ねて施工後、採寸・๽ग़しを行い、工場で切断
加工した板金を吊子で釘止めやリϕットで取付けたɻ継
手はᭉ掛けとし、ᭉ折り෯は、上板21㎜、下板1ÿ㎜とし
たɻ屋根が₁寸₁分ޯ配と؇く、重ね内部΁の雨水の৵
入防止のため、ᭉ組み箇所全面に半田付けしたɻ
ᶌ౦ཌྷंد屋根మ൘෪
東翼車寄の鉄板葺は、カラーガルバリウム鋼板の瓦棒
葺としたɻ全面に下葺を施工し、瓦棒部分は৺木の取付
け後に下葺を施工したɻ採寸・๽ग़しを行い、工場で切
断加工した板金を౜૲、ߔ板、瓦棒Ωϟップのॱに取付
けたɻߔ板は継手なし、瓦棒Ωϟップの継手はٲ折りと
し、重なりをû5㎜としたɻ棟の継手はᭉ掛けとし、ᭉ折
り෯は、上板1ÿ㎜、下板15㎜としたɻ登蛇腹とフィニア
ルは、ѥԖメッΩ鋼板葺とし本屋と同様に施工したɻ
ᶍ൳屋根మ൘෪
北面中央及び西側の庇屋根は、カラーガルバリウム鋼
板で葺き直したɻ野地板復旧後、全面に下葺を行い、瓦
棒取付け後、瓦棒৺木の下葺を行い、ߔ板、瓦棒Ωϟッ
プのॱに取付けたɻ
ᶎṤ工事
イɽ概　要
各樋は新規に取替えて、在来の形状を踏ऻして復旧し
たɻただし、ࠓ後も落ち葉などのଯ積による詰まりや積
ઇによる破損がݒ೦されるため、本屋軒樋の位置を下げ
て、上部は水切り板で֖をしたɻ樋にഉ水機能を持たせ
ず、雨水を軒先から地上΁直接ྲྀ下させることにしたɻ
塔屋の軒樋には、目詰まり対策として上部に金網を設置
したɻまた、復原した東翼車寄には軒樋を新設したɻ
既存の樋金物は、破損が著しいものや欠失しているも
のは在来の形状に倣って新規に製作したが、可能な限り
再用して復旧したɻ

ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

竪　樋 ガルバリウム鋼板既製品　厚0õ35㎜　φ90㎜ʗ᷂
タニタハウδングウェア

軒　樋 ガルバリウム鋼板既製品　厚0õ35㎜　半丸120型
ʗ᷂タニタハウδングウェア

樋　ݺ ѥԖメッΩ鋼板　厚0õ35㎜ʗ製作品

௫金物 鉄製ʗ製作品

ड金物 鉄製ʗ製作品

ハɽ工　法
取付け前に外面を目ߥらしし、錆止め塗装及び合成樹
脂調合ペイント塗装を施したɻ軒樋は、ద度な水垂ޯ配
を取りながら通りよく取付け、樋ड金物をඓ隠板に900
ʙ1ó000㎜間ִに取付けて鉄線で軒樋と緊結したɻ竪樋
は௫金物を付柱や下見板に₁箇所あたり⚖本打ち込み固
定したɻݺ樋は在来の形状に倣って製作し、軒樋の྆端
に௫み掛け、下部は竪樋先端ຟに差し込んだɻ
本屋軒樋の上部は、カラーガルバリウム鋼板の水切り
板で֖をして、雨水を軒先から雨落ഉ水設備΁直接ഉ水
することとしたɻ軒樋֖の水上側はスレート下に差し込
み、水下側は小݀を։けて、樋ड金物にステンレス線で
緊結したɻなお、軒樋は新設した水切り板のޯ配を確保
するため、既存より90㎜ఔ度下げた位置に取付けた（図
ûô5ôû）ɻ
ᶏ中ԝंد಺Ṥ
木下地で፶えたശ型樋の上にルーフィングを二重に貼
り、折り曲げ部を半田付けしてあらか͡めശ型に造った
ѥԖメッΩ鋼板を取付けたɻ樋෯は1ÿ㎝、྆側の立上げ
は水上で11㎝、水下で1û㎝とし、ശ樋の直下に竪樋を半
田付けし、ू水ຟ΁ഉ水したɻശ樋と竪樋のഉ水口には
ステンレス製の網を差し込み式に取付けたɻ

Ḽ

₁ɽ吸水ݧࢼ、曲げݧࢼをカφダ࢈、༤উ࢈の各₃枚にͭいて行

ったɻ平ۉ஋は吸水率、ॎ方向の曲げ強さ、ԣ方向の曲げ強

さのॱで下記のとおりで、基४஋以上であったɻ

カφダ࢈ɿ0õ19ˋ、6ÿõÿ�N�Ὼ、62õ2�N�Ὼ

༤উ࢈ɿ0õ2ÿˋ、û5õ7�N�Ὼ、35õ1�N�Ὼ

₂ɽ༤উ࢈は、ストレートカットとしたɻ

₃ɽ༤উ࢈は、震ࡂからの復్ڵ上にあるため生࢈体੍や調ୡコ

ストなどに੍໿があり、໿300枚を納入して東翼ਖ਼面の切࠺

屋根に࢖用したɻそれ以外はカφダ࢈を࢖用したɻ

₄ɽ釘݀の位置は、スレートࠨӈ྆端から25ʙ30㎜、上端から75

ʙÿ5㎜としたɻ
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ਤ4ô5ô2　大棟の板金とスレート葺の断面ৄࡉਤ

ਤ4ô5ô4　軒樋とスレート葺の断面ৄࡉਤ ਤ4ô5ô6　煙突屋根の板金包みৄࡉਤ

ਤ4ô5ô3　隅棟の板金とスレートの葺の断面ৄࡉਤ・隅棟の板金ු͖上͕り防止板໛式ਤ

ਤ4ô5ô5　ᦘӋの板金包みৄࡉਤ
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ୈ 6અ　ࠨ ׭ 工 事

⚖ʵ₁　工事概要
内外部の漆喰壁は、解体工事で解体した範囲を塗直し
たɻ内部漆喰壁の塗直しのうち腰見切りより上部では、
中塗層の下に剥落防止のために補強ネットを伏せ込んだɻ
煙突天端の煉瓦は、破損部を一旦解体して、積み直し
たɻ木部の解体に൐って破損が൑明した木煉瓦は、新材
に取替えたɻ煙突表面のモルタル塗りは、破損部分を剥
離して塗直し、屋根面より上部は全面塗直したɻ
暖࿍の化粧煉瓦は、欠損した煉瓦を部分తに切削して、
新規煉瓦を張り付けたɻ煉瓦目地は欠損箇所を補修し、
覆輪目地で仕上げたɻ
暖࿍࿍ԑ内のタイルは、破損したタイルを新規製作し
て復旧したɻ便所やཋ室のタイルは、解体したタイルの
うち再用可能なものは復旧し、破損したものは既製品の
タイルに取替えたɻ

⚖ʵ₂　工事࣮施仕様
ᶃน木ḡԼ஍
イɽ概　要
内外部の漆喰壁下地は、雨漏りなどにより破損した木
摺板を新材で張り替えたɻまた、₁階の腰壁は、曳家時
にボード下地に変更されていたため、木摺下地にやり替
えたɻこのଞ、軸部の補修を行うために取外した木摺は、
力再用して復旧したɻۃ
ロɽ材　ྉ
木摺板ɿদ、一等、白太、৺去り材、෯30ʙ75㎜（Ḽ₁）、

厚12㎜
ハɽ工　法
木摺は、伱間⚙㎜の目透かし打ちとし、継手は₁本毎
にཚ継ぎとして水平に張り込んだɻ柱・間柱に当たる部
分は、上下₂ϲ所に釘留めを行ったɻなお、漆喰下塗ま
で解体した部分の木摺にͭいて、木摺間の伱間が全くな
い場合は、マルチπールで一部を切削して、伱間を確保
した（Ḽ₂）ɻෆ陸、所定の壁厚にあった面置が確保され
ていない場合は、取外して飼物を入れるなどしてੋਖ਼し、
可能な限り健全な状ଶにしたɻ
ᶄ಺෦น࣫ᷰ塗
イɽ概　要
解体工事で解体した内部漆喰壁を塗直したɻ塗直しは、
解体ఔ度に応͡て、下塗又は中塗から塗直し、塗直し部
分は腰壁を除いて、剥落防止のために中塗層に補強ネッ
トを伏せ込んだɻなお、₁階の腰壁と天井高のある中央
の階段室は、全て下塗より塗直した（Ḽ₃）ɻ

ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元・仕入れ先

塩ম消石灰 ᷂ۀ用消石灰塩মʗଜֽ石灰工׭ࠨ

֋灰 ಛ選֋灰ʗ田ౡ֋灰しっくい製造所

消石灰 ૈ灰ʗଜֽ石灰工᷂ۀ

角又 ค຤ͭのまたʗ大ી根ւ૶工᷂ۀ

砂 ઒砂（ಢ木࢈ݝ）

砂ܔ 乾燥ܔ砂₅߸ʗ᷂石ࢁ঎ళ

さらし（ຑ） 白ઇʗڮ本建材工᷂ۀ

㫇（ຑ） 白ໟʗڮ本建材工᷂ۀ

中塗土 中塗り土（୶路࢈）ʗ᷂௡田建材

ᎍ㫇 もみすさʗڮ本建材工᷂ۀ

下苧
（尺トンボ）

真᭦釘にຑのણҡを巻き付けて長さ30㎝の二
にしたものވ

割れ止め サイβルຑʗ᷂石ࢁ঎ళ、い૲

補強ネット グラスファイバーネット('Nô2　10㎜目ʗ
᷂トラルマックス

補強ネット
止めビス

ステンレスࡼビス　3õ3φʷû5㎜、ステンレ
ストラスビス　₄φʷû5㎜

๽ो ๽ʗ๽ӡಊ׭ࠨ

色土 ԫ土ʗඌ࡚色土製造所

吸水調整材 NSハイフレックスʗ᷂೔本化成

ハɽ配　合

区　分 調　合

生漆喰 消石灰₁ା（໿20ᶵ）、ค຤角又1õÿLH、ຑ㫇1õ2
ᶵ

砂漆喰
（下塗）

生漆喰、;るい砂（生漆喰の0õ7ʙ₁ഒの体積）

中塗土 中塗土₁ା（໿10Ὑ）、もみ㫇₁ା（໿10Ὑ）、砂
1õ5ʙ₂ା（໿15ʙ20Ὑ）

砂灰
（上塗）

生漆喰（ຑ㫇なし）、ܔ砂（生漆喰の半分ఔ度の
体積）

本漆喰 塩ম消石灰₁ା（໿20ᶵ）、֋灰₁ା（໿⚙ᶵ）、
ค຤角又໿0õ6ᶵ、さらし໿0õÿᶵ

玉子漆
喰

塩ম׭ࠨ用消石灰₁ା（໿20ᶵ）、ค຤角又໿0õ9
ᶵ、さらし໿0õÿᶵ、ԫ土໿3õ35ᶵ

鼠漆喰 塩ম׭ࠨ用消石灰₂ା（໿û0ᶵ）、ค຤角又໿1õ2
ᶵ、さらし໿1õ6ᶵ、׭ࠨ๽30̶

ニɽ工　法
ᾇ๽ग़し・養生
周囲の木部などをԚ損しないよう入೦に養生を行い、
既存木摺面等をブラシで清掃したɻ散り廻りには、チϣ
ークラインで中塗仕上げ面の๽ग़しを行ったɻ
ᾈ吸水調整材塗布
下塗までૡき落とした木摺面や煉瓦面は、下塗前に吸
水調整材（رऍ率⚖ʙ10ഒ）を塗布した後に漆喰下付を
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行ったɻ
ᾉ下塗（塗厚₂ʙ₅㎜）
下苧はよく΄͙したものを、2û㎝内外の間ִでઍௗに
配置して釘止めしたɻ下塗は、生漆喰を木摺下地の伱間
にे分食い込むようコテで摺り込むようにԡし付けて塗
上げ、生漆喰が生乾きのうちに砂漆喰を追っかけ塗りし
たɻさらに、砂漆喰が生乾きのうちに中塗土を₃㎜ఔ度
の厚さで塗り付けたɻ下苧は、下塗時にઔ形に޿げて生
漆喰と砂漆喰の₂層間に伏せ込んだɻ
ᾊൗ直し（塗厚₃ʙ⚙㎜）
下塗乾燥後、ෆ陸をなくすように塗厚の多い箇所から
中塗土を平らに塗り付けたɻまた、散り廻りや൶枠・窓
枠の角部分の΄か塗継ぎ部など、散り切れやクラックが
入りやすい箇所には、補強ネットやい૲、サイβルຑを
伏せ込んだɻ
ᾋ中塗（塗厚⚙㎜内外）
ൗ直し乾燥後、中塗土で中塗を行ったɻ散り廻りの๽
に合わせてۉ一に塗り、ग़隅・入隅・։口部周ล等の要
所は定規摺りを行ったɻ中塗は₂回塗りとし、水Ҿの具
合をみながら金᭳でԡさえたɻ
ᾌ上塗（塗厚₂ʙ₃㎜）
中塗乾燥後、砂灰を₁㎜ఔ度の厚さで全面に塗り付け
たɻその後追っかけで本漆喰の上塗を₂回塗りしたɻ᭳
ൗや᭳೾が生͡ないよう、表面の水Ҿ加ݮを見て金᭳で
よくԡえたɻなお、玉子漆喰や鼠漆喰仕上げにおいては、
中塗が半乾きのうちに砂灰を塗ってから上塗を行い、色
ムラがग़にくいよう必要以上にԡえないようにしたɻ
ᶅ಺෦࣫ᷰน補強（Ḽ₄）

塗直しを行った内部漆喰壁のうち、腰見切りより上部
では（Ḽ₅）、ൗ直し乾燥後、剥落防止のために、全面に
グラスファイバーネットを伏せ込んでワッシϟー付きの
ステンレスビスを用いて500㎜間ִで木摺に固定したɻ
また、散廻りの᷼れ防止のために、廻ԑや額ԑの際に
300㎜間ִでサイβルຑをઔ形に޿げてステンレスビス
で止めた（図ûô6ô2）ɻ補強後、全面に生漆喰をネット裏
側まで廻り込むように᭳圧をかけて全面塗り込み、下塗

のೃછみをよくしたうえで、追っかけで中塗土を₅㎜ఔ
度の厚さで塗り込んだɻ養生乾燥後、中塗工ఔ΁進んだɻ
ᶆ಺෦࣫ᷰนΫϦʔχϯά
塗直しを行わなかった健全な漆喰壁は、表面に付着し
たカビやԚれを水で10ഒにرऍした࣍ѥ塩素ࢎφトリウ
ムを浸み込ませたスポンδやウΤスで১き取ったɻ

ਤ4ô6ô1　既存漆喰壁上塗存置ൣ囲

ਤ4ô6ô2　内部漆喰壁補強ਤ（客室№18南面の一ྫ）
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ᶇ֎น࣫ᷰ塗
解体工事で解体した外部の漆喰壁を、在来の工法に倣
って塗直したɻ下塗までは内部漆喰壁と同様に行い、中
塗は砂漆喰、上塗は玉子漆喰で仕上げたɻ
ᶈԎಥẂੵנ௚͠
イɽ概　要
煙突天端の煉瓦は、割れや欠けがあるものや目地が切
れて固定されていないものなどを部分తに解体し、破損
した煉瓦は新材に取替えて復旧したɻまた、煙ಓの土管
のうち、煙ग़し部分の破損していたものを補修したɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

ී通煉瓦 ,3ʵS5₁ʵ230ʗԬ本煉瓦᷂

木煉瓦 দ、一等、੺਎材

セメント ී通ポルトランドセメントʗॅ༑大ࡕセメ
ント᷂

砂 ઒砂（利根઒࢈）

石灰 消石灰ʗۨ形石灰工᷂ۀ、+*S�A�6902

ΤポΩシ樹脂
系接着剤

EPSʵ20ιフトʗ᷂タイルメント
石材・ಃ࣓器質タイル用、₂ӷࠞ合形

土管用補修材 NSポリマーϛックスʗ೔本化成᷂

ハɽ配合（モルタル）

区　分 セメント 石灰 砂

煙突目地 ₁ ₁ ⚖

ニɽ工　法
ᾇ補足煉瓦
新調煉瓦は補足数ྔがগないため、既製品を在来の寸
法に合わせて切断加工し、見え隠れにʮྩ࿨₄年度修
補ʯと༉性マδックで記入したɻまた、補足する木煉瓦
は防蟻防腐処理を行ったɻ
ᾈ煉瓦復旧
再利用した煉瓦を解体番付のとおり旧位置に復旧したɻ
復旧する煉瓦はे分に水࣪しを行い、モルタルを圧着張
りして目地からモルタルがはみग़したことを確認し、煉
瓦面ではみग़したモルタルをஸೡに取り除いたɻ
ᾉ煙ಓ土管補修
煙ಓ頂部の煙ग़し部分に࢖用されていた土管は、割れ
や欠損がみられたため、破ยをΤポΩシ樹脂系接着剤で
元の位置に接着したɻ欠損箇所はセメント系厚塗材で旧
状のとおり整形したɻ
ᶉԎಥẂנ໘Ϟϧλϧ補म
イɽ概　要
煙突煉瓦表面のモルタル塗りは、目視・打਍調査で浮
きや割れが確認された部分を剥離して塗直したɻ屋根面

より上部は、過去の修理などで表面にԜತを生͡ていた
ため、モルタル表面をσィスクグラインダーで研磨した
上で、モルタルを全面塗直したɻ屋根面より下部は、剥
離部分のみを塗直したɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

セメント ී通ポルトランドセメント

砂、ܔ砂 ઒砂、乾燥ܔ砂₅߸

吸水調整剤 NSハイフレックスʗ᷂೔本化成

ハɽ配合（モルタル）

区　分 セメント 砂又はܔ砂 塗　厚

下　塗 ₁ 2õ5 ₄ʙ₅㎜

上　塗 ₁ ₃ ₅ʙ⚖㎜

ニɽ工　法
ᾇ下地処理、水࣪し
モルタル面及び煉瓦面をブラシで清掃し、仕上げ面の
๽ग़しを行ったɻ施工面に吸水調整剤を水で10ഒఔ度に
ബめて࡮ໟで塗布したɻ
ᾈ下塗
下塗用のモルタルを金᭳で塗厚₅㎜ఔ度となるよう塗
り、上塗材のな͡みが良くなるように木᭳でۉしたɻ部
分剥離した箇所など塗厚が大きくなる場合は、下塗を₂
回行ったɻ
ᾉ上塗
下塗乾燥後、上塗用モルタルを塗厚₅㎜ఔ度となるよ
う塗り、木᭳を用いて平׈にして、水Ҿき具合をみて金
᭳でԡさえ仕上げとしたɻ
ᶊஆ࿍Ẃנ補म
欠損していたग़隅の化粧煉瓦は、化粧となる二面を表
面から厚30㎜ఔ度まで切削したɻ表面を切削した煉瓦に、
厚20ʙ30㎜で-型に加工した補足煉瓦を、接着剤で張り
付けたɻ乾燥後、煉瓦目地を充填して仕上げたɻ
ᶋஆ࿍ẂנԽহ໨஍補म
欠損した煉瓦覆輪目地に、在来の色調に合わせて調合
したモルタルを丸目地᭳で充填したɻ配合は、セメント、
砂、দ煙を₁ɿ₄ɿ₁としたɻ
ᶌ補଍λΠϧ
イɽ概　要
解体工事で解体した暖࿍タイルのうち、破損して再利
用できないタイルを新規に製作したɻなお、便所及びཋ
室のタイルは既製品を在来の寸法（₁階152㎜角、₂階
150㎜角）に合わせて切断加工したɻ補足数ྔは、暖࿍
タイル76枚、便所・ཋ室タイル192枚ɻ
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ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

暖࿍タイル ಛ注品、76ʷ76ʷ1ÿ㎜ଞʗ᷂-*9*-

便所・ཋ室
タイル

ಃ器質施ᬵ、197õ7ʷ197õ7ʷ5õ5㎜、カルタ
ΰP20ô$35ʗ,:タイル᷂

暖࿍タイルは在来に倣い、形状はਖ਼方形、三角形、ޒ
角形の₃छ類とし、白色素地にᬵༀ色は白、྘、ԫ土、
の₄छ類を施したɻࠇ
ハɽ工法（暖࿍タイル）
ম成収縮をྀߟして製作した石ߣ型に、೪土を伱間な
くԡし込み、༨分な೪土を取り除くɻ型離れが良くなる
タイϛングで୤型し、表面を仕上げて乾燥したɻその後、
仕上げ色に合わせたᬵༀを施してൃ色を確認し（Ḽ⚖）、
乾燥後、小型のম成࿍を用いて、໿1ó200ˆでম成したɻ
ᶍλΠϧுΓ補म・෮چ
イɽ概　要
解体工事で解体した暖࿍タイル及び便所・ཋ室タイル
は、破損したものを新規に取替え、再利用可能なものは
原位置に復旧した（図ûô6ô3）ɻただし、₂階உ子便所の
床タイルは、全面を張替えたため、新規の補足タイルを
入口から目立ちにくい南側にू໿して張り、その΄かは
原位置に復旧したɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

セメント ී通ポルトランドセメントʗॅ༑大ࡕセメ
ント᷂

砂 ઒砂ʗদ本平砂利事ڠۀ同組合

プレϛックス
モルタル

,Sϕースʗ٠水化ֶ工᷂ۀ

床用目地材 イφメδ(₃3ʗ᷂-*9*-

壁用目地材 スーパークリーンバス・トイレSSô22,（グ
レー）ʗ᷂-*9*-

防水紙 アスファルトフェルトû30ʗ三ౡ工᷂ۀ

平ラス メタルラス̅300Aʗ大৴鋼᷂ۀ

ハɽ配合（モルタル）
水ɿセメントɿ砂の割合は、₁ɿ₂ɿ⚖としたɻ
ニɽ工　法
ᾇ下地面の清掃・調整
下地面の清掃を行い、煉瓦下地の場合は、吸水調整の
ため煉瓦表面に水࣪しを行い、木下地の場合は、防水紙
を敷き詰めて、メタルラスを張りステープルで固定したɻ
ᾈタイル張付け
ࠞ࿉したモルタルをメタルラス又は煉瓦の上に所定の
厚みに塗り付け、表面がૈ面となるよう木᭳でԡさえたɻ

タイル張付け用モルタルを下地のモルタルにೃછむよう
に圧をかけて塗り付け、タイル裏面にも同様に塗り付け
て、タイルを所定の位置・高さ΁張付けたɻ
ᾉタイル目地詰め
施工箇所周囲に養生テープを貼り、目地材をΰム᭳で
タイル目地に摺り込むように塗り付け、༨分な目地材を
除去したɻ࠷後にタイル表面をスポンδで১き取り、養
生材を撤去したɻ

Ḽ

₁ɽ₁階腰壁の木摺板は、す΂て新材になるため、補足材は、

ʰެڞ建築工事ඪ४仕様ॻ（建築工事ฤ）ྩ࿨₄年版 （ɦࠃ土

ަ通ল大ਉ׭๪׭ிӦસ部）をߟࢀに෯û0㎜で౷一したɻ

₂ɽ主に天井廻ԑ付近の木摺で、伱間が全くない箇所があったɻ

₃ɽ中央の階段室は、在来の工法及びグラスファイバーネット補

強に加えて、下塗と中塗間の全面にい૲とサイβルຑを伏せ

込んで剥落防止を行ったɻ

₄ɽ内部漆喰壁の解体後、塗直しまでに໿₂年間の存置期間があ

り、健全とみなして残置した中塗りや下塗り層に、工事中の

ৼ動や経年により、部分తな浮きや亀裂が確認されたɻそこ

で、残置した中塗や上塗に࣏具（50ʷ200㎜）を接着し、付

着強度をܭ測したɻݧࢼ箇所は、下地や漆喰壁の仕様の違い

により、50ܭ箇所༨りとしたɻݧࢼ結Ռより、付着力がऑい

箇所が点在していることが確認されたɻただし、目視や非破

յのݧࢼによってこれらの੬ऑ部をಛ定することはࠔ೉なた

め、原ଇとして追加の解体は行わずに、人తな被֐のڪれが

௿い腰壁を除いて、塗直す内部の漆喰壁には、剥落防止の補

強を行うこととしたɻ

₅ɽロビーの腰壁は、竪子間が漆喰仕上げとなるため、ͻび割れ

が生͡やすいɻそのため、ଞと仕様を変えて、下塗と中塗層

の間にグラスファイバーネットとサイβルຑを伏せ込み、中

塗を砂漆喰で行い、玉子漆喰で仕上げたɻ

⚖ɽᬵༀはそれͧれ下記の調合としたɻ白色は、ޫ୔のある透明

ᬵༀに鉄分を入れてややԫຯをग़したɻ྘色は、銅ᬵༀを࢖

用し、表面の色ムラをग़すために、素地の上に白い化粧土を

スポンδで塗布したɻԫ土色は、灰ᬵༀをϕースに鉄分の多

いᬵༀをೱ୶のग़るように施したɻࠇ色は、ԫ土色同様に鉄

分の多いᬵༀにࠇ色のإྉを添加したɻ



80 ୈ₄ষ　保存修理工ࣄの内༰

ਤ4ô6ô3　暖炉煉瓦・タイル補修ൣ囲ਤ・₂階便所タイル補修ൣ囲ਤ

無 断 使 用 禁 止
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ୈ 7અ　建具工事

⚗ʵ₁　工事概要
建具は、内外部とも全数取外した後に、破損した木部
やガラスの取替え・補修を行い旧位置に復旧した（Ḽ₁）ɻ
復旧の際に各建具の建付調整を行ったɻ建具金物は補
修・調整やクリーニングを行い、破損の著しいものや欠
失しているものは、ಛ注品や既製品により補足したɻま
た、現状変更により復原した東翼ؔݰの྆։൶、客室ᶺ
⚗・12の北面二重窓のҾ違い戸をそれͧれ新調したɻ

⚗ʵ₂　工事࣮施仕様
ᶃ建具औ֎͠ɺ建具ۚ෺౳औ֎͠
建具の取外しは、外部の全てと、内部の建具のうち主
階段西࿬のቕࡴしガラス窓（図ûô7ô1の8826ô1）を除
いて取外したɻ建具金物は、ஸ番やレールの΄か、木部
の修理を行うのに支障となる金物を取外したɻ
建具は、取外し前に小口面に番付を記した番付ࡳを取
付け、建具金物には番付を記したՙࡳを取付けたɻ
ᶄ木෦補म
イɽ概　要
建具木部の補修は、ᐽ等の破損部の修理、部材の取替
え、建具全体の࿪み直し、仕口の؇み等の修ਖ਼を行ったɻ
ロɽ材　ྉ

߲　目 製品໊・規格ʗ製造元

木材（取替材、補修材） দ、ถদ、੺਎、上小અ

ਣࢎビニル樹脂系接着剤
ΤポΩシ樹脂系接着剤

ボンド木工用$H3ÿ
ボンドクイックセット30ʗ
コニシ᷂

ハɽ工　法
建具木部の破損及び腐朽部分は、原ଇとして同材छ、
同形状により取替えを行った΄か、؇みの生͡ている建
具は、一旦分解して䈂݀を清掃し、ᑹを打ち直すなどし
て締め直したɻまた、必要に応͡て、ઍ切りや೜び釘で
補強を行ったɻ部分తな破損箇所は、埋木・矧木・接着
などの必要な補修を施したɻ
ᶅ৽࡞ن੡
現状変更により復原した東翼ਖ਼面ؔݰの྆։൶、₂階
客室ᶺ⚗、ᶺ12の北面二重窓の外側にҾ違いガラス戸を
それͧれ新調したɻ寸法は、։口枠に基ͮいてܾ定し、
組手、仕口等は旧来の方法に倣ったɻ
ᶆΨϥε工事
イɽ概　要
ガラスやガラスパテが破損しているもの、建具木部の
補修が必要なものを取外したɻ破損したガラスは既製品

のフロートガラスに取替え、再利用可能なガラスは当初、
後補の区別なく、清掃を行い、ガラスパテ飼いして修理
前に取付いていた位置に復旧したɻ
ロɽ材　ྉ

߲　目 製品໊・規格ʗ製造元

ガラス フロート板ガラス、厚₃㎜ʗ೔本板঳子᷂

ガラス
パテ

金ଐ製建具用ガラスパテ₁छʗؔ西パテ化工᷂

三角釘 ѥԖメッΩ鋼板、厚0õ5㎜ʗ᷂ཎ઒製鋼所

洗浄剤 ܹ๐ガラスクリーφーʗδϣンιン᷂

ハɽ工　法
ᾇガラス取外し、パテ除去
ガラスの取外し前に、旧位置が分かるよう各ガラスに
番付を記入したラϕルを貼り付けたɻガラスに割れや欠
けがみられるものや、ガラスパテが劣化しているものは、
パテを除去してガラスを取外したɻカッター等でガラス
パテに切込みを入れて、金ଐϔラやマイφスドライバー
でパテを除去し、ガラス固定用のѥԖ鉄板三角釘（ྡྷ
釘）をラδオペンチでൈき、ガラスを取外したɻ取外し
たガラスは、؇ি材で包み建具ごとに段ボールに格納し
たɻ
ᾈガラス清掃
取外したガラスのうち再用するものは、カッター、ス
クレーパーを用いて、ガラスに付着したガラスパテを除
去し、アルコールやガラスクリーφーでԚれを১き取っ
て清掃したɻ
ᾉガラス取替え
新規に取替えるガラスは、建具を採寸して在来の形状
に合わせて、ガラスカッターで切断加工したɻ
ᾊガラス取付け
ガラスを旧位置にቕめこみ、要所に三角釘を打ち付け
て仮留めし、パテを飼い込んだɻガラスパテは、灯༉を
ࠞͥてద切なߗさになるまで࿅ったものを、手ࢦでガラ
ス全周に詰め、金ฟを用いて表面を平׈に仕上げたɻガ
ラスに付着したパテの༉分はアルコール等で১き取ったɻ
ᶇ建具ۚ෺৽ௐ・補म
破損等により再利用できない金物は、取替えて在来品
に倣って製作したɻ既製品にて新調する金物は、事前に
見本を確認した上で採用したɻ
再利用する金物は、破損のఔ度に応͡て、曲がり直し、
破損部品の取替え、割れ等の補修、寸法調整、清掃、研
磨を行ったɻ
ᶈ建具औ෇͚ɺ建෇͚ௐ੔ɺۚ෺औ෇͚
イɽ概　要
木部やガラスの補修後、取外した金物を取付け、建具
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を旧位置に復旧したɻ建て込みの際に、各建具の։ดが
らかになるよう建付け調整を行ったɻ׈
ロɽ工　法
Ҿ違い窓は、։ดがԁ׈になるよう戸車とレールの位
置の調整、戸締りやࠨӈの建具の取り合わせを調整したɻ
上げ下げ窓は、ガラスの取替えにより建具の重ྔが増
したため、全ての建具と分銅の重ྔを測定したɻ釣り合
いをྀߟして、྆ऀの重ྔ差が500̶以下となるように、
分銅の入れ替えやԖ板の追加を行って、錘を調整したɻ
また、吊りඥは、ビニロン金߶打ロープ（クレモφロー
プ）のܘ⚘㎜に取替えたɻ
回転窓は、釣ඥが欠失していたが、来ؗऀが釣ඥをૢ
作するとݥةなため、釣ඥの補足は行わず、回転窓の室

内側にԡしԑを取付けて、։ดできないようにしたɻ
ย։き及び྆։き൶は、ஸ番位置を調整するなどして、
建具枠との間伱が大きくならないよう調整したɻ
内部のҾ分け戸は、上部釣元の戸車やレールにෆ具合
が生͡ていたが、取外すことがࠔ೉なため、建具下端に
新たに戸車を取付け、Ҿ込み部の敷ډの清掃を行うなど
して、։ดがԁ׈になるように調整したɻ

Ḽ

₁ɽ₁階中央廊下東の東端の྆։き൶（図ûô7ô1の8D2ô1）及び

ロビー南面中央のҾ違い窓（同882ô2）は、現状変更によ

り撤去したため、復旧は行わなかったɻ

ਤ4ô7ô1　建具൪付ਤ（修理前）
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番付 寸　法 木部修理区分 ガラス修理（枚）
大修理 中修理 小修理 全数 取外し 取替え

WD 1 - 1 - ① 830＊2,295 1 19 1 1
② 1 19 1 1

WD 2 - 1 - ① 605＊2,230②
WD 3 - 1 - ② 785*1,990 1 11 11
WD 4 - 1 930*2,240 6 6 3

WD 5 - 1 - ① 775＊2,255
＊t45

1 6 6 2
② 6 6 1

WD 5 - 2 - ① 6 6 3
② 6 6

WD 6 - 1 - ① 615＊1,865 1 - - -
② 1 - - -

WD 7 - 1 - ① 620＊2,135 1 6 6
② 1 6 6 2

WD 8 - 1 - ① 530＊2,270 1 8 8 2
② 1 8 8 1

WD 9 - 1 - ① 935＊2,235 1 6 6 1

WD 10 - 1 - ① 590＊1,810 1 - - -
② - - -

WD 10 - 2 - ① 600＊1,960 - - -
② 1 - - -

WD 11 - 1 - ①

740＊2,240
＊t45

1 - - -
② - - -

WD 11 - 2 - ① - - -
② - - -

WD 11 - 3 - ① 1 - - -
② 1 - - -

WD 11 - 4 - ① 1 - - -
② 1 - - -

WD 12 - 1 - ① 600＊2,245 1 - - -
② 1 - - -

WD 13 - 1 1,055＊2,195 1 - - -
WD 14 - 1

935＊2,240
＊t45

1 - - -
WD 14 - 3 1 - - -
WD 14 - 12 1 - - -
WD 14 - 13 1 - - -
WD 14 - 27 1 - - -
WD 14 - 29 1 - - -
WD 14 - 31 1 - - -

WD 15 - 1 - ① 620＊1,855 - - -
② - - -

WD 16 - 1 610＊1,725 1 - - -
WD 17 - 1 720＊1,400 1 - - -

WD 18 - 1 - ①

745＊2,190
＊t45

1 3
② 3

WD 18 - 2 - ① 3
② 1 3

WD 18 - 3 - ① 3
② 3

WD 18 - 4 - ① 3 1 1
② 3

WD 18 - 5 - ① 3
② 3

WD 18 - 6 - ① 3
② 3

WD 18 - 7 - ① 3
② 3

WD 18 - 8 - ① 3
② 3

WD 19 - 1 765＊2,210 1 - - -
WD 20 - 1

935＊2,240
＊t45

6
WD 20 - 2 6 1 1
WD 20 - 3 1 6 1 1
WD 20 - 4 6
WD 20 - 5 1 6
WD 20 - 6 6
WD 20 - 7 6
WD 20 - 8 1 6
WD 20 - 9 6
WD 20 - 10 6
WD 20 - 11 6
WD 20 - 12 6
WD 20 - 13 1 6

WD 21 - 1 - ① 615＊2,240
＊t45

1 6 1 1
② 6

WD 21 - 2 - ① 6
② 1 6

WD 22 - 1

630＊1,805
＊t40

1 2
WD 22 - 2 1 2
WD 22 - 3 1 2
WD 22 - 4 1 2
WD 22 - 5 1 2
WD 22 - 6 1 2
WD 22 - 7 1 2
WD 22 - 8 2
WD 22 - 9 2
WD 22 - 10 1 2
WD 23 - 1

935＊2,130
＊t45

- - -
WD 23 - 2 - - -
WD 23 - 3 - - -
WD 23 - 4 1 - - -
WD 24 - 1

785＊1,765
＊t45

- - -
WD 24 - 2 - - -
WD 24 - 3 1 - - -

ܭ߹ 3 13 33 283 81 21 ਤ4ô7ô3　引違い窓の補修ਤ（ൈਮ）

ਤ4ô7ô2　྆開͖扉・片開͖扉の補修ਤ（ൈਮ）

表4ô7ô1　྆開͖扉・片開͖扉・引分けށの修理内༰
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番　付 寸　法 木部修理区分（枚） ガラス修理（枚）
取替え 大修理 中修理 小修理 全数 取外し 取替

WW 1 - 1 -
①

520＊1,740
＊t30

1 10 10 3
② 1 10 10 3
③ 1 10 10 4
④ 1 10 10 2

WW 1 - 2 -
① 1 10 10 6
② 1 10 10 3
③ 1 10 10 5
④ 1 10 10 4

WW 1 - 3 -
① 1 10 10 6
② 1 10 10 4
③ 1 10 10 4
④ 1 10 10 5

WW 1 - 4 -
① 1 10 10 3
② 1 10 10 2
③ 1 10 10 3
④ 1 10 10 5

WW 2 - 1 -
①

665＊1,740
＊t30

1 10 10 4
② 1 10 10 4
③ 1 10 10 3
④ 1 10 10 4

WW 2 - 2 現状変更により撤去
WW 5 - 1 - ①

815＊1,740
＊t30

1 20 20 8
② 1 20 20 5

WW 5 - 2 - ① 1 20 20 7
② 1 20 19 6

WW 5 - 3 - ① 1 20 20 6
② 1 20 20 9

WW 5 - 4 - ① 1 20 20 7
② 1 20 20 5

WW 9 - 1 -
①

630＊1,740
＊t30

1 10 10 2
② 1 10 10 2
③ 1 10 10 7
④ 1 10 10 2

WW 9 - 2 -
① 1 10 10 4
② 1 10 10 2
③ 1 10 10 3
④ 1 10 10 4

WW 10 - 1 - ① 630＊1,740、
1,450＊t30

1 8 8 0
② 1 8 8 3

WW 10 - 2 - ① 1 6 6 2
② 1 6 6 2

WW 13 - 1 -
①

515＊1,685
＊t30

1 10 10 3
② 10 4 4
③ 10 7 3
④ 1 10 8 5

WW 13 - 2 -
① 1 10 9 5
② 1 10 10 3
③ 1 10 9 5
④ 1 10 10 2

WW 13 - 3 -
① 1 10 10 2
② 10 10 2
③ 10 9 1
④ 1 10 8 5

WW 13 - 4 -
① 1 10 10 5
② 10 10 6
③ 1 10 8 1
④ 10 10 4

WW 14 - 1 -
①

665＊1,685
＊t30

1 10 9 3
② 1 10 10 5
③ 1 10 10 5
④ 1 10 10 4

WW 14 - 2 -
① 1 10 10 2
② 1 10 10 7
③ 1 10 10 6
④ 1 10 10 4

WW 17 - 1 - ①

815＊1,685
＊t30

1 10 9 6
② 1 10 9 2

WW 17 - 2 - ① 1 10 10 1
② 10 9 7

WW 17 - 3 - ① 1 10 10 7
② 1 10 10 5

WW 17 - 4 - ① 1 10 10 6
② 10 10 3

WW 19 - 1 -
①

630＊1,685
＊t30

1 10 10 2
② 1 10 10 3
③ 1 10 10 3
④ 10 10 1

WW 19 - 2 -
① 1 10 8 2
② 1 10 10 3
③ 1 10 3 1
④ 1 10 10 3

WW 19 - 3 -
① 10 10 0
② 10 10 1
③ 1 10 10 6
④ 1 10 10 5

WW 19 - 4 -
① 1 10 10 1
② 1 10 10 2
③ 1 10 10 2
④ 1 10 10 2

WW 19 - 5 -
① 1 10 10 3
② 1 10 10 1
③ 10 10 2
④ 1 10 10 3

WW 19 - 6 -
① 10 9 2
② 1 10 10 3
③ 10 10 3
④ 10 10 1

WW 19 - 7 -
① 1 10 10 5
② 1 10 10 3
③ 10 8 0
④ 10 10 2

WW 19 - 8 -
① 1 10 5 4
② 1 10 4 1
③ 10 10 2
④ 10 4 0

WW 22 - 1 - ① 630＊1,685
＊t30

8 8 2
② 8 4 0

WW 22 - 2 - ① 1 8 8 0
② 1 8 8 5

WW 28 - 1 - ① 655＊1,305 1 8 1 1
② 8 0 0

ܭ߹ 1 6 22 59 1156 1085 372

番　付 寸　法 木部修理区分（枚） ガラス修理（枚）
取替え 大修理 中修理 小修理 全数 取外し 取替え

WW 3 - 1 - 上

930＊900＊t33

1 10 10 5
下 10 10 2

WW 3 - 2 - 上 1 10 10 2
下 10 10 3

WW 3 - 3 - 上 10 10 3
下 10 10 4

WW 3 - 4 - 上 10 10 3
下 10 10 1

WW 3 - 5 - 上 1 10 10 1
下 10 10 3

WW 3 - 6 - 上 1 10 10 2
下 10 9

WW 3 - 7 - 上 1 10 10 2
下 10 10 6

WW 4 - 1 - 上

780＊900＊t33

1 10 10 1
下 10 10 1

WW 4 - 2 - 上 1 10 10 2
下 10 10 4

WW 4 - 3 - 上 10 10 2
下 10 10 1

WW 4 - 4 - 上 10 10 2
下 10 10 2

WW 4 - 5 - 上 1 10 10 6
下 10 10 3

WW 4 - 6 - 上 1 10 10 5
下 10 10 3

WW 4 - 7 - 上 1 10 10 2
下 10 10 1

WW 6 - 1 - ②上 780＊585 4 4 3
②下 1 6 6

WW 11 - 1 - 上

625＊900＊t33

4 4 2
下 1 4 4

WW 11 - 2 - 上 1 4 4
下 4 4

WW 11 - 3 - 上 4 4
下 1 4 4

WW 11 - 4 - 上 1 4 4 2
下 4 4 3

WW 11 - 5 - 上 4 4
下 4 4

WW 11 - 6 - 上 4 4 2
下 1 4 4 2

WW 12 - 1 - 上 935＊900 4 4 1
下 4 4 1

WW 15 - 1 - 上

930＊865＊t33

10 10 3
下 10 10 1

WW 15 - 2 - 上 1 10 10
下 10 10 4

WW 15 - 3 - 上 10 10 3
下 10 10 2

WW 15 - 4 - 上 10 10 1
下 10 10 2

WW 15 - 5 - 上 10 10 1
下 10 9 2

WW 15 - 6 - 上 10 10 6
下 1 10 10 2

WW 15 - 7 - 上 10 10 3
下 1 10 10 3

WW 16 - 1 - 上

780＊865＊t33

1 10 10 1
下 10 10 2

WW 16 - 2 - 上 10 10 2
下 10 10 1

WW 16 - 3 - 上 10 10
下 10 10 1

WW 16 - 4 - 上 10 10 3
下 10 9 2

WW 16 - 5 - 上 10 10 2
下 10 10 4

WW 16 - 6 - 上 1 10 10 3
下 10 10 3

WW 16 - 7 - 上 10 8 4
下 10 10 4

WW 16 - 8 - 上 10 10 3
下 1 10 10 3

WW 23 - 1 - 上

625＊865＊t33

1 4 4 2
下 4 4 1

WW 23 - 2 - 上 4 4
下 4 4 1

WW 23 - 3 - 上 1 4 4 2
下 4 4 1

WW 23 - 4 - 上 1 4 4
下 4 4 3

WW 23 - 5 - 上 4 3 1
下 4 4 4

WW 23 - 6 - 上 4 4
下 4 4 4

WW 24 - 1 - 上 930＊865 1 4 4 2
下 4 4 3

ܭ߹ 0 0 1 25 702 696 183

ਤ4ô7ô4　引違い窓（885ô3ôᶃ）の下ᐽの補修状況

表4ô7ô2　引違い窓の修理内༰ 表4ô7ô3　上げ下げ窓の修理内༰
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番付 寸　法 木部修理区分（枚） ガラス修理（枚）
大修理 中修理 小修理 曲縁 全数 取外し 取替え

WW 6 - 1 - ① 250＊1,125 1 6 6 1
③ 1 4 4 3

WW 7 - 1 900＊385＊t33 1 2 2 1
WW 8 - 1 620＊920 1 2 2 1
WW 8 - 2 1 2 2 1
WW 18 - 1 450＊1,680 1 4 4 2
WW 18 - 2 1 4 4 1
WW 21 - 1 - ① 590＊1,560 1 11 10 2

② 1 11 11 4

WR 1 - 1 -
①

①と③
445＊490＊t33

②
890＊570＊t33

1 1 1
② 4 4
③ 1 1

WR 1 - 2 -
① 1 1
② 4 4 1
③ 1 1

WR 1 - 3 -
① 1 1
② 4 4 2
③ 1 1

WR 1 - 4 -
① 1 1 1
② 4 4
③ 1 1

WR 2 - 1 -
① ①と③

590＊490＊t33

②
1,175＊570

1 1 1
② 6 6 3
③ 1 1

WR 2 - 2 -
① 1 1 1 1
② 6 6 2
③ 1 1

WR 3 - 1

935＊480＊t30

1 1 3 3 2
WR 3 - 2 1 1 3 3
WR 3 - 3 1 1 3 3 1
WR 3 - 4 1 1 3 3 1
WR 3 - 5 1 1 3 3
WR 3 - 6 1 3 3 1
WR 3 - 7 1 1 3 3
WR 4 - 1

785＊400＊t30

1 3 3
WR 4 - 2 1 3 3 1
WR 4 - 3 1 3 3
WR 4 - 4 1 1 3 3 1
WR 4 - 5 1 3 3
WR 4 - 6 1 1 3 3
WR 4 - 7 1 1 3 3 1

WR 5 - 1 -
①

①と③
340＊490＊t33

②
685＊570＊t33

1 1
② 1 4 4 1
③ 1 1 1

WR 5 - 2 -
① 1 1
② 1 4 4 1
③ 1 1 1

WR 5 - 3 -
① 1 1
② 1 1 4 4
③ 1 1 1

WR 5 - 4 -
① 1 1 1
② 1 4 4 1
③ 1 1

WR 6 - 1 -
① ①と③

560＊490＊t33

②
1,110＊570

1 1 1
② 6 6
③ 1 1

WR 6 - 2 -
① 1 1
② 6 6 1
③ 1 1 1

WR 7 - 1 - ① 745＊525 1 6 6
② 6 6

WR 8 - 1 - ①
710＊450＊t33

3 3
② 3 3 2

WR 8 - 2 - ① 1 3 3 2
② 3 3 2

WR 9 - 1 1,180＊665 1 1 3 3 1
WR 10 - 1 540＊265＊t33 1 1 - - -
WR 10 - 2 1 1 1 1 1
WR 11 - 1 - ① 450＊530＊t33 1 1 3 3 1

② 1 3 3
WR 12 - 1 545＊330＊t33 1 2 - - -
WD 3 - 1 - ① 245＊1,030 4 4 1

③ 4 4
ܭ߹ 0 12 24 20 210 209 52

金物種別 全数 取替
補足 新調 対象建具番付（WW□-□）

引手 120個 13個 8個 補足：1-2、5-1、5-2×2、5-3
新調：復原建具×8

捻子締まり 56個 10個 0 1-1、1-2、1-4、2-1、9-1、9-2×2、
14-2、19-7×2

同上プレート 56個 39個 0

1-1×2、1-2、1-3～4×2、2-1、5-1
～2、9-1～2、10-2、13-1～4×2、
14-1～2、17-1～3、19-2～3×2、
19-4、19-5×2、19-7、19-8×2、
22-1、27-1、28-1

レール 71本 5本 0 10-1×2、10-2、14-1、22-1
関金 23個 16個 0 1-1～4、2-1、9-1～2、13-1～4、

14-1、19-1、19-3、19-6、19-7

戸車 236個 109個 8個
取 替：1-1～4、2-1、5-1、5-3～4、
9-1～2、10-1～2、13-1～4、14-1～2、
17-1～4、19-1、19-4～8、22-1
新調：19-3、19-8

金物種別 全数 取替
補足 補修 新調 対象建具番付（WD□-□）

握り玉 172個 2個 1個 2個 取替：21-1、補修：16-1
新調：復原扉（ロビー南面）

長座 104個 2個 0 2個 取替：21- 1
新調：復原扉（ロビー南面）

角座 55個 4個 0 0 20-6×2、20-10×2
丸座 8個 0 0 0 20-6×2、20-10×2

キープレート 61個 9個 0 0 16-1×2、20-6×2、20-10×2、
21-1、21-2、23-3

ストライク 87個 3個 1個 1個 取替：21-2、22-1、23-3
補修：15-1、新調：復原扉

箱錠 85個 0 10個 1個
1-1、3-1、4-1、6-1、10-1、
11-4、14-9、14-29、14-40，
20-6、新調：復原扉

丁番 202個 0 0 6個 復原両開き扉（ロビー南面）
取手 14個 1個 0 0 11-3
煽止め 60個 6個 0 2個 11-4×2、14-2、14-3、23-3、

23-4、復原両開き扉×2
煽止め受け 61個 6個 0 2個 3-1、11-4×2、14-2、14-3、

14-38、復原両開き扉×2

フランス落とし 14個 2個 5個 2個
取替：21-1、21-2、補修：
8-1×2、11-4、12-1、21-1
新調：復原両開き扉×2

同上プレート 14個 8個 0 2個
取替：7-1、8-1×2、11-4×2、
12-1、21-1、21-2
新調：復原両開き扉×2

丸落とし 13個 2個 0 0 10- 1、11- 3
同上プレート 13個 11個 0 0 5-1×2、5-2×2、6-1×2、

7-1、8-1、10-1、11-3、12-1
ボールキャッチ 1個 1個 0 0 17- 1

鍵 46個 18個 0 1個
1-1、3-1、5-1、5-2、6-1、
8-1、11-4、14-1～3、14-9～
11、14-34、14-35、14-37、
14-38、14-40、新調：復原扉

表示錠
サムターン 10組 7組 0 0 22-1～6、22-10

戸車 30個 26個 0 0 18-1、18-2、18-4～6、18-8、
左記各×4

表4ô7ô4　ቕࡴし窓・ճస窓の修理内༰

表4ô7ô5　引違い窓金物の修理内༰

表4ô7ô6　྆開͖扉・片開͖扉・引分けށ金物の修理内༰

金物種別 全数 取替
補足 対象建具番付（WW□-□）

クレセント 44組 7個 3-4、3-6、4-6、11-6、12-1、16-2，16-3
ロープ 88本 88本 すべて取替
分銅 176本 0本 24本錆落とし、錘として鉛板を巻き付け

表4ô7ô7　上げ下げ窓金物の修理内༰

ਤ4ô7ô6　ቕࡴし窓の補修ਤ（ൈਮ）

ਤ4ô7ô5　上げ下げ窓の補修ਤ（ൈਮ）
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ୈ ÿઅ　塗装工事

⚘ʵ₁　工事概要
内外部とも在来の塗装膜は、活膜層を残して剥離して
塗直したɻࠓ回の修理では塗装の現状変更は行わずに、
塗装区分は修理前に倣って、࣍のとおりとした（図ûôÿô
1）ɻただし、復原した中央車寄は、木部の୸ࢎѥԖ含৵
強化処理を行ったため、アクリル樹脂系非水分散形塗を
採用したɻ色調も原ଇとして修理前に倣い、事前に見本
手板を作製し、文化ࡒ建造物保存修理主೚ٕज़ऀのঝ認
をಘたɻ

塗　装　区　分 塗　装　部　位

༉性調合ペイント塗
（OP）

外部木部（OSとNAD部分を除
く）、内部木部（O$部分を除く）、
建具木部

オイルステイン塗（OS） 外部下見板、軒裏（化粧垂木、
化粧裏板、ඓ฼屋付ܻ）、塔屋
外部ガラリ・小壁板

合成樹脂調合ペイント塗
（SOP）

外部鉄部（屋根板金（谷を除
く）、外部水切鉄板、軒樋、竪
樋、樋金物）

合成樹脂Τマルシϣンペ
イント塗（EP）

外部モルタル部（煙突表面）、
外部漆喰部

アクリル樹脂系非水分散
形塗（NAD）

中央車寄の木部化粧材（天井及
びOS部分を除く）

ワニス塗（O$） ロビーಠ立柱、マントルϐース、
カーテン吊り装置、主階段手
摺・床板、ग़入口敷₁、ډ階床
板，₂階廊下床板

フッ素樹脂塗 床下換気口グリル鉄部

⚘ʵ₂　工事࣮施仕様
ᶃࡲΓग़͠ௐࠪ
在来塗装剥離を行う前に、塗装の塗り重ね調査として、
ペーパーヤスリ（̅120ʙ320）や電動サンダー（ランダ
ムオービットサンダ#01û0Dʗ᷂マΩタ）を࢖用して在
来塗膜を同一方向にࡲりग़して、塗膜層を現して塗り重
ねの回数や仕様を調査したɻࡲりग़し調査の結Ռは、
ʮୈ₅ষ調査事߲ୈ₄અ形式ٕ法（仕様・工法）₄ô⚖塗
装ʯࢀ照ɻ
ᶄࡏདྷ塗装ണ཭
イɽ概　要
取替え材及び補修材を除く、内外の木部（建具を含
む）、外部鉄部、外部モルタル面の在来塗膜は、活膜層
を残してす΂てケレンしたɻただし、鉄部のうち窓台の
水切板金は、剥離材を࢖用して、在来の塗装膜を剥離し
たɻ

ロɽ材ྉ・主要機材

材ྉ等 仕様・製品໊ʗ製造元
研磨紙 ペーパーヤスリ（̅120ʙ220）
電動工具 ϛニサンダSô550.ʗ3:O#*᷂
剥離剤 ハクリパワーSD300ʗࢁ一化ֶ工᷂ۀ、*Pラッ

カーシンφーʗ太ཅ化ֶ᷂

ハɽ工　法
木部は、ൽスΩ、スクレーパー、ワイヤーブラシ、ペ
ーパーヤスリ及び電動サンダーを用いて、活膜を残して
劣化部分の塗膜を全面除去したɻ࠷後に露ग़素地面、在
来塗膜面ともペーパーヤスリで研磨したɻ
鉄部は、剥離剤を全面に塗り付けて、塗膜がೈ化する
までे分์置し、塗膜がߗ化する前に手工具を用いて在
来塗膜を除去したɻ࠷後に剥離剤が残存しないようペー
パーヤスリで研磨したɻ取外した樋金物や建具金物は、
ラッカーシンφーに浸けて、塗膜がೈ化するまで์置し、
同様に在来塗膜を除去し、素地を研磨したɻ
モルタル面は、木部と同様に劣化部分の塗膜を全面除
去し、在来モルタルの੬ऑ部は、塗膜とڞにモルタル表
面をカップ掛けで除去したɻ࠷後に素地を傷付けないよ
うにワイヤーブラシ等で付着物を除去したɻ
ᶅ༉ੑௐ߹ϖΠϯτ塗（01）
イɽ概　要
内外部の木部を༉性調合ペイントで塗装したɻ色調は
在来のものに倣い、下記をඪ४色としたɻ
外部木部ʵ೔本塗装工ۀձ19ô90D
内部木部（天井を除く）ʵ೔本塗装工ۀձ19ô65D
内部天井ʵ೔本塗装工ۀձ19ôÿ0'
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

༉性調合塗ྉ（OP） 白ѥԖ#ʗ大同塗ྉ᷂

ऍ剤ر 大同ボイル༉ʗ大同塗ྉ᷂
塗ྉ用シンφーAʗ೔本ペイント᷂

防カビ・防૶剤 バイテクʗスζカファイン᷂

下地処理ΤポΩシ樹
脂塗ྉ

浸透形.シーラーʗؔ西ペイント᷂

パテ 金ଐ製建具用ガラスパテ₁छʗؔ西
パテ化工᷂

パテࠞ࿨用ࡉ骨材 ᷂ۀ水石₁ྚʗアイカ工פ

研磨紙 ペーパーヤスリ（̅2û0ʙ320）

ハɽ配　合
塗ྉ　白ѥԖ₁ɿボイル༉0õ15ɿシンφー0õ15
パテA（Ḽ₁）　ガラスパテ₁ɿボイル༉0õ5
パテ#（Ḽ₂）　ガラスパテ₁ɿボイル༉0õ2ɿࡉ骨材0õ3
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ニɽ工　法
ᾇ素地調整
表面をܰくペーパー掛けし、΄こり・Ԛれ・付着物等
を除去したɻ
ᾈ下地処理
下地処理用のシーラーを࡮ໟ塗し、₄時間以上の乾燥
期間をとった後、研磨紙で浮き塗膜等をケレンしたɻ݀、
伱間等は、パテ飼いして表面を平׈にしたɻパテはϔラ
でബく付けるか、厚く付ける場合は、ࡉ骨材をࠞ࿉した
ものをノζルチューブ又はϔラを࢖って伱間に充填したɻ
パテがߗ化する前に周囲にはみग़した༨分なパテを除去
し清掃したɻなお、内部木部の下地処理では、浸透形シ
ーラーは࢖用しなかったɻまた、内部では工事期間中に
カビがൃ生したため、下塗前に࣍ѥ塩素ࢎφトリウムを
用いて১き取り、カビを除去したɻ
ᾉ下塗
༉性調合白ѥԖペイント下塗用を࡮ໟ塗したɻûÿ時間
以上の乾燥期間をとった後、必要に応͡てパテ飼いを行
ったɻ
ᾊ中塗
༉性調合白ѥԖペイント下塗用に調色を加えたものを
ໟ塗し、ûÿ時間以上の乾燥期間をとったɻ࡮
ᾋ上塗
中塗と同様の༉性調合白ѥԖペイントに防カビ剤を添
付して࡮ໟ塗し、࡮ໟむら等が生͡ないようにे分に注
意し表面をۉ一に仕上げたɻ
ᶆΦΠϧεςΠϯ塗（04）
イɽ概　要
外部の下見板や軒裏などをオイルステインで塗装したɻ
色調は在来のものに倣い、下記をඪ४色としたɻ
下見板ʵ೔本塗装工ۀձ22ô30#（現場調合、近似色）
ロɽ材　ྉ
パテ、ࡉ骨材、研磨紙は༉性調合ペイント塗と同͡ɻ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元
合成樹脂塗ྉ
（SOP）

HJʵ$3σラックスΤコᶘ、Ԓ消しʗ೔本
ペイント᷂

ऍ剤ر ೔の丸プライマーオイルʗ೔本ペイント᷂

ハɽ配　合
塗ྉ　合成樹脂調合ペイント₁ɿプライマーオイル₁
パテA（Ḽ₁）　ガラスパテ₁ɿSOP0õ1ɿボイル༉0õ5
パテ#（Ḽ₂）　ガラスパテ₁ɿSOP0õ1ɿボイル༉0õ2ɿ
骨材0õ3ࡉ
ニɽ工　法
ᾇ素地調整
表面をܰくペーパー掛けし、΄こり・Ԛれ・付着物等

を除去したɻ
ᾈ下地処理
݀、伱間等は、仕上げ色に調色したパテを࡮ໟやϔラ
で充填し、表面を平׈にしたɻパテがߗ化する前に周囲
にはみग़した༨分なパテをウΤス等で১きとったɻ
ᾉ下塗
プライマーオイルでرऍした合成樹脂調合ペイントを
ໟ塗し、2û時間以上の乾燥期間をとったɻ࡮
ᾊ上　　塗
下塗と同様の塗ྉを࡮ໟ塗し、࡮ໟむら等が生͡ない
ようにे分に注意し表面をۉ一に仕上げたɻ
ᶇΞΫϦϧथܥࢷඇਫ෼ܗࢄ塗（/"%）
イɽ概　要
中央車寄の木部化粧材にアクリル樹脂系非水分散形塗
ྉを塗装したɻ色調は本屋の在来のものに倣ったɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元
アクリル樹脂
塗ྉ（NAD）

アレスセラマイルドʗؔ西ペイント᷂

下塗塗ྉ カンペ₁ӷ.　木部用下塗H(
ऍ剤ر 塗ྉ用シンφーAʗ೔本ペイント᷂

ハɽ工　法
༉性調合ペイント塗と同様に下地処理を行ったうえで、
木部用下塗塗ྉで下塗し、2û時間以上の乾燥期間をとっ
たɻ中塗・上塗は、ಛघアクリル樹脂塗ྉを࡮ໟ塗したɻ
ᶈ߹੒थࢷௐ߹ϖΠϯτ塗（401）
イɽ概　要
外部の鉄部に合成樹脂調合ペイントを塗装したɻ色調
は在来のものに倣い、下記をඪ४色としたɻ
屋根鉄板（棟、フィニアル等）ɻ ೔本塗装工ۀձ07ô30-
外部水切鉄板、樋、樋金物ʵ೔本塗装工ۀձ19ô90D
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

合成樹脂塗ྉ（SOP）パワーホルス'₄（ウレタンアルΩ
ド樹脂系）ʗؔ西ペイント᷂�

ऍ剤ر 塗ྉ用シンφーAʗ೔本ペイント᷂
（ऍ率₁ʙ₃ˋఔ度ر）

下地強化・防錆Τポ
Ωシ樹脂塗ྉ

スーパーβウルスᶘʗؔ西ペイント
᷂

研磨紙 ペーパーヤスリ（̅2û0ʙ320）

ハɽ工　法
ᾇ素地調整
表面をܰくペーパー掛けし、΄こり・Ԛれ・付着物等
を除去したɻ
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ᾈ下　　塗
下地強化処理用のシーラーを࡮ໟ及びローラー塗し、
₄時間以上の乾燥期間をとったɻ
ᾉ中　　　塗
下塗乾燥後、合成樹脂塗ྉを࡮ໟ及びローラー塗し、
₄時間以上の乾燥期間をとったɻ
ᾊ上　　塗
中塗乾燥後、中塗と同様の塗ྉを࡮ໟ及びローラー塗
し、࡮ໟむら等が生͡ないようにे分に注意し表面をۉ
一に仕上げたɻなお、樋金物は、下塗から上塗までスプ
レーガンを用いてਧ付塗装を行ったɻ
ᶉ߹੒थࢷΤϚϧγϣϯϖΠϯτ塗（&1）
イɽ概　要
外部モルタル部、漆喰部の塗装に採用したɻ色調は在
来のものに倣い、下記をඪ४色としたɻ
外部モルタル部・漆喰部ʵ೔本塗装工ۀձ19ô90D
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

アクリル樹脂Τマ
ル シ ϣ ン 塗 ྉ
（EP）

ビニσラックス300Sʗؔ西ペイント
᷂

ऍ剤ر 上水（رऍ率₅ʙ10ˋఔ度）

下地強化浸透性Τ
ポΩシ樹脂塗ྉ

アレスダイφϛックシーラーアクアʗ
ؔ西ペイント᷂

漆喰面ͻび割れ・
欠けパテ補修材

.,外カϕ補修材ʗメーコー᷂
ガードᶘʗメーコー᷂

研磨紙 ペーパーヤスリ（̅2û0ʙ320）

ハɽ工　法
ᾇ素地調整
表面をܰくペーパー掛けし、΄こり・Ԛれ・付着物等
を除去したɻ
ᾈ下　　塗
下地強化処理用のシーラーを࡮ໟ及びローラー塗し、
16時間以上の乾燥期間をとった後、必要に応͡て研磨紙
で浮き塗膜等をケレンしたɻ
ᾉパテかい
漆喰面のͻび割れ、チリ際の伱間などは、合成樹脂Τ
マルシϣンパテやアクリルパテを用いて埋めて、表面を
研磨して平׈に仕上げたɻ
ᾊ中　　塗
下塗乾燥後、アクリル樹脂Τマルシϣンペイントを࡮
ໟ及びローラー塗したɻ
ᾋ上　　塗
中塗より₂時間以上の乾燥期間をとった後、中塗と同
様の塗ྉを࡮ໟ及びローラー塗し、࡮ໟむら等が生͡な

いようにे分に注意し表面をۉ一に仕上げたɻ
ᶊϫχε塗
イɽ概　要
内部木部の塗装に採用したɻ色調は在来のものに倣っ
たɻなお、修理後は土足利用となるため、廊下と₁階の
床板は、下塗・上塗を浸透性のオイルフィニッシュを࢖
用し、その上に保ޢ材としてワニス塗を行ったɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

ワニス スパーワニスʗ大೔本塗ྉ᷂

オイルフィニッシ
ュ

ワトコオイルʗ北三᷂

着色ステイン（ワ
ニス・オイルフィ
ニッシュ調色用）

バンチϟクʗݰ々化ֶ工᷂ۀ
HJʵ$3σラックスΤコᶘʗ೔本ペイ
ント᷂

ハɽ工　法
ᾇ素地調整及び補色
表面の΄こり・Ԛれ・付着物等を除去したɻ既存の塗
膜が剥離して木地が見えている部分や新材となる部分は、
調色したワニス又はオイルフィニッシュで補色したɻ
ᾈ下　　塗
ワニスを࡮ໟ塗し、2û時間以上の乾燥期間をとったɻ
ᾉ上　　塗
下塗乾燥後、下塗と同様の塗ྉで࡮ໟむら等が生͡な
いようにे分に注意して仕上げたɻ
ᶋϑοૉथࢷ塗
イɽ概　要
床下換気口グリルの塗装に採用したɻ色調は在来のも
のに倣ったɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

フッ素樹脂塗ྉ セラ.フッιʗؔ西ペイント᷂

ऍ剤ر 塗ྉ用シンφーAʗ೔本ペイント᷂
（ऍ率₁ʙ₃ˋఔ度ر）

下地強化浸透性Τ
ポΩシ樹脂塗ྉ

アレスダイφϛックシーラーアクアʗ
ؔ西ペイント᷂

研磨紙 ペーパーヤスリ（̅2û0ʙ320）

ハɽ工　法
ᾇ素地調整
表面をܰくペーパー掛けし、΄こり・Ԛれ・付着物等
を除去したɻ
ᾈ下塗
下地強化処理用のシーラーを࡮ໟ及びローラー塗し、
₄時間以上の乾燥期間をとった後、必要に応͡て研磨紙
で浮き塗膜等をケレンしたɻ
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ᾉ中　　塗
下塗乾燥後、フッ素樹脂塗ྉを࡮ໟ及びローラー塗し、
₄時間以上の乾燥期間をとったɻ
ᾊ上　　塗
中塗乾燥後、中塗と同様の塗ྉを࡮ໟ及びローラー塗
し、࡮ໟむら等が生͡ないようにे分に注意し表面をۉ
一に仕上げたɻ

Ḽ

₁ɽパテ̖は、木部の割れや伱間が₁㎜ະຬの場合に࢖用したɻ

₂ɽパテ̗は、木部の割れや伱間が₁㎜以上の場合や、݀、Ԝみ

などを厚付けで埋める場合に࢖用したɻ

ਤ4ô8ô1　外部の塗装۠分ਤ

無　
断　
使　
用　
禁　
止
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ୈ 9અ　耐震補強工事

⚙ʵ₁　工事概要
ʮ重要文化ࡒ旧三笠ホテル耐震਍断事ۀʯ（平成26年度、
27年度࣮施）で࣮施した耐震基礎਍断、耐震補強Ҋに基
ͮき、࣮施設ܭにおいて解体工事で൑明した内༰や建物
の活用をྀߟして補強方法の見直しを行い、大地震時に
倒յしないための耐震補強を施したɻ補強の概要は以下
のとおりɻ
側通筋の布石積基礎の転倒防止のため、床下に鉄筋コ
ンクリートの裏打ちを新設したɻ
地震時に建物に加わる水平力及びその変形に఍߅する
ため、東西に補強鉄骨フレームをू中配置して既存木部
と࿈結するとڞに、補強材΁水平力を఻ୡするために₁、
₂階の天井裏に水平ブレース補強、₂階床面の一部に構
造用合板補強を施したɻまた、補強鉄骨フレームに生͡
るҾ張力に対するҾൈ఍߅として内部の補強柱近傍に地
盤アンカーを、東側外部の補強柱直下に支持杭を施工し
たɻ
煙突の߶性を高めて倒յを防止するため、煙突上部よ
りԖ直方向にステンレス筋をૠ入し、水平方向では₁、
₂階の天井上で既存の構造材と緊結したɻ
中央と東翼の車寄は、基礎に耐圧版を設置し、柱下部
の基礎コンクリートと柱をアンカーで緊結したɻまた、
壁内と野地に構造用合板を施工したɻ

⚙ʵ₂　工事࣮施仕様
ᶃ基礎෍ੴੵ補強
イɽ概　要
建物外周に設置されている布石積基礎の面外方向΁の

転倒防止のため、布石積の裏側（床下）に鉄筋コンクリ
ートの裏打ちを新設して補強した（図ûô9ô1）ɻ補強材と
一体化して応力がԁ׈に఻ୡされるよう基礎石と既設の
土間コンクリートにあと施工アンカーを打設したɻなお、
ক来の解体や補修に備えて、布石積と鉄筋コンクリート
の間にポリΤチレンフィルムを張って、྆ऀのԑ切りを
行ったɻ
ロɽ材ྉ・主要機材

材　ྉ 仕　様

コンクリート
レσィーϛクストコンクリート
'D�33N�Ὼ、スランプ15㎝

ҟ形鉄筋 SD295A　D13
あと施工
アンカーボルト

SD295　D13　-ʹ300�200（ॎ筋）
SD295　D10　-ʹ660（布石積）

接着系アンカー A3ケϛカルセッター、EAô500
型　枠 ී通合板型枠、厚さ12㎜
モルタル接着剤 NSハイフレックス、H'ô1000
セメント系下地
調整材（補修用）

NSポリマーϛックス

ີ着防止養生材 ポリΤチレンフィルム、厚0õ15㎜

ハɽ工　法
ᾇ४　　備
๽ग़し後、࡮ໟ等で布石積施工面を清掃したɻ石材の
風化や過去のモルタル補修箇所の強化処理として、₃ഒ
ໟでむらなく塗布し、布࡮ऍのモルタル接着増強剤をر
石積裏面にはポリΤチレンフィルムを張ったɻ
ᾈあと施工アンカー打設
布石積及び土間コンクリートの๽ग़し位置にコンクリ
ートドリルで所定のਂさまでἥ孔したɻ孔内をブラシで
清掃後、接着系あと施工アンカーケϛカル剤を注入し、
アンカーを埋め込んだɻॎ筋アンカーの埋込長は12E

ਤ4ô9ô1　基礎布石積補強及び鉄骨フレーム補強基礎平面ਤ
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（156㎜）以上、布石積アンカーの埋込長は150㎜以上と
し、ॎ筋アンカーの間ִを200㎜、布石積アンカーの間
ִをû50㎜ఔ度とした（Ḽ₁）ɻ
ᾉ鉄筋組立
中段及び上段にԣ筋をダブル配筋し、上段のԣ筋には
コの字形鉄筋を200㎜間ִで配筋したɻ鉄筋のかͿり厚
さを確保するため、スペーサーを1õ5̼間ִでԣ筋に取
り付けたɻ
ᾊ型枠組立
基礎石裏面のԜತに合わせて加工した型枠を組み立て、
支保工やࢅ木を用いて固定したɻ
ᾋコンクリート打設
コンクリートड入検査後、圧ૹ用配管を用いてコンク
リートを打設し、打設後はे分な締固めを行ったɻ上面
は所定の高さになるようۉし、定規や木᭳等を用いて平
らに仕上げたɻ
ᾌ型枠解体・清掃
コンクリート打設から₅೔以上経過した後、型枠解体
を行ったɻ型枠୤型後、コンクリート打ち上がり状گを
確認し、必要に応͡てෆ良箇所の補修を行ったɻポリΤ
チレンフィルムをコンクリート天端に合わせて切りἧえ、
作ۀ範囲のย付け・清掃を行ったɻ
ᶄ஍൫ΞϯΧʔ
イɽ概　要
鉄骨フレーム補強の転倒により生͡るҾൈ力に対する
఍߅として、Ԗ直地盤アンカーを設置したɻ設置箇所は、
内部西側の補強柱近傍内側に各₁箇所の₄ܭ箇所、内部
東側の基礎梁南端に₁箇所としたɻ設ܭՙ重û00LN以上
（୹期）とし、削孔ܘЇ135㎜、削孔長29̼、̣஋50以上
が期଴できる砂᛽層支持地盤に₄̼定着させた（支持地
盤にͭいては、ʮୈ₃ষ修理と活用の方針ୈ₃અ耐震਍
断と補強方針ʯをࢀ照）ɻ

ロɽ材ྉ・主要機材

材ྉ・機材 製品໊
Ҿ張材 ,5#Ԗ直地盤アンカー、,6ô5;、Ї15õ2㎜

P$鋼より線₅本ଋ
定着金具 アンカープレート�300㎜角�厚25㎜、アンカ

ーϔッドφ1û0㎜、ϔッドΩϟップφ160㎜、
アルϛΩϟップφ2û0㎜

セメント ී通ポルトランドセメント
ࠞ࿨剤 レオビルドN-ôû000、高性能ݮ水剤
無収縮
モルタル

セラマックス770

削孔機 スプリングドリルESD210、ΤンδンϢニッ
トP6D75、定置式

ハɽ工　法
ᾇ基本ݧࢼ
本設の地盤アンカーに先行して、敷地南側の空地にお
いて所要の定着ਂ度にݧࢼアンカーを設置し、Ҿൈݧࢼ
を行って設ܭ強度以上のۃ限ຎࡲ応力度を有しているか
確認した（ݧࢼՙ重ûû0LN）ɻ
ᾈ土間コンクリートコアൈき
地盤アンカーの施工ਫ਼度を確保するため、事前に設置
位置の既存土間コンクリートをЇ150㎜でコアൈきしたɻ
地盤アンカー施工後、無収縮モルタルで݀埋め補修したɻ
ᾉ機材設置
西側内部は小屋レϕルに設置した仮設足場上に削孔機
を設置したɻ削孔機の搬入は素屋根の屋根を一部解体し
て、上部よりクレーンで吊り込んだɻ東側内部は₁階床
レϕルに設置した仮設足場上に削孔機を設置したɻ۷削
箇所の周囲を養生してഉ水用ポンプを設置し、建物南側
の空地にൃ電機、グラウトϛΩサー、グラウトポンプ、
水槽、ૹ水ポンプを設置したɻ
ᾊ削　　孔
二重管削孔・ロータリーパーカッシϣン方式で行ったɻ
削孔ܘЇ135㎜と同サイζのケーシング（Ｌʹ₁̼）を
ॱ࣍接続して所定のਂ度まで削孔したɻ削孔水はഉ水を
一旦泥水用水槽に貯水したものを॥؀させて࢖用し、水
槽内にཷまったԚ泥をバΩューム車により処理したɻ
ᾋグラウト注入
削孔ྃ׬後、ケーシング内に注入ホースを孔ఈまでૠ
入し清水で孔内洗浄後、グラウトを注入したɻ
ᾌҾ張材ૠ入
Ҿ張材にিܸを༩えないようհࡨロープを࢖って孔内
に৻重にૠ入したɻҾ張材ૠ入後、ケーシングのҾൈ作
にฒ行してグラウトの加圧注入を行ったɻۀ
ᾍ緊張定着
鉄骨フレーム設置後、基礎養生管内部に無収縮モルタ

ਤ4ô9ô2　基礎布石積補強断面ਤ
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ルを充填し、アンカープレート、アンカーϔッドなどの
定着金具を取り付け、Ҿ張ݧࢼを行った（࠷大ՙ重
ûû0LN）ɻݧࢼ後、P$鋼線とアンカーϔッドの伱間にᑹ
を差し込み、定着時の緊張力û0LNを導入したɻ
ᾎ಄部処理
P$鋼線の༨長部をϕビーサンダーで切断し、定着金
具内部に防錆༉を充填し、アルϛ製のΩϟップを取付け
たɻ
ᶅߌ࣋ࢧ
イɽ概　要
東側外部の鉄骨補強フレームのԖ直支持力を確保する
ため、補強柱の直下に地盤改良（コラム）と羽根付き鋼
管を合体させたハイブリット杭を₄本設置したɻ
ロɽ材ྉ・主要機材

材ྉ・機材 製品໊
杭
コラム・羽
根付き鋼管

A55コラム（ιイルセメントซ用羽根付き
鋼管回転埋込み工法）、コラム1ܘó000㎜・長
12õ2̼、鋼管267ܘõû㎜、羽根700ܘ㎜、杭長
12̼ʗѴ化成建材᷂

セメントϛ
ルク

固化材　Ϣースタビラー70ʗ6#E三ඛセメ
ント᷂、水ʗ固化材ʹ70ˋ

杭打機 小型杭打機DH+15ʗ೔本車᫑製造᷂
プラント ࣗ動ྔܭプラントO.'6ô300ʗ近ߐ機工᷂
༉圧シϣϕ
ル

バックホウ、クレーン仕様SH135ʗॅ༑建機
᷂

ハɽ工　法
᎟፩ࠞ合装置を杭৺に合わせて設置し、セメントϛル
クをుग़しながら地盤と᎟፩ࠞ合してコラムを築造し、
杭先端部の࿅りฦし後、᎟፩ࠞ合装置をҾき上げたɻ
ཐટ状羽根付き鋼管を杭৺に合わせて建て込み、回転
させながら築造したコラム中に所定ਂ度まで埋設したɻ
羽根付き鋼管より回転Ωϟップを取外し、羽根付き鋼管
の杭಄レϕルを確認したɻ
なお、コラムの築造状گ、羽根付き鋼管の埋設状گ、
注入材のద൱を確認するために本、گ用機器の作動状࢖
杭の࠷初の₁本目をݧࢼ杭として施工したɻ
ᶆమࠎϑϨʔϜ補強
イɽ概　要
鉄骨フレーム補強を建物内外に設置して、既存の柱・
梁等の軸部と緊結して߶性を高めたɻ鉄骨フレームは、
鉄骨柱に鉄骨梁、基礎梁等を߶接合したɻ鉄骨柱は、内
部西側客室ᶺ22の四隅に各₁本、内部東側リビングルー
ムの南北の壁際に各₁本、外部東側に新築した渡り廊下
の柱を兼ねて₄本を配置したɻ
࣮施にあたっては、建物のৄࡉを採寸のうえ、鉄骨の
施工ܭը図、製作図を作成し、補強材が既存の部材とׯ
বしないよう各部で断面寸法や形状を変えて設置した
（図ûô9ô6）ɻ

ਤ4ô9ô3　地盤アンカー1$鋼₇本より線断面ਤ

ਤ4ô9ô4　東側地盤アンカーの಄部（キャップ取付け前） ਤ4ô9ô5　Ӌ根付͖鋼管杭の施工Օ所と໛式ਤ
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ਤ4ô9ô6　鉄骨フレーム補強ਤ
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ロɽ材ྉ・主要機材

部位・区分 製品໊・規格・仕様ʗ製造元

基
礎

コンクリート ී通ポルトランドセメント　'D�33N�Ὼ

鉄筋 SD295A　D13　+*Sç(ç3112ʗ三੕金ଐ工᷂ۀ

溶接金網 網目50ʷ50㎜、線ܘ⚖㎜ʗ安田᷂ۀ࢈

あと施工アンカーボルト SN3û00#　長2û0㎜　12ܘ㎜、SN3û90#　長390㎜　20ܘ㎜

コンクリート型枠 ී通合板型枠、厚さ12㎜

接着系アンカー A3ケϛカルセッター、EAô500ʗѴ化成᷂

ϕースモルタル NSグラウトʗ᷂೔本化成、

無収縮モルタル（鉄骨柱脚） 太平༸プレϢーロックス・プレϛックスタイプʗ太平༸マテリアル᷂

フ
レ
ー
ム

内
部
西
側

柱 SNû90#、##ʵ1ÿ0�250�19

地梁 SNû90#、Hʵ250�250�⚙�1û

₂階梁 SNû00#、#Hʵ200�1ÿ0�16�25、�SNû00#、#Hʵ150（ʙ200）�1ÿ0�16�25

̧階梁 SNû00#、Hʵ250�250�⚙�1û

内
部
東
側

柱 SNû00#、##ʵ300�200�12

地梁 SNû00#、Hʵ250�250�⚙�1û

₂階梁 SNû00#、Hʵ29û�200�⚘�12、ʦʵ250�90�⚙�13

̧階梁 SNû00#、Hʵ29û�200�⚘�12、SNû00#、�Hʵ200�200�⚘�12

外
部
東
側

柱 #$3295、˘Pô200�200�⚙

各階中間梁 SNû00#、Hʵ200�200�⚘�12

₂階梁 SNû00#、Hʵ200�200�⚘�12

̧階梁 SNû00#、Hʵ200�200�⚘�12

添え板（Ḽ₂） SSû00、SNû90$�、P-ʵ⚖，⚙，12，16，19，22，25，2ÿ

トルシア形高力ボルト 構造用トルシア形高力ボルト.16、.20、.22ʗ೔鉄ボルテン᷂

高力࿡角ボルト ຎࡲ接合用高力࿡角ボルト.22ʗ೔鉄ボルテン᷂

鋼板留め用ビス パネリード鋼、P,ÿô60・90・120ʗシネδック᷂

錆止め塗ྉ ΤポΩシ樹脂系錆止め塗ྉΤスコʗؔ西ペイント᷂、+*S�,�5551�'ˑˑˑˑ

仕上げ塗ྉ ファインウレタン6100ʗ೔本ペイント᷂）、+*S�A�6909�'ˑˑˑˑ

既製金物（外部東側） 耐震+ケーブル　.16ʷ600、高耐力ホールダウンHJʗ᷂タφカ

機
器
・
重
機

鉄骨建方調整 建方ϕースʗテクノス᷂、௺付༉圧δϟッΩ　₂トン用　EA(-E�(û0ʗ᷂ࠓ野製作所

鉄骨揚重 オールテレーンクレーン、性能吊100トン、A5'ô100(₄型ʗ᷂タダノ

鉄骨小ӡ搬 チルローラー8型ʗカπヤマΩカイ᷂、チェーンブロック

高力ボルト締め付けレンチ トルシア形高力ボルトઐ用締め付けレンチ、シϟーレンチʗ5ONE᷂

ハɽ工　法
ᾇ鉄筋コンクリート基礎設置
内部東側には෯1õûʷ長9õûÿʷ厚0õ15̼の鉄筋コンク
リート基礎を設けたɻ鉄筋をॎԣとも150㎜間ִで配筋
し、既存のコンクリート礎石周りには、։口補強筋を配
筋して隅角部には溶接金網を敷いたɻ型枠を組み立て、
圧ૹ用配管を用いてコンクリートを打設し、上面は所定
の高さになるようۉし、定規や木᭳等を用いて平らに仕
上げたɻద切な養生期間を設けて型枠୤型を行ったɻ

ᾈあと施工アンカー打設
土間コンクリート及び鉄骨フレーム基礎コンクリート
に๽ग़しし、コンクリートドリルで所定のਂさまでἥ孔
したɻ孔内をブラシで清掃後、接着系あと施工アンカー
ケϛカル剤を注入し、アンカーを打設したɻ.12ボルト
の埋込長は⚘E（96㎜）以上、.20ボルトの埋込長は₅�
E（100㎜）以上としたɻ
ᾉϕースモルタル設置
土間コンクリート及び鉄骨フレーム基礎コンクリート
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に๽ग़しを行い、吸水調整剤を࡮ໟでむらなく塗布したɻ
乾燥後、あと施工アンカーボルトの養生を行い、ϕース
モルタルの型枠としてφ150のボイド管を、アースアン
カー部はφ175とφ250のボイド管を設置し、ボイド管が
動かないよう外周部をモルタルで固定したɻボイド管内
に無収縮モルタルを所定の位置までྲྀし込み、上端を金
᭳でԡさえ、ద切な養生期間を確保した後、外周部のモ
ルタルとボイド管を撤去したɻ
ᾊ鉄骨製作・搬入
建物のৄࡉを採寸した上、鉄骨の製作加工図を作成し
たɻ鉄骨の接合、加工方法はʮ建築工事ඪ४仕様ॻ
+ASS⚖鉄骨工事ʯ、ʮ鉄骨工事ٕज़ࢦ針・工場製作ฤʯ
ʮ鉄骨工事ٕज़ࢦ針・工事現場施工ฤʯなどに४ڌし、
工場で加工したɻ鉄骨製作工場は建築基४法施行規ଇୈ
₁৚の₃ୈ₁߲の規定によりධ定をडけた鉄骨製作工場
のうち、性能ධՁ基४を̢グレードとしたɻ
ボルト接合面の処理は、シϣットブラスト等によりࠇ
ൽを除去し、錆ଅ進材を࢖用して੺錆状گを確保したɻ
接合部の溶接はノンスカーラップ方式で行い、溶接は工
場のみで行い、現場では行わないものとしたɻ錆止め塗
装（₂回塗、膜厚û0Ж̼ʗ回、グレー色）と上塗塗装
（₂回塗、ࠇ஡色、೔本塗装工ۀձP05ô20#）ྃ׬後に
現場内に搬入したɻ
ᾋ鉄骨建方、鉄骨ボルト締め
鉄骨建方に先立ち、素屋根の折板屋根、฼屋単管、水
平ネット等を一部解体したɻ鉄骨柱をクレーンで揚重し、
上部より建物内部に設置したɻ鉄骨の建込み後、建入れ
直しを行い、鉄骨梁を設置したɻ鉄骨建方時は、仮ボル
トを࢖用し、継手の一܈に所定数入れたɻ
鉄骨建方ྃ׬後、素屋根の折板屋根等を元のとおりに
復旧したɻ
トルシア形高力ボルトは軸力導入ݧࢼを行い、品質を
確認したɻ締め付けは一࣍締め付け後、マーΩングを施
して本締めとしたɻトルシア形高力ボルトは、ઐ用の締
め付け機を用いてϐンテールが破断するまでφットを締
め付けたɻ締め付け機が࢖用できない箇所は、高力࿡角
ボルトを࢖用し、₁࣍締めྃ׬後を起点として、φット
を120 回˃転させたɻ本締めྃ׬後、接合部などの錆止め
塗装と上塗塗装を行ったɻ
ᾌ鉄骨脚部グラウト充填
鉄骨脚部に型枠を組み、型枠を土間コンクリートに固
定したɻ型枠の伱間はൃ๐ウレタンで埋めたɻ型枠上部
よりグラウトをྲྀし込んで充填し、ポリプロϐレン製伪
で養生したɻ₃೔間の養生期間を設けて、型枠を解体し
たɻ

ᶇਫฏϒϨʔε補強
イɽ概　要
水平構面߶性を確保し、地震時の水平力を鉄骨フレー
ム補強に఻ୡするため、鉄筋水平ブレースを₁、₂階の
天井上に設置したɻブレースの取付けは、梁やܻなどの
古材を傷めないよう、古材側面に新規木枠を添わせてス
テンレスバンドで固定し、木枠にブレース接合金物を取
付けたɻなお、外周などステンレスバンドを巻き付けら
れない箇所は、木枠を古材にステンレスビスで固定したɻ
ロɽ材ྉ・主要機材

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

ブレース +*Sコンブレース　φ16、20　
溶༥ѥԖメッΩʗコンドーテック᷂

ブレース
接合金物

SSû00、P-ʵ⚖，⚙ʗ
᷃高ࢁ製作所で溶接して製作

木枠 ᐻçಛ一等　120㎜角ç,D材çSD15çE130ó150
ʗ᷂ژल঎ళ、᷂いちい

ステンレス
鋼平バンド

バンドʵイットバンド　෯19õ1ʷ厚0õ76㎜、
バンドʵイットバックルʗ#ANDô*5

塩ビ平板 カϐロンプレート　,ô5ÿû0グレー　厚⚖㎜
ʗ笠井᷂ۀ࢈

ビス類
既製金物

パネリード鋼　.ÿ㎜ʗシネδック᷂
パネリード9・S　.ÿ㎜ʗシネδック᷂
ステンレスビスç長150、1ÿ0㎜ʗ
サンコーインダストリー᷂
ステンレスホールダウン6　20,N用、
ビス止めホールダウン6　20,N用、
ステンレス྆ネδボルト・φット　.16
オメガコーφー　20,N用ʗ᷂タφカ

ハɽ工　法
ᾇ木枠取付け
古材（陸梁、胴差、ܻなど）の྆側に木枠を添わせて
ステンレスバンドを巻き付けて固定したɻバンドはઐ用
の器具を用いて締付け、端部をઐ用のバックルで固定し
たɻバンドの取付け間ִは、300㎜以内とし、バンドが
古材にめり込まないよう上端や下端に飼物を入れて古材
を保ޢしたɻまた、既存のボルト金物などで古材に突起
がある場合は、飼物で調整した上で枠材を取付けたɻな
お、外周や古材の上下に伱間がなく、バンドを巻き付け
ることができない箇所は、木枠と古材を150㎜間ִでઍ
ௗにビス留めして固定したɻ
ᾈブレース接合金物及びブレース取付け
木枠の入隅部分にブレース接合金物をパネリード鋼で
固定したɻなお、木枠と金物の間には、木材の防腐対策
として塩ビ平板を挟んだɻ水平ブレースを対角にあるブ
レース接合金物にボルトで取付けて固定し、ターンバッ
クルで長さを調整し、ブレースのަ差部を番線で結んだɻ
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ᶈߏ଄用߹൘補強
イɽ概　要
₁階天井上の空間がগなく、水平ブレース補強を行う
ことがࠔ೉な東翼は、₂階客室（ᶺ₁ʙ₄）の床面に構
造用合板を張り、水平構面߶性を確保した（図ûô9ô9）ɻ
なお、西翼の客室（ᶺ1ûʙ17）にͭいても、東翼とのバ
ランスをྀߟして床面に合板補強を行ったɻ
中央車寄では、野地板、小壁、ಠ立柱の腰壁に、東翼
車寄では、野地板、࠺壁、ಠ立柱の腰壁、木階のକ壁に

それͧれ構造用合板を張ったɻ
ロɽ材ྉ・主要機材

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

構造用合板
（車寄野地板）

910ʷ1óÿ20ʷ2ÿ㎜　ಛ類　̛ˑˑˑˑ　
針葉樹全層ਿʗळ田プライウッド᷂

構造用合板
（上記以外）

910ʷ1óÿ20ʷ12㎜　ಛ類　̛ˑˑˑˑ　
針葉樹全層ਿʗळ田プライウッド᷂

釘 ₂ʷ₄釘（枠組壁工法）　$N65、90ʗ
᷂ダイドーハント

ਤ4ô9ô7　₂階天井上（小屋内）の水平ブレース補強ਤ

ਤ4ô9ô8　₁階天井上（₂階床下）の水平ブレース補強ਤ
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ハɽ工　法
構造用合板を既存の根太の配置に合わせて割り付けて
加工し、合板の継ぎ目や෯木際などは₃㎜の伱間をあけ
て、四周を150㎜間ִで釘留めしたɻなお、既存の床板
のෆ陸が大きい箇所には、高さ調整のために2õ5㎜のബ
ϕニヤを合板下に敷いてෆ陸調整を行いながら施工したɻ
車寄は、野地板として垂木に構造用合板を張り、それ
以外は下地の枠材を取付けて、構造用合板を釘留めしたɻ
ᶉԎಥẂנԖ௚補強
イɽ概　要
煙突煉瓦頂部よりἥ孔し、補強材としてステンレス鉄
筋をૠ入してグラウトを充填したɻ補強材にҾ張応力を
ෛ୲させることで、煉瓦構造体の一体性を保持し、煉瓦
壁面内・面外の曲げ性能を高めた（図ûô9ô10）ɻ
ロɽ材ྉ・主要機材

区　分 材ྉ・機器໊ 製品໊ʗ製造元

Ҿ張材・
機器

ステンレス鉄筋
S6S30û　295#、D19ʗ
Ѫ知製鋼᷂

5*(溶接機 735P.ô202ʗ᷂ダイϔン

グラウト
材・機器

無収縮モルタル

太平༸Ϣーロックス・スラリ
ータイプ、太平༸プレϢーロ
ックス・プレϛックスタイプ
ʗ太平༸マテリアル᷂

圧ૹ用ポンプ 5Sô002ʗ᷂༑定建機

削孔機器

乾式コアマシン SP9ô16A3ʗ᷂コンセック

ूਖ機 SA5ôᶘʗ᷂アクティブ

仮設Ս台固定用
無機系あと施工
アンカー

Τスアールタイトʗ
᷂ケー・Τフ・シー、
全ネδステンレスボルト
.16

ハɽ工　法
ᾇ๽ग़し
煙突天端に暖࿍ข口の位置等を๽ग़しし、削孔位置を
確認したɻ
ᾈ煉瓦削孔
コアマシンを固定するため、接着系あと施工アンカー
を煙突天端に打設し、アンカーߗ化後にՍ台を用いて機
器を設置したɻ
削孔はコアマシンにूਖ機を接続して切คをഉग़しな
がら乾式で行ったɻコアガラは、దٓコアチューブにू
ਖホースを接続して吸い上げて回収したɻ削孔中は₁̼
毎に水平器や୳査機でコアチューブの角度やਂ度をܭ測
し、削孔に曲がりがないか確認して進めたɻまた、暖࿍
ข口に近接して削孔する場合は、事前にข口上部に水平
方向にコアを削孔し、ׯবの有無を確認して進めたɻ煙
突煉瓦のԖ直削孔数・ܘ・長は下記のとおりɻ

ਤ4ô9ô9　東翼₂階客室の構造用合板割付ਤ

ਤ4ô9ô10　西翼煙突の補強ਤ



98 ୈ₄ষ　保存修理工ࣄの内༰

߲　目 施工内༰
削孔数 15箇所（煙突₅本ʷ各₃箇所）
削孔ܘ 直53ܘ㎜
削孔長
（࣮施）

7õ2̼ʷ₂箇所、　ÿõû̼ʷ₁箇所、
9õ3̼ʷ10箇所、10õ6̼ʷ₂箇所

ᾉ削孔ྃ׬
所定のਂさまで削孔後、孔内を清掃して巻き尺で削孔
長を確認したɻまた、ファイバースコープを用いて孔内
にコアガラが残留していないかや、孔内壁面に大きな空
伱がないかなどを確認したɻコアマシン撤去後、突ग़し
ている固定用アンカーを煉瓦面で切断したɻ
ᾊ鉄筋溶接
定尺⚖̼のステンレス鉄筋を場内にてアルΰンガスを
用いたティグ溶接で接続し（Ḽ₃）、所定の長さ（7õ5ʙ11
̼）に加工したɻまた、鉄筋を煉瓦削孔内の中৺に設置
するため、ステンレスパイプを加工したスペーサーを໿
₂̼間ִで取り付けたɻ
ᾋҾ張材ૠ入
ステンレス筋をクレーンで吊り上げて、素屋根上部よ
り落とし込んで煉瓦削孔内にૠ入したɻなお、鉄筋頂部
には玉掛けできるようあらか͡め吊金物を取り付け、孔
内΁のグラウト注入後に吊金物を含む༨長部分を煉瓦面
で切断したɻ
ᾌグラウト注入
孔内清掃後、吸水防止のため孔内を෾ໄ器で水࣪し、
圧ૹ用ポンプに接続したビニールホースを孔内にૠ入し、
水と࿅りࠞͥた無収縮モルタルを注入したɻ注入は一気
に行わずに、グラウト材が煉瓦空伱等から漏れग़ていな
いか確認しながら行ったɻ
漏ग़が確認された場合は一旦注入を中止し、グラウト
材のߗ化後に様子をみて注入を再։した（Ḽ₄）ɻ孔内の
グラウト充填状گは、注入時にスコープを用いて確認し
たɻ
ᶊԎಥẂנਫฏ補強
イɽ概　要
煙突突ग़部の転倒防止のために、₁、₂階天井上で煙
突側面に補強木梁をアンカーで固定し、補強木梁と小屋
内の合掌や₂階胴差等を金物で緊結した（図ûô9ô10）ɻ
なお、東翼の₁階天井上には補強木梁を取付ける空間が
なかったため、外部より水平に煙突を貫通してアンカー
をૠ入し、₂階胴差等の側面に支圧版を取付けたɻ

ロɽ材ྉ・主要機材

区分 材ྉ・機器 製品໊ʗ製造元

アンカー
ステンレス
筋

S6S30û　295#、D19ʗ
Ѫ知製鋼᷂

グラウト
材・機器

無収縮
モルタル

太平༸Ϣーロックス・スラリータ
イプʗ太平༸マテリアル᷂

手動ポンプ ̣ͭまーるʗ᷂༑定建機

削孔機器
乾式
コアマシン

ハンマードリル(#Hçûô32D'3ʗ
ボッシュ᷂、ダイヤコア震動ドリ
ルÿû06$ʗ᷂マΩタ

ूਖ機 7$20ô6ʗヒルティ᷂

補強木梁

補強梁
ᐻ、੺਎一等材、1ÿ0ʷ1ÿ0ʷ
1ó700㎜（2ó300、3ó500㎜）

固定金物
（小屋内）

梁ड用後施工金物*NA(ONʗ
#9カネシン᷂

固定金物
（₁階天井上）

リトルコーφー、オメガコーφー　
15・20,N用ʗ᷂タφカ

ハɽ工　法
ᾇ๽ग़し
煙突側面に削孔位置を๽ग़しし、Ԗ直補強箇所や煙ಓ
とׯবしないか確認したɻ
ᾈ煉瓦削孔
削孔はコアマシンにूਖ機を接続して切คをഉग़しな
がら乾式で行ったɻコアガラは、దٓコアチューブにू
ਖホースを接続して吸い上げて回収したɻ煙突煉瓦の水
平削孔数・ܘ・長は下記のとおりɻ

部　位 ߲目 規格・数ྔ

₂階
天井上

削孔数
36箇所
（東西翼煙突₄本ʷ⚖箇所、
中央煙突₁本ʷ12箇所）

削孔ܘ 直35ܘ㎜

削孔長 20㎝

₁階
天井上

削孔数
12箇所
（西翼煙突₂本ʷ₄箇所、
東翼煙突₂本ʷ₂箇所）

削孔ܘ
直35ܘ㎜（西翼）
直20ܘ㎜（東翼）

削孔長 30㎝（西翼）、1õ2̼（東翼）

ᾉ補強木梁取付け
補強木梁を小屋内の合掌間や₂階の床梁間に合わせて
加工し、金物で緊結したɻまた、アンカーをૠ入する煉
瓦の削孔位置に合わせてἥ孔したɻ
ᾊアンカーૠ入・グラウト注入
補強木梁と煙突の削孔部にステンレス筋をૠ入し、グ
ラウトを注入したɻ煙突煉瓦表面は平׈でないため、補
強木梁と煉瓦がີ着するよう、補強木梁と煉瓦表面には
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あらか͡め20㎜ఔ度の伱間を設け、煉瓦削孔部と一体で
グラウトを充填したɻグラウトが漏ग़しないよう補強木
梁の三ลをシールで養生し、煉瓦表面にはポリΤチレン
フィルムを張ってԑ切りし、後世に煙突表面のグラウト
を撤去しやすいようにしたɻ
ᶋंد基礎補強
イɽ概　要
中央及び東翼車寄の基礎として、鉄筋コンクリート造
の耐圧版を設けたɻಠ立柱の礎石部分には、耐圧版と一
体で礎柱を立上げたɻなお、中央車寄では、ত࿨û9年
（197û）の曳家時に設置された土間コンクリートの周囲
に基礎を新設し、྆ऀをあと施工アンカーで緊結したɻ
ロɽ材ྉ

材　ྉ 仕　様

コンクリート
レσィーϛクストコンクリート
'D�30N�Ὼ、スランプ15㎝

ҟ形鉄筋 SD295A　D13

アンカーボルト SD295　D13

接着系アンカー A3ケϛカルセッター、EAô500

型　枠 ී通合板型枠、厚さ12㎜

ホールアンカー .16ステンレス全ネδボルト

ハンマーφット
Dボルトシステム　.16ホールアンカ
ー用ʗコボット᷂

ハɽ工　法
根切り、床付け、砕石敷き（厚60㎜）のうえ、レϕル
コンクリートを設置して๽ग़しを行ったɻ主筋及び配力
筋を150㎜間ִで上下₂段に配り、型枠を設置後、耐圧
版のコンクリート（厚300㎜）を打設したɻ中央車寄で
は、あらか͡め既存の土間にコンクリートドリルで削孔
し、接着系あと施工アンカーを150㎜間ִで取付けたɻ
中央及び東翼車寄とも礎柱は、主筋（ॎ筋）、スター
ラップ筋（ԣ筋）を組立て、ホールアンカーを取付けて
コンクリートを打設したɻハンマーφットは、柱など木
部の組立てに合わせて、࿈結金物を࢖用して取付けたɻ

Ḽ

₁ɽ布石積のあと施工アンカーは、₃箇所でҾൈݧࢼを行い、設

Ҿൈ耐力以上であることを確認したɻܭ

₂ɽガセットプレート、スプライスプレート、ϕースプレートɻ

₃ɽ本施工前にステンレス鉄筋継手溶接部のҾ張ݧࢼをୈ三ऀ検

査機ؔにおいて行ったɻ₃本のࢼڙ体破断時のҾ張強度（平

630NʗῺ）が、ステンレス鉄筋のメーカー基४஋ûû0Nʗۉ

Ὼ以上であることを確認したɻ

₄ɽ再注入後も漏ग़を܁りฦす場合は、ࡉ骨材（࠷大ཻ2ܘõ5

㎜）入りで௿ྲྀ動性タイプのグラウト材太平༸プレϢーロッ

クスを孔内にྲྀし込んで充填したɻ ਤ4ô9ô11　中央車寄の基礎設置ਤ
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ୈ10અ　設 備 工 事

10ʵ₁　工事概要
耐用年数を௒えて࿝朽化した電気設備の更新・改修を
行ったɻ配管や配線、配線器具類などは新調し、建物の
意匠に支障をきたさ͵よう可能な限り隠ṭ配管としたɻ
配線は小動物等の接৮による୹བྷग़火などを防止するた
め、小屋内は管内配線としたɻなお、既存の電灯スイッ
チ、コンセントは、本工事で撤去したが、活用上の࢖い
উ手などをྀߟして検౼を行い、復旧は࿈ܞする活用؀
境強化事ۀで行ったɻ同様に、ࣗ動火ࡂใ知設備の撤去
は本工事で行い、復旧は防ࡂ施設整備事ۀで行ったɻ
照明器具はす΂て取外し、破損や欠失したものは補修
や補足を行い、Ӵ生器具は便器及びタンクを除いてす΂
て取外して清掃し、欠失した部品をಛ注品や類似の既製
品で補足して復旧したɻ屋根工事に支障となる避雷設備
は一旦撤去し、屋根工事ྃ׬後に復旧したɻ

10ʵ₂　工事࣮施仕様
ᶃװઢ設備ఫڈ
敷地北西より建物北側にかけて埋設されていたװ線設
備を撤去したɻ電線管やケーブルなどの埋設物の撤去に
あたっては、通電の有無を調査して、ෆ要なものはۃ力
撤去したɻなお、װ線設備の復旧や分電盤の設置は、࿈
で行ったɻۀする活用؀境強化事ܞ
ᶄి౮・ίϯηϯτ設備ఫڈɺి౮設備෮چ
既設の電灯設備の配線・配管のうち、解体工事に൐っ
て撤去が可能なものはす΂て撤去した（Ḽ₁）ɻ照明器具
は番付を記したՙࡳを付けたうえです΂て取外し、壁付
のコンセントやスイッチボックスもす΂て撤去したɻ配
線はケーブルとし、ۃ力小屋裏及び床下に隠ṭして敷設
し、要所に分ذボックスを設けたɻ小屋内と壁埋込部分
は配管で保ޢしたɻ配線がやむをಘず露ग़する場合は、
周囲の色に近似したモール又は電線管を࢖用したɻ電灯
設備の電線・電線管は、す΂て新規にやり替え、材ྉは
下記の+*S規格品を࢖用した（図ûô10ô1）ɻ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

電線ケーブル E.ôEE'1õ6ô2$、1õ6ô3$、2õ0ô2$ʗ
໼࡚Τφδーシステム᷂

電線管 質ビニル電線管・フレΩ　7Eô16、22ߗ
合成樹脂可とう電線管P'ô16、22ʗ以上、
ະ来工᷂ۀ　

アウトレット
ボックス

埋込四角アウトレットボックス　
$DOôûASʗະ来工᷂ۀ

ᶅऑి設備・ࣗಈՐ災ใ஌設備ఫڈ
既設のスϐーカーやセンサーなどのऑ電設備、空気管
や感知器などのࣗ動火ࡂใ知設備はす΂て撤去したɻࣗ
動火ࡂใ知設備は、器具や設置箇所を見直したうえで、
࿈ܞする防ࡂ施設整備事ۀで設置したɻ
ᶆর໌ث具補म・෮چ
既設の照明器具は、୤着可能な部品を分解して清掃し、
ιケット・コード類等の機能を୲う部品は現行の電気用
品安全法にదしたものにަ換したɻࠨ記以外は、原ଇ再
利用したが、破損が著しいロビーのシϟンσリアのパー
チメントセードや欠失していた部品等は、在来に倣って
新規に製作したɻ各器具の補修内༰は、表ûô10ô1のとお
りɻ補修ྃ׬後、落下防止ワイヤーを取付けて、原位置
に復旧したɻ
ᶇӴੜث具औ֎͠・ਗ਼૟・෮چ
Ӵ生設備は形式復原のために、床下の配管や通水は行
わなかったɻ再利用したӴ生器具は清掃して復旧したɻ
手洗器のうち、修理前に取外して存置されていたものは、
欠失箇所に取付けたɻ手洗器のഉ水管や立水栓、ハンド
ルがෆ足していたものは、既製品で形状が近いものを補
足して取付けたɻまた、手洗器ブラケット、鏡、鏡下台、
鏡下台ブラケットが欠失していたものは、既存部材に倣
って新規に製作して取付けたɻ各部材の補足箇所等は、
表ûô10ô2のとおりɻ
ᶈආཕ設備ఫڈ・෮چ
イɽ概　要
避雷設備は、平成15年（2003）の屋根葺替え時に設置
されたもので、ࠓ回の屋根葺替えに൐ってす΂て一旦撤
去し、屋根工事に合わせて避雷針（₃箇所）、避雷導線、
棟上げ導体（銅ଳ）、接続端子ശを復旧し、新たに地中
に接地棒（₃箇所）を打ち込んだ（図ûô10ô2）ɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

避雷導線 銅線　َ೨線　2õ0㎜ʷ13本　外10ܘõû㎜ʗ
東ژ避雷針工᷂ۀ

導線支持
金具

導線取付け金具ʵԫ銅製　
棟上げ用台部ʵステンレス製ʗ以上
東ژ避雷針工᷂ۀ　
屋根面Ҿ下げ用ยサドル金具ʵステンレス製
ʗະ来工᷂ۀ

同上接着剤 変成シリコンコーク2ʗコニシ᷂　

導線保ޢ管 質ビニル電線管　7Eô22+ûߗ
7E管フレΩ　7Eô22'+ʗະ来工᷂ۀ

接地棒 ࿈結式アース棒　銅被覆　φ1ûʷ1õ5̼

接地端子വ 5#ôS51ʗ東ژ避雷針工᷂ۀ
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ハɽ工　法
ड৴部の避雷突針及び支持管（真᭦製）は、既設を再
利用し、ड৴部の部材同士は、ハンダ、ね͡締めなどに
より電気తに接続したɻ
棟上げ導体は、棟頂部の鉄板に໿0õ6̼毎に支持金具
をシーリング材で接着固定し、避雷導線を敷設したɻ屋
根面のҾ下げ導体は、スレート葺に合わせて支持金具を
໿₁̼毎に取付け、避雷導線を敷設したɻҾ下げ導線の
うち、地下0õ3̼から軒先までは、保ޢ管内に敷設したɻ
導線の分ذ点には、それͧれ̩型、े字型などの端子を

用いて接続したɻ
接地工事は、接地棒を規定のਂさを確保して地中に打
ち込み、接地఍߅を測定した（Ḽ₂）ɻ直上にはݧࢼ端子
വを取付けたɻ

Ḽ

₁ɽ天井内の配線・配管のうち、解体工事に支障がなく、通電し

ていないত࿨初期ʙ中期にかけて設置されたൺֱత古いもの

は存置したɻ

₂ɽ接地఍߅஋は単体50Њ以下、૯合10Њ以下としたɻ

基本తに修理前後で変更はないが、既存のスポットライトは撤去し、࿈ܞする活用工事でలࣔ室やϛューδアムシϣップに新設した
ਤ4ô10ô1　電灯設備配置ਤ
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表4ô10ô1　照明器具の修理一ཡ

室　໊ 器具໊ 位置 記߸ 数ྔ 補　修
新規製作（取替・欠失部補足） 塗装 落下防止

ワイヤー製作内༰ 数ྔ 磨き仕上

ロビー

シϟンσリア₁
（⚖灯式） 中央 P⚙ ₁台 ࿪み・変形補修

パーチメントセード ⚖
ʓ ʓ࿟管（金ଐ製） ⚖

花飾り（銅板金） 1û

シϟンσリア₂
（₃灯式） 北西 P10 ₁台 ࿪み・変形補修

パーチメントセード ₃

ʓ ʓ
࿟管（金ଐ製） ₃
花飾り（銅板金） ₁

࿟管下フランδ（銅板金） ₁
シϟンσリア₂
（₃灯式） 北東 P10 ₁台 ࿪み・変形補修

パーチメントセード ₃
ʓ ʓ

࿟管（金ଐ製） ₃

シϟンσリア₂
（₃灯式） 南西 P10 ₁台 ࿪み・変形補修

パーチメントセード ₃

ʓ ʓ
࿟管（金ଐ製） ₃
花飾り（銅板金） ₂
葉飾り（鉄板金） ₁

シϟンσリア₂
（₃灯式） 南東 P10 ₁台 ࿪み・変形補修

パーチメントセード ₃
ʓ ʓ

࿟管（金ଐ製） ₃
Τントランスホール シϟンσリア₃ 中央 P₃ ₁台 ࿪み・変形補修 葉飾り（鉄板金） ₁ ʓ ʓ

₂階ホール シϟンσリア₄ 中央 P₃ ₁台 フランδ修理 ᴷ ᴷ ʓ
リビングルーム チェーンペンダント₁ 中央 P11 ₁台 ガラスグローブͻび割れ補修 ᴷ ʓ ʓ
ライブラリー チェーンペンダント₂ 東・西 P⚘ ₂台 ᴷ ᴷ ʓ ʓ
中央階段 チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ʓ ʓ
NP�� チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�� チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

NP��ෟ室 パイプペンダント 中央 P₂ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�� チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

NP��ෟ室 パイプペンダント 中央 P₂ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�� チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�� チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ガラスセードはలࣔ品ྲྀ用 ᴷ ʓ
NP�� チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�� チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�� チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

NP��ෟ室 パイプペンダント 中央 P₂ ₁台 ᴷ ᴷ ʓ ʓ
NP�� チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�10 チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�11 チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�12 チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�1û チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�15 チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

NP�15ෟ室 パイプペンダント 中央 P₂ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�16 チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

NP�16ෟ室 パイプペンダント 中央 P₂ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�17 チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

NP�1ÿ前室
チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

ブラケット₃ 壁付 # ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
NP�1ÿཋ室 コードペンダント₂ 中央 P⚗ ₁台 ガラスセード割れ補修 ᴷ ᴷ ʓ
NP�1ÿ チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

NP�1ÿෟ室 パイプペンダント 中央 P₂ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�19 チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

NP�19ෟ室
パイプペンダント 中央 P₂ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
ブラケット₃ 壁付 # ₁台 ᴷ ガラスグローブ（既製品） ₁ ᴷ ᴷ

NP�20 チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�21 チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
NP�22 チェーンペンダント₃ 中央 P₁ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

NP�23
チェーンペンダント₃ 東・西 P₂ ₂台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

ブラケット₂ 壁付 # ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ
NP�23ཋ室 コードペンダント 中央 P⚖ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
₁階便所 コードペンダント₁ உ・ঁ P₄ ₂台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
₂階便所 コードペンダント₁ உ・ঁ P₄ ₂台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ
₁階廊下 パイプペンダント ˞₁ P₂ ⚗台 ᴷ ᴷ ʓ ʓ

₁階東෭階段前 パイプペンダント 中央 P₂ ₁台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

₂階廊下
パイプペンダント ˞₂ P₂ ₄台 ᴷ ᴷ ʓ ʓ
パイプペンダント ˞₃ P₂ ₅台 ᴷ ᴷ ᴷ ʓ

東翼車寄（復原） シーリングライト 中央 P⚘ ₁台 ᴷ 本体器具・ガラスグローブ ₁ ᴷ ʓ
既存の照明器具はす΂てオーバーホールを行ったɻまた、配線・ιケット・ランプのަ換も行ったɻ　　ʓɿ施工あり　ᴷɿ施工なし
˞₁ɿ中央廊下東（₂）、中央廊下西（₂）、東側廊下、西翼廊下、便所前廊下　　˞₂ɿ東翼廊下、中央廊下東（東端）、西翼廊下、中央廊下西（西端）
˞₃ɿ中央廊下東（₂）、中央廊下西（₂）、便所前廊下
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表4ô10ô2　衛生器具の਺ྔ一ཡ

ਤ4ô10ô2　避雷਑設備ਤ
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ᒇ᰿అ図

※

※この引下げ導体は、積雪による影響で破損が生じたため、
竣工後、点線で示す位置に変更した。

室໊
手洗器 ブラケット 水管څ ഉ水管 立水栓 ハンドル 鏡 鏡下台 ブラケット

備ߟ
全数補足全数補足全数補足全数補足全数補足全数補足全数補足全数補足全数補足

NP�₁ ₁ ₁˞ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂˞ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ 手洗器・立水栓は存置࢖用

NP�₂ෟ室 ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�₃ෟ室 ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁

NP�₄ ₁ ₁˞ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂˞ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ 手洗器・立水栓は存置࢖用

NP�₅ෟ室 ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�⚖ෟ室 ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�⚗ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁

NP�⚘ෟ室 ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁

NP�⚙ෟ室 ₁ ₁˞ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ 手洗器・立水栓は存置࢖用

NP�10ෟ室 ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�11ෟ室 ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�12 ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�1û ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�15ෟ室 ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�16ෟ室 ₁ ₁˞ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂˞ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ 手洗器・立水栓は存置࢖用

NP�17 ₁ ₁˞ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂˞ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ 手洗器・立水栓は存置࢖用

NP�1ÿ前室 ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�1ÿෟ室 ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂˞ ₁ ₁ ₁ ₁ ハンドルは存置࢖用

NP�19ෟ室 ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₁ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�21ෟ室 ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�22ෟ室 ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁

NP�23 ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁

西෭階段下 ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ 手洗器ブラッケット補修

₁階உ便所 ₁ ₁ ₁ ₂ ₂ ₂˞ ₁ ₁ ハンドルは存置࢖用

₁階ঁ便所 ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ̌

₂階உ便所 ₁ ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ̌

₂階ঁ便所 ₁ ₁ ₁ ₁ ₂ ₁

˞印は過去に取外して存置（保管）されていたものを取付けた
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ୈ11અ　ࡶ　工　事

11ʵ₁　工事概要
既存の床に敷いてあるリノリウムのうち、中央の主階
段及び東西の෭階段のリノリウムは清掃して存置し、そ
れ以外は新規のリノリウムに取替えたɻまた、主階段の
当初リノリウムを保存するため、養生のために床板を増
し張りした上で、新規に製作したリノリウムを張ったɻ
カーテンは既存をߟࢀに、ドレープカーテン、レース
カーテンを既製品より選定してす΂て取替えたɻ
外部の各所に取付く水切板金は、木部の解体に൐って
取外した箇所を新規の水切板金に取替えて復旧したɻ
外部の胴蛇腹ఈ板にある換気口の金網は、新規に取替
え、₂階客室天井にある換気口には、天井上に新規に金
網を設置したɻ基礎の換気口に設置してあるグリルは、
す΂て取外し、破損箇所の補修や塗装を行って復旧したɻ
欠失していた室໊ࡳや小屋内のボルト類は在来に倣っ
て新規に製作して取付けたɻ小屋内の補強鉄骨の結露対
策として、補強鉄骨に断೤材を巻き付けたɻ₁階の床板
を解体した範囲には、床下に防蟻土壌処理剤を散布したɻ

11ʵ₂　工事࣮施仕様
ᶃϦϊϦ΢Ϝऔସ͑
イɽ概　要
₁、₂階廊下、₂階客室の床リノリウムを新規に張り
替えたɻまた、現状変更に൐う復原により、ロビー、ラ
イブラリーの床塩ビシートをリノリウムに、₁階客室ᶺ
1ÿෟ室の床にリノリウムを張ったɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

リノリウム マーモリウム・ιリッド　.-ô3370、.-ô
3353�ʗフΥルボ・フロアリング

階段ノンス
リップ

アシステップ　10ô50ʗ᷂アシスト

リノリウム
プリント

67ダイレクト印࡮　Τプιン67プリンタ
ー�S$ô77000ʗ᷂アプトサイン

ハɽ工　法
リノリウムは、各部屋の大きさに合わせてࡋ断し、巻
きบを取り、施工後の収縮を཈えるために₂ि間ఔ度仮
敷きのままにしておいたɻ固定は端部を床板に真᭦釘で
止め、階段は60㎜間ִ、客室及び廊下は90㎜間ִとした
（Ḽ₁）ɻまた、廊下のリノリウムは、既存の΁の字金物を
再利用して、ステンレスビスで床板に固定したɻࠓ後の
収縮をྀߟして、リノリウムの継ぎ目及び෯木際はそれ
ͧれ₁㎜ఔ度の伱間をあけたɻ

主階段のリノリウムは、既存の寸法に合わせて工場で
によ࡮用した67ダイレクト印࢖断し、67インクをࡋ
り表面に雷文ボーダー柄をプリントした（Ḽ₂）（図ûô11ô1）ɻ
なお、主階段及び෭階段に敷かれていた既存のリノリ
ウムは存置し、رऍした中性洗剤で১き取ってクリーニ
ングしたɻ
ᶄओ֊ஈচϦϊϦ΢Ϝཆੜ
イɽ概　要
当初のリノリウムは劣化が著しく、破損せずに剥がす
ことも೉しいため、清掃後、養生のために全面にフェル
トを敷き、階段の踏板・蹴込板を増し張りした（図ûô11ô
û）ɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

養生フェルト タスクレイシート　30Eʗ
田ౡルーフィング᷂

増し張り踏板・
蹴込板

ᓏ、੺਎小અ

ハɽ工　法
当初リノリウムの全面に厚₃㎜の養生フェルトを敷き、
既存踏板の྆端部にはബϕニヤを下張りして段差が無く
なるようにしたɻ
新規に製作した踏板、蹴込板、段ඓを既存の部材を覆
うように増し張りし、新規踏板を既存踏板の྆端にビス
で固定し、ビス݀を太䈂で埋めて隠したɻ既存のささら
ܻと新規の踏板、蹴込板との伱間にはԡしԑを取付けたɻ
ᶅΧʔςϯ৽ௐ
既存のカーテンの柄や布地に近いものを、既製品（ג
式ձࣾཾଜඒज़৫物製）より選定して、๓製のうえ吊り
込んだɻカーテンの取付け箇所とछ別、基४寸法は図
ûô11ô2にࣔすとおりɻ
材ྉはポリΤステル製、防Ԍ加工品、₂ഒヒダఔ度と
し、寸法は既存をߟࢀに現場で採寸してܾ定したɻ床か
らの仕上げ੄高さは、ÿ5㎜を基४としたが、࿈ܞする活
用工事でパネルヒーターを設置する客室ᶺ₁ʙ₄（ෟ室
を含む）及び揚げ床とする客室ᶺ₅ෟ室は、ヒーターや
床にׯবしない長さとしたɻロビー及び客室ᶺ1ÿ・前室
に取付けるレースカーテンのリングは、ෆ足分を新調し、
それ以外は既存を࢖用したɻ
取付けは、カーテンフックをリングに取付け、タッセ
ルバンド（カーテンとڞ布）྆端のඥ部分を๪掛け金物
に掛けて、カーテンの形を整えたɻ
ᶆਫ੾൘ۚ補म・෮چ
イɽ概　要
木部の解体に൐って取外した、外部の基礎石・窓台・



105ୈ 11 અ　雑　工　ࣄ

腰蛇腹・胴蛇腹の天端に設置された水切鉄板を、取替え
て復旧したɻ復原する車寄は、基礎石・腰蛇腹・胴蛇腹
の天端と手摺の笠木・地覆に新規に取付けたɻ
窓台、腰蛇腹、胴蛇腹で解体しない水切板金のうち、
継ぎ目に浮きが確認される箇所は、半田接合を行ったɻ
また、水切板金と木部の取合いに伱間が生͡ている箇所
には、当て板を被せて、周囲を半田接合したɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

金ଐ板 素地ѥԖメッΩ鋼板　厚0õ35㎜　91ûʷ1ÿ30
㎜ʗ᷂ཎ઒製鋼所

半田 棒半田（すず60ˋ、Ԗû0ˋ）ʗ石઒金ଐ᷂、
半田コテʗ᷂石࡚電機製作所

釘 Τアー用ステンレス釘2õ1ʷ19㎜ʗマΩタ᷂

ハɽ工　法
解体した水切板金は、木部の復旧後に新規材で復旧し
たɻ原ଇとして在来の工法に倣って復旧したが、窓台は
継ぎ目を設けず、そのଞは継ぎ目をᭉ掛け又はアダ折り
として50㎜の重なりを設けたɻまた、やり替えた水切板
金は、敷ډや下見板の裏側で20㎜ఔ度の立上りを設けて
雨水が৵入しにくいようにしたɻ
継ぎ目補修は、既存の水切板金表面の錆をワイヤーブ
ラシやᮇで研磨して塩ࢎによる被覆処理を行い、棒半田
を半田コテで溶かしながら鉄板同士をີ着させたɻ仕上
げにݰ能で浮きやෆ陸をੋਖ਼したɻ当て板による補修は、
水切板金と木部の伱間に鉄板を差し込み、上記と同様に
周囲を半田接合して、取合いから漏水しないようにしたɻ
ᶇ಑ऄෲޱؾ׵・ఱҪۚޱؾ׵໢設ஔ
イɽ概　要
外部の胴蛇腹ఈ板にある換気口の金網を張り替えたɻ
また、₂階天井にある換気口のうち、࿈ܞする活用工事
で換気設備を設置していない客室ᶺ⚗、ᶺ⚙ʙ12の₅箇
所には、換気口に金網を新設し、コウモリ等が小屋裏か
ら室内΁৵入しないように対策したɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

金網 S6Sルーバー・パンチングメタル　
D3õ0ʷP5õ0ʷU1õ0ʗ᷂૑建
S6Sネット　メッシュ1ÿ（໿1õû㎜マス）　
線0ܘõ2㎜ʗ᷂水上建築金物

ハɽ工　法
既存の金網を撤去し、胴蛇腹を解体した部分では、ఈ
板の上端から新規にネットとパンチングメタルを重ねて
張り、四方にԡしԑ（20ʷ10㎜）を廻して、ビスで固定
したɻまた、胴蛇腹を解体していない部分では、ఈ板の

下端からパンチングメタルをビスで固定して取付けたɻ
₂階天井換気口上には、ശ型に加工したパンチングメ
タル（300角ʷ高さ100㎜、φ⚖㎜）を伏せて設置したɻ
ᶈচԼޱؾ׵άϦϧ補म
布石積換気口に設置されていたグリルを取外し、鉄部
の補修と錆落とし後、塗装を行い、原位置に復旧した
（図ûô11ô3）ɻ透かしூりグリル鉄部の補修は、健全な部
分から型紙を作成し、鉄板を型紙に合わせてプラζマ切
断機で切断し、小口を整形した後、裏面から溶接して固
定した（塗装の材ྉ・工法は、ʮୈ⚘અ　塗装工事ʯに
記ࡌ）ɻグリルの取付けは、クサビで高さ調整をして、
₁ɿ₃モルタルを四周に塗り付けて固定したɻ
ᶉখ屋૊ͷϘϧτ੡࡞
欠失していたトラス頂部の合掌と真ଋを緊結するଳ金
物（₄枚）及びボルト・φット（⚖組）を在来の形状に
倣って製作したɻ
ᶊ໊ࣨࡳ੡࡞
欠失していた便所用室໊₃ࡳ枚（఼方用₁枚、Ԟ方用
₂枚）、客室ᶺ₃用室໊₁ࡳ枚を在来の形状・仕様に倣
って製作したɻ表面は、文字部分を除いて塩化ୈ二鉄ӷ
に添加し、腐蝕してԜんだ部分に、ࠇ色のম付塗装（ア
ϛノアルΩド樹脂塗ྉ）を施したɻ
ᶋ補強మࠎஅ೤ࡐऔ෇͚
イɽ概　要
空調設備を設置したᶺ₅、⚖室の直上にある小屋内の
補強鉄骨にͭいて、結露対策として断೤材を取付けたɻ
ロɽ材　ྉ

材　ྉ 製品໊ʗ製造元

耐火被覆材 マΩϕΤ85A　厚20㎜　耐೤ロックウール
と着色ෆ৫布ʗニチアス᷂

固定ϐン
ϐン留め具

アルϛම　長3ÿ㎜　　プラスチックワッシϟ
ー　27ܘ㎜ʗニチアス᷂

ハɽ工　法
東側小屋内の補強鉄骨にઐ用の固定ϐンを変性シリコ
ン系接着剤で接着したɻ鉄骨の形状や寸法に合わせてࡋ
断した耐火被覆材を巻き付けて、固定ϐン先端にワッシ
ϟーを取付け、ϐンを折り曲げて留め付けたɻ耐火被覆
材の継ぎ目にテープを貼り、全体をステンレスバンドで
締付けて固定したɻ
ᶌ防ٜ౔৕ॲཧ
イɽ概　要
建物の床下全面に防蟻土壌処理を施工したɻただし、
床の解体を行っていない便所の床下は施工していないɻ
ロɽༀ　剤
ガントφー.$（ॅ化ΤンバイロメンタルサイΤンス᷂）



106 ୈ₄ষ　保存修理工ࣄの内༰

ハɽ工　法
処理方法は散布法とし、動෾機よりホースを接続して
散布したɻༀ剤࢖用ྔは₁ᶷあたり₁Ὑを目安とし、土
間コンクリートの吸い込み状گにより散布ྔを調整したɻ
石積み基礎やコンクリート基礎の立ち上り部は、土間面
より30㎝ఔ度まで散布したɻ
ᶍমҹ੡࡞
取替えや補修木材の見え隠れの位置に修理年߸をᖻ印
するためにম印を製作したɻ෯₂㎝ʷ長さ⚙㎝ఔ度、ர
鉄製、木製Ѳり手付で、ʮྩ࿨四年度修補ʯ（ॎॻき、年
度別に四、ޒ、࿡年度修補とした）をཅ刻したɻ
ᶎमཧ໏൘੡࡞
෯100㎝ʷ高さ30㎝ʷ厚1õ5㎜の৳銅磨板に、工事概要
などを陰刻（๽差しڞ）した修理໏板を製作したɻ取付
け位置は、内部主階段下の壁板にこれまでの修理໏ࡳと
ฒ΂て銅製ම釘で取付けたɻ

ਤ4ô11ô2　カーテン取付けҐ置ਤ

ਤ4ô11ô1　主階段床リノリウム雷文Ϙーμーฑ復ݪਤ ਤ4ô11ô4　主階段床リノリウム床養生（床増し張り）

Ḽ

₁ɽリノリウムの৳縮は、仮敷き後₂ि間で10㎜ఔ度の৳びがあ

り、その後も৳縮が༧૝されたɻそのため、客室のリノリウ

ムは、継ぎ目のみ釘止めし、壁際は固定しないこととしたɻ

₂ɽ࠷大印࡮可能サイζが1ó200ʷûóÿ00㎜であったため、ノンス

リップ金物の下に継ぎ目を設けて張りܨいだɻ

ਤ4ô11ô3　補修しͨ床下換気口グリル
（左ɿ南面中央西寄、右ɿ北面西寄）


